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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　貨物船に商あきない船。遊覧船に渡わたし舟ぶね、都を守る禁軍や都軍の厳いかめしい巡じゆん邏ら艇てい。

　透とう明めいに澄すんだ冬空のもと、皇都の中央を貫つらぬく大運河はたくさんの舟しゆう船せんと喧けん噪そうで溢あふれていた。

　その両岸には、豪ごう奢しやな構えの旅舎や商店、貴人の邸てい宅たくがずらりと居並び、橋のたもとには市場が広がっている。

　橋の上や運河沿いの大路には、洗練された錦にしきや絹の衣ころもを纏まとった都人たち。

　耳を澄ませば、祭りの日でもないのに、あちらこちらから聞こえてくる雅みやびやかな楽器の音色と歌声。

　そして、それらの景色にいっそうの華はなやぎを添そえる水みな面もの、真しん珠じゆを思わせるまばゆい輝かがやき。

　──無数の運河と八つの湖を擁ようし、水の都と讃たたえられる琉りゆう陽よう。

　この羅ら真しん大陸を統すべる巨きよ大だいな皇国・翔しようの中心である都の賑にぎわいは想像を遥はるかに超こえていて、蒼そう雪せつ蘭らんは目を瞠みはる。

　一年で最も皇都に人が集まる新年祭が、ひと月後に迫せまっていることもあるのだろうか。

　視界に入るもの、耳に届く音、肌はだに触ふれる空気の何もかもが途と方ほうもなく煌きらびやかで、何だか五感がおかしくなってしまいそうだ。

　呆ほうけて見入るうちに、くたびれた布に包んだ小さな行こう李りを腕うでの中から思わず落としそうになり、全財産を詰つめたそれを雪蘭は慌あわてて抱だきしめる。

　初めて目にする皇都の美しさにただただ圧あつ倒とうされながら小さな手て漕こぎ舟に揺ゆられていると、向かいに座っていた御ぎよ史し中ちゆう丞じようの彩さい紫し薇びが編み笠がさから垂らした紗しやの奥で緑の双そう眸ぼうを細めた。

　俄にわかには現実のものとは思えない妖よう艶えんな美び貌ぼうに、やわらかな微び笑しようが浮うかぶ。

「どうした、雪蘭。そんな顔をして。何かおかしなものでも見たか？」

「いえ……。目に映るすべてがあまりに素す晴ばらしく、つい呆けてしまいました」

　目もとを赤くして顔を伏ふせた拍ひよう子しに、胸の下へ長く垂らしていた黒くろ髪かみが揺れた。

「そうか？　関かん黎れいとそれほど変わらぬと思うが」

　雪蘭の故郷の関黎は翔国の南部地方を代表する港街ではあるものの、繁はん栄えいぶりは皇都とは比べるべくもない。

　しかし、紫薇が関黎を訪おとずれたのは十二年も前。それも一度きりだ。

　自分のことはちゃんと覚えてくれていても、街の様子はどこかべつの都市と記き憶おくが入れ違ちがってしまっているらしい紫薇に、雪蘭は「でも」と苦笑を返す。

「やはり、この壮そう麗れいさには遠く及およびません。都はまるで街全体が水に浮かぶ大きな宝ほう物もつ殿でんのようで、何だか目がつぶれてしまいそうにちかちかしております、中丞様」

「街全体が宝物殿か。面おも白しろい表現をするな、雪蘭は」

　言って、穏おだやかに笑えんだ紫薇の白い手がふと伸のびてくる。

「それより、昨日から思うておったが『中丞』などと他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方はしてくれるな。紫薇でよい」

　紅潮していた頰ほおをそっと撫なでられ、顔に散る朱しゆがますます深くなる。

　不老の竜りゆう人じんである紫薇の手は、人間の雪蘭のそれより冷たい。

　けれど、頰を優やさしくすべった指を雪蘭はとても温かく感じた。

「……はい、紫薇様」

　紫薇は御史中丞──官かん吏りの不正を摘てき発はつして裁く御史台の長官補ほ佐さを務める高級官かん僚りようであるだけでなく、名門貴族・彩侯こう爵しやく家の当主だ。

　対して、雪蘭は竜人の平民よりも低く扱あつかわれる身分の人間。

　本来なら、人間が竜人貴族の名を直接口になどすれば、たとえ子供であろうと斬きり捨てられてもおかしくない。

　なのに、こうして特別の温情を示してくれる紫薇の優しさに思し慕ぼを募つのらせつつ頷うなずくと、花よりも麗うるわしい微笑ほほえみが眼前に咲さきこぼれた。

「よい子だ、雪蘭」

「……ありがとうございます。あの、ですが……、紫薇様。私は今年、二十二になりました。もう子供ではありません」

　控ひかえ目に主張してみると、しっとりとつやめく長い黒髪に縁ふちどられた紫薇の美貌が再びやわらかにほころんだ。

「私にしてみれば、まだまだ若子だ」

　目立たないように紗を垂らした編み笠を被かぶり、地味な薄うす墨ずみ色いろの外がい套とうを着てはいても、その優ゆう雅がさは隠かくしようもない紫薇を、雪蘭は伏し目がちにそっと見つめる。

　人間と竜人は大たい抵てい、外見で判断がつく。

　人間は顔の造りが平へい坦たんで、髪も目も黒い。けれども、竜人は顔の彫ほりがとても深く、髪も目も肌の色も実に様々だからだ。

　紫薇の髪は竜人では珍めずらしい漆しつ黒こくだ。人間である雪蘭の髪も黒。

　だからと言って何の意味もないとわかってはいても、紫薇と同じ髪の色をしていることは雪蘭の密ひそかな喜びだった。

　男の髪は短いものと決まっている他国とは違い、ここ翔国では性別に関係なく髪を伸ばすのが古くからの習わしだ。短い髪は異国人か変わり者の証あかし。故郷を発たってからのこのひと月の旅のあいだも手入れを欠かさなかった自じ慢まんの髪の先を、雪蘭は指先で梳すいた。

　物言わぬ舟ふな子こが漕ぐ小舟が紫薇と雪蘭を乗せ、運河をゆったりと進む。

　そば近くに仕えることを十二年間夢見てきた美しい貴人とふたりで舟に揺られるこの時間がずっと続けばいいのにと思ったときだった。

「見えてきた。あれが左さ城じよう将軍にして世せ襲しゆう一等公爵・琳りん星せい樹じゆの邸やしきだ」

　紫薇が指さした先に目を凝こらすと、異国風の青い玻は璃りをはめ込んだ窓が目を引く邸があった。

　運河に面した舟用の通用門を視界に捉とらえ、雪蘭は「え？」と声を落とす。

　そこには、恐おそろしくも高こう雅がな竜の浮き彫りが施ほどこされていた。

　門に刻まれた竜りゆう紋もんはそこに皇族が住まう証──。

「竜紋が……。でも、確か……、琳公爵家は皇室にゆかりがおありでも、皇室に属されてはおられないはず……」

　加えて、琳星樹の身体からだの半分は人間だと紫薇から教わった。

　宮きゆう廷ていでは正式な貴族だと認める者すら少ないと聞いたのに、なぜ琳公爵家には竜紋が掲かかげられているのだろうか。

「琳将軍の曾そう祖そ母ぼに当たられる翠すい月げつ公こう主しゆが降こう嫁かされる際、時の聖せい上じよう・賢けん静ぜい帝ていが特別に琳家に竜紋の使用を許されたのだ。賢静帝は、唯ゆい一いつの后きさい腹ばらのお子だった翠月公主を掌しよう中ちゆうの珠たまと溺でき愛あいしておられたゆえな」

「そう、だったのですか……」

　つぶやくと、自分に課せられた任に対する緊きん張ちようが胸に強く湧わく。

「いくらお邸の人手が足らずにお困りで、お母上が人間ひとだったと言っても、私のような者を琳将軍は雇やとってくださるでしょうか？」

「案ずるな」

　抱いだいた不安を溶とかす優しい声が返ってくる。

「琳将軍はきっとそなたを気に入るはず。そなたはまこと真秀まほな人間ゆえな」

　それに何より美しい、と告げ、紫薇はあでやかに笑む。

「とんでもございません。紫薇様の前では私など荒こう野やの枯かれ草でございます」

「そのように慎つつましやかなところも好ましい」

　歌うような声こわ音ねに耳じ朶だを撫でられ、目もとがじわりと熱くなる。

「気に入っていただけるよう努めます。精せい一いつ杯ぱい──、いえ、命に代えましても」

　拱きよう手しゆをして誓ちかうと、紫薇がおかしげに笑った。

「命に代えられては困るぞ、雪蘭。そなたにはこの務めを果たしたのち、私に仕えてもらわねばならぬ」

「はい、紫薇様」

　頷いた雪蘭を、紫薇が静かな声音で呼ぶ。

「雪蘭。私を慕したって故郷を捨ててきたそなたにこのような密みつ偵ていの真ま似ね事ごとをさせるのは辛つらい。しかし、そなた以外に琳将軍の懐ふところへ入りこめそうな者がおらぬ。この国に争いの火種が生まれぬよう、どうかその聡さとい目でしっかり真実を突つきとめてくれ」

「──はい、紫薇様」







　琳公こう爵しやく邸ていの近くの船着き場で、雪蘭は舟を下りた。

　頼たのむぞ、と笑んだ紫薇の乗る舟が離はなれてゆくのを見送って、延々と続く公爵邸の高い煉れん瓦が塀べいに沿って小路を歩く。少し先に通用門らしい木の扉とびらがあった。

　紫薇に聞かされた話によると、この邸に住むのは当主である琳星樹と、五歳になる息むす子この笙しよう桜おう。そして、わずかな使用人。

　その数ははっきりわからないそうだが、本当に少ないようだ。門もん扉ぴはずいぶんくすんでいるし、煉瓦塀はあちこちひび割れたまま放置されている。

　門番の姿もない。中へ入り、出会った者に案内を乞こうほうが手っ取り早いだろう。

　そう考えたとき、黒ずんだ木の扉がひとりでに開いた。驚おどろいていると、扉の向こうから小さな子供がひょっこり顔を出した。

　銀の髪に大きな紅玉色の目。小さな身体を包むのは、上等の絹の袍ほう。

　おそらく笙桜だろうその子供も、門前に立っていた雪蘭に驚いた様子だ。

　大きな目をまたたかせ、「だあれ？」と首を傾かしげた。

「──私は蒼雪蘭と申します。こちらのお邸の公子わか様でいらっしゃいますか？」

　そうだよ、と笙桜はこくんと頷く。ふっくらとした白磁の頰を縁取る銀色の髪がきらきらと揺れ、紅あかい目がまっすぐに雪蘭を見上げる。

　まだ陽ひが高い時間なので、主あるじである琳星樹は出仕しているはずだ。その主の留守中、普ふ通つうなら大切に世話をされ、守られていなければならない跡あと取とり息子が邸を抜ぬけ出してくるのだから、やはり使用人は相当少ないようだ。

「恐れ入りますが、どなたか大人の方にお取り次ぎいただけますか？」

「どんな用？　物売りの人じゃないでしょ？」

　決して襤褸ぼろではないが、いささかくたびれた旅装に布包みの行こう李りを持った雪蘭の姿をまじまじと眺ながめやり、笙桜は問う。

　人間や商人を見下す色などまったくない、利発そうな声音を雪蘭は好ましく感じた。

「はい。こちらのお邸で働かせていただきたく、お願いに参りました」

「うちで働きたいの？」

「ぜひとも」

　雪蘭は拱手して答える。

「どうしても？」

　はい、と頷いた雪蘭を笙桜がじっと見つめる。何やら思案するふうな顔だ。

「父上は、私の言うことはほとんど何でも聞いてくださるの。だから、父上がお勤めからお戻もどりになったら、私から父上に頼んであげてもいいよ。その代わりに、雪蘭も私のお願いを聞いてくれる？」

　人ひと懐なつっこく雪蘭の名を呼んで、笙桜が笑う。

「どのようなことでしょうか？」

「雪蘭はお金を持ってる？」

「お金……でございますか？」

　十二年前の約束があるとは言え、そのあいだ一度も会っていなかった紫薇の邸に押しかけて雇ってもらえるかは賭かけだと自分でも思っていた。

　自分の人生は紫薇に捧ささげると──家族を捨てると宣言したのだから、たとえ門もん前ぜん払ばらいをされたとしても、もう故郷には戻らない覚かく悟ごで家を出るとき、父親は雪蘭がいずれ相続するはずの財産を持たせてくれた。

『もし彩様へのお目通りが叶かなわなければ、皇都で何か商売を始めるとよい。お前ならきっと大成できるだろう』

　これなら目立つことなく皇都へ運べる、と渡わたされたのは数すう粒つぶの金こん剛ごう石せき。

　向こう十年は暮らしていける大きな財産だ。

　最初は、皇都へ着いてから一番小さな粒を換かん金きんし、身なりを整えて紫薇の邸を訪ねるつもりだったが、計画は大きく変わった。宝石商を探している時間はなかったので、手持ちの金はほとんど尽つきかけている路銀のみだ。

「少しなら持っております」

　いくら利発そうだと言っても、まだ五歳の笙桜が口入れをする代わりの袖そで下したを求めてくるとは考えがたい。何のための質問だろうと訝いぶかりつつ、その疑念を隠して雪蘭は微笑ほほえむ。

「じゃあ、この先の通りに揚あげ菓が子し売りの屋台があるから、それを買ってきて」

「……揚げ菓子を？」

「うん！　なるべく、お砂糖がたくさんついてるのを選んでね」

　他国では砂糖は王おう侯こう貴族しか手に入れられない贅ぜい沢たく品ひんだと聞くが、豊かな翔では誰だれもが日常的に口にできる。そこらの路上に並ぶ屋台でもふんだんに砂糖が使われた菓子や料理が売られているけれど、それらは庶しよ人じんの食べ物だ。

　公爵の子がなぜそんなものを欲しがるのだろうと不思議に思いつつ、雪蘭は通りの屋台へ急いだ。そして、注文通り、たっぷり砂糖がまぶされた揚げ菓子をひとつ買ってきた。

　門の内側でちょこんと膝ひざを抱かかえて待っていた笙桜に渡すと、「ありがとう！」とはちきれそうな笑え顔がおが返ってきた。

「こっち来て！」

　駆かけだした笙桜のあとを、雪蘭は慌あわてて追う。

　庭の奥の池のほとりにある四阿あずまやの椅い子すにぴょんと飛び乗った笙桜が、「雪蘭も座って」と促うながす。少し迷いながらも、雪蘭は「では、お言葉に甘えて失礼いたします」と笙桜の隣となりに腰こし掛かけ、周囲に視線を巡めぐらせた。

　石造りの太たい鼓こ橋ばしが架かかった池も樹木が生おい茂しげる庭も、瑠る璃り瓦がわらをずらりと載のせた邸やしきもとても大きい。そして、見るからに荒あれていてひっそりしている。

　四阿の前では山茶花さざんかのみごとな大木が赤い花を咲さかせ、その周りを白い水すい仙せんが彩いろどっているが、手入れをされている様子もなく野放図だ。

　廃はい墟きよとまでは言わないけれど、それに近い雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　どうやら、想像以上に使用人の数は少ないようだ。

「雪蘭。はい、これ」

　笙桜が懐から取り出したのは、小さな銀の馬だった。緻ち密みつで優美な細工が施ほどこされており、その目には紫むらさき水ずい晶しようが埋うめこまれている。

「買い物のお代とお礼だよ」

　通りに出ていたすべての屋台を買い占しめても釣つりがくる極ごく上じようの銀細工を気前よく差し出されて、雪蘭はぽかんと目をしばたたかせた。

　すると、笙桜が「勝手に家の中からとってきたものじゃないよ」と首を振ふった。

「これは私が父上からいただいたものだから、ちゃんと私のものだよ」

「……このような高価なものはいただけません」

「でも、私はお金を持ってないから、ほかにお礼ができないよ」

「かまいません。お気持ちだけ、ありがたくいただいておきます」

　雪蘭がそう言うと、笙桜は銀の馬を懐にしまい、揚げ菓子をふたつに割った。

　砂糖の粒がぱらぱらと飛び散り、香こうばしい匂においが強く漂ってくる。

「じゃあ、これを半分、雪蘭にあげる」

　すごく美味おいしいんだよ、と渡された半分の揚げ菓子を雪蘭は受け取った。

「ありがとうございます。頂ちよう戴だいいたします」

「うん」

　嬉うれしそうに笑んだ笙桜と一いつ緒しよに、雪蘭は揚げ菓子を頰ほお張ばった。

　故郷のものとは少し風味が異なっているけれど、ほくほくと甘い。

「公子様はもしかして、先ほどの銀の馬でこの揚げ菓子をお買いになるつもりだったのですか？」

「そうだよ。私が自由にしていい、お金の代わりになるものがほかになかったから」

「どうして、揚げ菓子をお召めし上がりになりたかったのですか？」

　尋たずねると、笙桜は少し迷うように眸ひとみを揺ゆらした。それから、「あのね、内緒だよ」と白い砂糖粒をつけた唇くちびるを開いた。

「食事はいつも永えい福ふくが作ってくれるんだけど、永福はとってもとっても年寄りだから、味覚が鈍にぶくなってるの」

　そのせいで永福のご飯はすごく美味しくないんだよ、と笙桜は口角を下げて訴うつたえる。

「でもね、私のために永福が一いつ所しよ懸けん命めい作ってくれるご飯だからそんなことは言えないの。だから、時々美味しいものをこっそり外で買って、食べたくなるんだよ」

　笙桜は四歳まではこの邸から出たことがなかったという。けれども、五歳を迎むかえた今年から外出が許され、月に何度か供を連れて見聞を広めるために街へ行くそうだ。

　毎回、供の者と一緒に屋台の売り物を買って食べるようで、その買い食いによって笙桜は永福という炊すい夫ふの作る料理が不味まずいことを知ってしまったらしい。──同時に、外の世界には美味しいものがたくさん溢あふれているということも。

「そうですか。公子様はとてもお優やさしい方ですね」

　作る料理は不味くても、永福のことが笙桜は大好きなのだろう。

　五歳の子供とは思えない濃こまやかな気き遣づかいに感心した雪蘭に、笙桜が揚げ菓子を食べながらふふっと愛らしく笑んだ。

「雪蘭は正直者だね」

「え？」

「銀の馬を受け取らなかったもの」

「この揚げ菓子とあの美しい馬とでは、価値がまるで違ちがいますから」

「私にとっては美味しい揚げ菓子と銀の馬は同じくらいの価値だけど、正直者じゃない大人は私が銀の価値を知らないと思って黙だまって受け取るんだよ」

　しめしめって、と何だか大人びた表情で言う笙桜に、雪蘭は苦く笑しようを漏もらす。

「公子様はとてもご聡そう明めいでいらっしゃいますね」

「だって、私は父上の子だもの！」

　笙桜が胸を張り、誇ほこらしげに告げたとき、「笙桜様！」と悲鳴めいた高い声が響ひびいた。

　青い長ちよう袍ほうを纏まとい、金色の髪かみをひとつに括くくった、使用人らしい男がこちらへやって来る。

　見知らぬ男が邸てい内ないへ入りこみ、笙桜のそばにいるからだろう。ひどく慌てた顔で、懸命に走ろうとしている様子だけれど、どこか具合でも悪いのか足取りが何だかおぼつかない。

「あれは宗そう馬ま。永福の弟だよ。弟だから永福よりは若いけど、やっぱりすごく年を取ってるから速く走れないんだよ」

　そんな説明をしながら、笙桜は残りの揚げ菓子を急いで口に入れてごくんと飲みこんだ。

「お菓子のことは、私たちだけの秘密だよ」

「承知いたしました、公子わか様」

　雪蘭は微笑んで、笙桜の口の周りについた粉砂糖を指先でそっと払はらった。







　現在、この公こう爵しやく邸ていで働いているのは閑かん永福と閑宗馬の兄弟ふたりだけらしい。

　長い金の髪を編みこみ、碧あおい目をしているほうが兄の永福で、三歳年下の宗馬も同じ髪の色をしていて、目の色は灰青。不老の竜人なので二十二の雪蘭とあまり変わらない年ねん齢れいに見えても九十を超こえていて、琳公爵家には父親の代から仕えているそうだ。

　双ふた子ごのようによく似た閑兄弟は、いきなり涌わいて出た人間を蔑さげすみはしなかったけれど、当然ながら怪あやしがった。

　故郷や家のこと。どこでどうやってこの琳公爵家のことを聞きつけたのか。

　そうしたことを細かに問い質ただされながら待っていた世せ襲しゆう一等公爵にして左城将軍・琳星樹は夕方になって帰宅した。

　当主である星樹が出入りするときだけ開くという正面玄げん関かんにつけられている鈴すずが鳴り、永福と笙桜が出で迎むかえに行った。

　雪蘭は宗馬に案内され、星樹の居室に続く控ひかえの間へ通された。

「ここでもう少し待っていなさい」

　宗馬がそう言い置き、雪蘭を残して星樹の居室へ移る。黒い立派な扉とびらの向こうからは時折、笙桜や閑兄弟、そして星樹のものらしい声がかすかに漏れてきた。

　雪蘭は雅みやびやかな調度品で飾かざられた部屋の中を見回した。

　庭や、先ほどまで閑兄弟と一緒にいた家僕用らしい部屋とは違い、整然としていて埃ほこりひとつない。おそらく、邸が広すぎるせいで、閑兄弟がふたりで手入れできるのは星樹と笙桜が日常的に使用する場所だけなのだろう。

　しばらくして、扉を開けた笙桜に「雪蘭、来て」と手招きされた。

　雪蘭は伏ふし目がちに部屋の中へ入り、扉口で跪き拝はいする。

「父上。この者が、今お話しした蒼雪蘭です」

「わかった。お前たちは下がっていろ」

　冬の夜気を思わせるような凜りんと澄すんだ声が、笙桜と閑兄弟に静かにそう告げる。

　三人が退室したのと入れ替かわりに、「蒼雪蘭。立って、こちらへ」と聞こえてきた。

　従うと、長身に煌きらびやかな左城軍の軍衣を纏まとって窓まど際ぎわにもたれる星樹と視線が絡からみ、雪蘭は息を吞のんだ。

　皇こう帝てい直属の禁軍は、皇城内を守る右う城じよう軍ぐんと皇城の外を守る左城軍とに分かれる。

　二万の精せい鋭えいからなる右城軍に対して、左城軍の兵はわずか五百にも満たない。

　皇都の実質上の警備を担になっているのは都軍──都の軍事を統とう括かつする都護府の兵だからだ。

　左城軍の兵士ももちろん、右城軍同様精鋭揃ぞろいだ。けれども、左城軍の役割は美しい鎧よろいを装着して都を巡じゆん邏らし、皇帝の威い光こうの輝かがやかしさを見せつけることであり、そのため容姿の端たん麗れいさが選せん抜ばつの第一基準になる。もちろん、左城将軍も。

　つまるところ、左城将軍とは「単なる美々しい飾りもの」でしかない。

　紫薇からそう聞かされていたので、てっきりいかにも上級貴族的な優男かと思っていた。

　だが、そんな想像と目の前の星樹は違っていた。上背のある体たい軀くは鋭するどく引き締しまり、武人らしく鍛きたえられた精せい悍かんさをはっきりと感じた。

　そして──。あまりに整いすぎ、一見して生気が欠けているふうに感じられる顔の中で、宝石よりも明度高く澄んだ輝きを宿す青い双そう眸ぼう。すっと通った鼻び梁りようの流れるような線はとても優ゆう雅がで、高い位置で括られた長い髪は星を砕くだいたような青銀。

　予めそうと知っていなければ半分人間の血が混じっているとはとても思えない、竜人そのものの美しさに、雪蘭は驚おどろかずにはいられなかった。

　紫薇も美しいけれど、星樹の容姿に宿る美は種類がまったく違う。

　紫薇は喩たとえるなら、春の優しい陽光の煌めき。だが、星樹の美び貌ぼうはまるで凍いてつく夜空の星のまたたきのように冷え冷えとしている。　>>>♥

「関黎の出で、旅舎の息むす子こだそうだな」

「──は、はい、琳将軍」

「では、手を見せろ、蒼雪蘭」

　息をするのも忘れて呆ほうけたまま、雪蘭はその言葉に従う。

　ややあって、「下ろせ」と命じられる。

「力仕事をしたことがある手だな。目立たぬが節がやや太く、小さな傷きず跡あともいくつかある。しかし、そのわりに肌はだも爪つめも荒あれておらぬ。高価な塗ぬり薬で日常的に手入れをしていた証あかしだ」

　それに、と言葉を継ついで、星樹は雪蘭に向けた青い双眸を細めた。

　その直後だった。星樹が流れる動作で腰こしに佩はいた剣けんを抜ぬき、振ふり下ろした。

　殺気がないことははっきりわかったので、動かなかった雪蘭の鼻先で刃やいばがぴたりととまる。

「そなたのその手は、剣の扱あつかいに長たけた者の手」

　剣を鞘さやに収めながら断じる口調で言った星樹も相当の手て練だれだ、と雪蘭は感じた。

「関黎からのひと月の長旅をしてきたと言われれば納なつ得とくできるていどには汚よごれておるが、顔や髪のつやも悪くない。故郷で食い詰つめて都へ流れてきたとも思えぬが、そなた、何者だ？」

　雪蘭をまっすぐに見み据すえる青い双眸の奥で、冷ややかな色が光る。

「──素す性じように偽いつわりはございません」

　刃めいた視線に肌を切られたような空寒さを覚え、雪蘭は慌あわててこうべを垂れる。

「閣下のご推察通り、私の実家の旅舎は繁はん盛じようしており、困こん窮きゆうとはほど遠い暮らしをしておりました。しかし、私は六番目の末子。父を手伝っている兄たちが皆みな、優ゆう秀しゆうなため、家には私のいる意味がありませんでした。ですので、この身の存在意義を実感できる場所で働きたいと子供の頃ころから思っておりました」

　昨夜ゆうべ、紫薇と打ち合わせた通り、ほんのわずかの噓うそを織り交ぜた、大部分が真実のもっともらしい話を雪蘭は舌に載のせた。疑いを招かないよう、声を努めて落ち着かせて。

「とは言え、人間だからという理由で、下働きで一生を終えたくはないと考え、父に様々な道の師を雇やとってもらい、可能な限りの技能を身につけた次し第だいにございます」

「剣が使えるのはそのためか？」

「はい。いついかなるときに、どのようなことを仰おおせつかっても、よい働きができるように」

「ほう。剣を使うことのほかには、何ができるのだ？」

　玻は璃りが嵌はめられた窓まど枠わくにもたれた星樹は腕うでを組み、険しいままの目で問う。

「内うち向むきのことは一通り何でも」

　一番得意なのは料理で、笙桜は美味うまい食事に飢うえているようだったけれど、厨ちゆう師しの免めん状じようを持っていることはまだ告げないことにした。

　炊すい事じは永福の役目らしい。厨ちゆう房ぼうを預かる者には独特の矜きよう恃じがある。無事にこの邸やしきへ入りこめても、永福の面めん目ぼくをつぶして恨うらみを買えば動きにくくなるかもしれない。そう思ったのだ。

「造園術の心得もありますし、華か琴きんも弾ひけます。それから、公子様の勉強を見て差し上げることもできます。私は郷ごう元げんですので。今日、着いた港でこちらのお邸は人手が足りておられないと耳にし、きっとお役に立てるのではないかと思うと矢も盾たてもたまらず──」

「そなたは郷元なのか？」

　言葉を遮さえぎって訊きかれ、「はい」と頷うなずいた雪蘭は懐ふところから証書を差し出した。

　関黎を含ふくむ南なん雷らい省の首しゆ府ふ衙がから交付されたそれには、雪蘭が七年前におこなわれた郷ごう試しの主席合格者であることが記されている。

　今、雪蘭は星樹にいくつか噓をついたが、その証書は本物だ。

「わずか十五で郷元とは……。なぜ、そのまま官かん吏りにならなかったのだ？」

　証書を見やった星樹が、ひどく怪け訝げんそうに問いかけてくる。

「郷試を受けたのは官吏になりたかったからではなく、いつかお仕えするご主人様をお輔たすけするための教養を身につけたかったからですので」

「なるほど。縁えんもゆかりもない我が家の門を叩たたいたのは、誰だれも寄りつかぬこの化け物邸でなら、人間のそなたでも家令になれるとでも思うてのことか？」

　この邸は確かに荒れてはいるものの、妖よう怪かい変へん化げが住みついていそうに思えるほど荒こう廃はいはしていない。星樹のいささか大げさな物言いを不思議に感じつつ、雪蘭は口を開く。

「恐おそれながら、私にも出世欲よくはございますので。できるだけ大きな可能性のある場所に賭かけてみとうございました」

「変わった人間だな、そなたは」

　青い目を眇すがめ、星樹は雪蘭に証書を返す。

「だが、変人揃ぞろいの我が家には相応ふさわしいやもしれぬな」

「──あの、では、こちらで働かせていただけるのですか？」

　書状を懐にしまい直しながら勢いこんで尋たずねた雪蘭に、星樹は無表情な頷きを返す。

「笙桜がそなたを気に入ったようだし、何より、信しん頼らいに値あたいする正直な人間だと申しておったからな。とりあえず、これからひと月、永福の下についてみよ。正式に雇うかどうかは、そのあとで決める」

　──信頼に値する正直な人間。

　会ってすぐに懐なついてくれた笙桜にそう思わせてしまったことに罪悪感が湧わいた。けれども、これは十二年間追い続けた夢を叶かなえるための試験なのだ。

　自分のためだけではない。紫薇のため、延ひいてはこの国のために、笙桜が誰の子なのかを確かめねばならないのだ。

　胸を刺さす痛みを無視し、雪蘭は恭うやうやしくこうべを垂れた。

「ありがとうございます、閣下」

「礼なら、笙桜に申せ」

「はい。そのように」

　答えて、顔をわずかに上げると、星樹がこちらを見ていた。

　冬の夜空で高潔に輝くひとつ星のような、怖こわいほどの美しさに背筋が粟あわ立だつのを感じながら、雪蘭は退室した。







　星樹の部屋を出ると、前の廊ろう下かが青白く光っていた。

　廊下にずらりと吊つるされた灯とう籠ろうから放たれるその光の中に、雪蘭を待つ宗馬が立っていた。

「あの灯籠には、夜や光こう石せきが入っているのですか？」

　そうだ、と宗馬が鷹おう揚ように頷く。

「このお邸で火を使っていいのは、厨房と湯ゆ沸わかし房、そして旦だん那な様のお部屋だけだ。ほかの場所では夜光石が火の代わりだ」

　夜光石は、翔とその隣りん国ごくでのみわずかに採れる鉱物だ。

　暗くら闇やみで青く光り、擦こすり合わせれば熱を発して数刻のあいだ持つことから、灯籠の代わりや暖を取るために用いられる。「天の恵めぐみ石」とも呼ばれ、誰もが知る石ではあるけれど、火と比べると明るさも温かさもいくぶん劣おとることに加え、とても高価であることから、実際には貴族や豪ごう商しようが婚こん礼れいや正月などの特別にめでたい日に限って使用するものだ。

　しかし、この邸では日常的に使われているようだ。

「そ、そうですか……」

　琳公こう爵しやく家の財力は尋じん常じようではないらしい。

　一いつ瞬しゆん、呆けてしまった雪蘭を家僕用の食堂へ案内しながら、宗馬は話を続ける。

「灯籠に夜光石を入れるのは、普ふ段だんの行き来に使う廊下だけだ。滅めつ多たに使わぬ場所へ日が暮れてから行く場合は、夜光石を玻璃の器うつわに入れて手しゆ燭しよくにする。それから、まだお小さい笙桜様のお部屋や、我われらの部屋でも夜光石を使う。お前さんも、必要なときに必要なだけ使ってよい」

　事もなげに告げられ、雪蘭は驚きをさらに深めて目を瞠みはる。

「──え。私も、ですか？」

「ああ、そうだ。夜、部屋で裁さい縫ほうをしたり、本を読んだりしたいときにも遠えん慮りよすることはない。だから、勝手に火を使うことだけは厳禁だ」

　これだけは必ずしっかり守っておくれ、と宗馬は真しん剣けんな顔で雪蘭に念を押す。

「承知いたしました」

　雪蘭も真剣に頷き返す。

「皇都の冬は風が強くて、火事が多い。街中に張り巡めぐらされている運河と水路のおかげで広こう範はん囲いに延焼することはない代わりに、火元は風に煽あおられてあっという間に燃え上がる。ただでさえ人手のないこのお邸で万が一にも火を出したりしたら、一大事だからね」

　夜光石を日常的に使用するのは、火事を出さないため。

　それが第一の理由ではあるのだろうけれど、忠義を立ててこの邸に残ってくれた閑兄弟を邸の主あるじの星樹はとても大切にしているらしい、と雪蘭は感じた。

「まあ、そんな話は全部明日あしただ。今日、皇都へ着いたばかりじゃ、疲つかれているだろう。今晩は腹はら一いつ杯ぱい食事をして、とにかくぐっすり休むといい」

　そう促うながされ、通された食堂は夜光石の屑くず石いしをたっぷり詰めた鉢はちで暖められていた。

　使いこんだ木の円えん卓たくの上には、山盛りの肉団子と蒸むし野菜、茶ちや粥がゆが無造作に置かれている。質より量と言った風ふ情ぜいの食事を作ってくれた永福は、隣となりの厨房で星樹と笙桜の夕ゆう餉げの準備中のようだ。壁かべの向こうから、竈かまどが使われている気配がする。

「ありがとうございます。……ところで、公子わか様はどちらにおいででしょうか？　とにかくひと月、置いていただけることになったのは公子様のお口くち添ぞえのおかげですので、お礼を申し上げたいのですが」

「なら、私がお伝えしておこう。笙桜様はこれからお湯浴みだからな」

「そうですか……。あの、公子様のお湯浴み、私にもお手伝いさせていただけないでしょうか？」

「いや、仕事を覚えてもらうのは明日からでいい。お前さんは、食事をおし」

　純じゆん粋すいな親切心なのか、あるいは不用意に笙桜に近づけまいと警けい戒かいされているのか──。

　再度乞こう間もなく、宗馬は「またあとで来るよ」と忙せわしなく食堂を出て行った。

「……焦あせっても仕方ないか」

　雪蘭は小さく息をつく。

　箸はしを取り、口に運んだ肉団子や野菜は味つけが濃こすぎたり、食材の中心まで火が通っていなかったりで、雪蘭は苦く笑しようを漏もらした。時々こっそり屋台の食べ物を買って食べたくなると訴うつたえていた笙桜の気持ちがよくわかる、と思いながら。

　厨房へ乗りこみ、調理し直したい衝しよう動どうをどうにか抑おさえて食事をすませた頃、宗馬が戻もどってきた。数枚の服と、使いに出る際に着る外がい套とうを渡わたされる。

　それから、これから住みこむ部屋へ連れて行かれた。邸は途と方ほうもなく広いのに、使用人は雪蘭を入れてもたったの三人。だからなのか、贅ぜい沢たくにも一人部屋を与あたえられた。

　水路に面した部屋で、元はかつてこの邸に仕えていた書しよ童どうが住んでいたそうだ。

「長いあいだ閉めきっていたから、かなり埃ほこりっぽいがね。まあ、我が慢まんしておくれ」

「いえ。こんな立派なお部屋をいただき、感謝申し上げます」

「よく躾しつけられた上品な子だねえ、お前さんは。何だか、家僕って感じじゃないよ」

　苦笑を浮うかべ、宗馬は夜光石入りの玻は璃りの器を机の上に置く。

　青白い光が、簡素な寝しん台だいと書きもののしやすそうな机を浮かび上がらせる。

「ああ、そうそう。皇都の冬の夜は冷える。関黎みたいな南の出じゃ、凍こごえてしまうだろうから、寝台の下に夜光石の屑石を敷しきつめるといい」

　そうすると、どんなに寒い夜でも気持ちよく眠ねむれるのだそうだ。

「夜光石の屑石は、ここへ来る途と中ちゆうに通った階段を行き止まりまで下りた先の納なん戸どにある。好きなだけ、取っておいき。白い箱に入っているほうが新しい石で、黒い箱に入っているのは古い石だ。夜光石は使い終わったら、その黒い箱へ入れておくんだよ」

　月に一度、鉱物商が古い夜光石を引き取りに来て、新しい石を補ほ充じゆうしていくらしい。

「わかりました。ありがとうございます」

「じゃ、ゆっくりお休み」

　部屋を出て行く宗馬に、雪蘭は礼を言って頭を下げる。

　自分の荷物が入った行こう李りともらった服を夜光石の器の横に並べて置き、空気を入れ換かえるために窓を開けた。

　水の匂においをはらんだ冷たい夜の風が、部屋の中へ流れこんでくる。

　空はすっかり闇やみに覆おおわれ、その下一面に不夜城と謳うたわれる皇都の街の明かりが広がっていた。あちこちに赤々と散らばるそれらの光はまるで地上の星のようだと思い、眺ながめていると、窓の下を流れる水路を進んでくる一艘そうの舟ふねが見えた。

　頭にぐるぐると大きく布を巻きつけ、毛皮の外套を着こんだ大男たちが数名乗っている。彼らは灯籠を掲かかげ、物もの珍めずらしげに辺りを見回していた。

　雪蘭も、男たちの風変わりな頭に興味を惹ひかれた。故郷の関黎は大きな港街だったので、たくさんの異国人を雪蘭は知っているが、舟に乗っている男たちの格好は初めて見る。

　掲げられた灯籠の火が照らす顔のほとんどは壮そう年ねんのものだ。不老の竜人ではないのは明らかだけれど、羅真大陸に住む人間よりもずっと彫ほりが深い。

　おそらく、ほかの大陸から来た旅人だろう。

　──この世界には七つの大陸と海がある。

　その中央に位置する羅真大陸は、人界に住まうことを選んだ聖せい獣じゆうたちのために天てん帝ていが創られたと言い伝えられている地だ。

　北に玄げん武ぶ族の国・竣しゆんが、東に青せい竜りゆう族の国・翔が、南に朱す雀ざく族の国・洋ようが、西に白びやつ虎こ族の国・露ろがそれぞれ興おこり、大陸の覇は権けんを争う幾いく度どもの戦いくさを経て、翔が宗主国となって数千年──。

　聖獣の子孫たちは美しく不老という天界人の霊れい性せいを今も保っているものの、長い年月を経る中でかつての聖獣の姿を失った。

　しかし、羅真大陸を統すべる唯ゆい一いつの皇国として天帝の特別な加護を受けた翔の皇族・輝き氏しだけは例外だ。

　輝氏の男子は普段は人の姿をしていても、巨きよ大だいな竜へと自在に変じ、鉄をも溶とかす紅ぐ蓮れんの炎ほのおを噴ふき、大空高く飛ひ翔しようすることができる。

　竜の皇族たちによって守られ、繁はん栄えいを謳おう歌かし続ける翔には周辺の大陸から豊かな暮らしを求めて多くの人間が流れこんだ。

　翔に限らず、羅真大陸では人間は言葉を話す動物と同等の扱あつかいを受ける。就つける仕事は限られているし、聖獣の子孫に人間は決して逆らうことが許されない。

　不老の麗れい人じんたちが支配する羅真大陸は、人間にとっては決して生き易やすい地でも、夢の理想郷でもない。だが、理り不ふ尽じんなことはどの大陸のどの国にもあるものだ。翔はその強大な力によって安あん寧ねいが約束されているぶん、戦乱が絶えない国よりもましだと考えられていた。

　それに、人間であっても、とびきりの美び貌ぼうや才覚を見込まれ、立身出世を果たす者が翔には時々現れる。

　だから、ほかの大陸から海を渡って羅真大陸へ──とりわけ翔へ流れこむ人間は、いつの時代も後を絶たない。

　雪蘭の祖父もそうした移住民のひとりだった。辿たどり着いた港街の関黎で異国風の茶さ楼ろうを始めて評判となり、竜人貴族相手の高級旅舎「蒼そう蘭らん楼ろう」を開いて成功をおさめた人物だ。そして、雪蘭の父は祖父から受け継ついだ蒼蘭楼をさらに大きくし、関黎にその名を轟とどろかせた。

　祖父と父の築いた莫ばく大だいな財により、雪蘭が生まれたときには「蒼家」と言えば関黎周辺に住む人間からはもちろん、竜人たちからも一目置かれる名士となっていた。

　竜人貴族をも凌しのぐ大だい富ふ豪ごう・蒼家の末子として大勢の使用人に傅かしずかれ、誰だれからもただただ可愛かわいがられて育った雪蘭は世の中の道理に疎うとい子供だった。

　もちろん、竜人に対して非礼を働いてはならないことは物心がついたときから教わっていたものの、雪蘭の知る竜人たちは蒼家の者には寛かん容ようだったのだ。

　だから、十になったばかりの夏の日、仲のいい友人が馬車の事故に遭あったと報しらせを受け、見み舞まうために急いで道を駆かけていた途中で、揃そろいの武装をした竜人のふたり連れにぶつかった際、「ごめんなさい」と頭を下げればそれですむと思っていた。

　けれども、蒼蘭楼ではない、べつの旅舎に滞たい在ざいしていた旅人で、蒼家のことなど何も知らない様子のふたりは激げき怒どし、刀を抜ぬいた。

　雪蘭は叩こう頭とうして懸けん命めいに詫わび直したが、竜人たちの怒いかりは静まらなかった。

　あとで聞かされたところによると、彼らは皇都に住むとある貴族の私兵で、主命による旅の途中だったらしい。

　現在は失しつ脚きやくしたそうだが、当時は絶大な権力をふるっていたその貴族の私兵団の紋もん章しようは関黎のような地方都市にも知れ渡っていた。だから、面めん倒どうに巻きこまれることを怖おそれたのだろう。大人たちは遠巻きにことの成り行きを見守るのみだった。

　そして、雪蘭が震ふるえながら死を覚かく悟ごしたとき──。

『やめよ。まだ頑がん是ぜない子供ではないか』

　蒼蘭楼に滞在中の客で、たまたま騒そう動どうの場に行き合った紫薇のおかげで、雪蘭は難を逃のがれることができた。紫薇が、私兵竜人たちの主人よりも身分の高い貴族だったためだ。

『……ありがとうございます。ありがとうございます！』

『礼などよい。そなたのような愛らしい胡こ蝶ちようが、無残に引き裂さかれるのを見とうなかっただけゆえな』

　頭上から降ってきた優やさしい笑えみにほんの一いつ瞬しゆんで心を奪うばわれたその日から、雪蘭は父親に頼たのみこんで紫薇の部屋つきにしてもらった。

　十の子供でまだ旅舎の手伝いをしたこともなく、できるのは茶を運ぶことくらいだったけれど、紫薇は雪蘭をとても可愛がってくれた。

　そうして数日が過ぎ、紫薇との別れの日が来たとき、雪蘭は決めたのだ。

　紫薇に救ってもらった命を紫薇のために使いたい──紫薇のもとで働きたい、と。

　そう告げた雪蘭に、紫薇は言ったのだ。

『私は子供の僕しもべは置かぬ主義だ。だが、大人になってもそなたの考えが変わっていなければ、私のもとへ参れ』

　六人兄弟の末っ子で家を継ぐ可能性のない雪蘭の願いに、父や兄たちも反対しなかった。

　それから、雪蘭はたくさんのことを学んだ。竜人の邸やしきに雇やとわれた人間は婢ひ僕ぼくとして扱われるのが普ふ通つうだけれども、主人に特に気に入られればその限りではない。

　すべての使用人と邸を管理する家令にまで出世した者や、妾めかけ、あるいは運よく正妻に上りつめた者もわずかながら存在する。

　幸いにも、蒼家の家業は竜人貴族のもてなしで、雪蘭は父親や旅舎の使用人たちから紫薇の心にとまるすべを教わることができた。

　礼れい儀ぎ作法はもちろん、紫薇の邸でどんな役目を与あたえられてもきちんとこなせるように家内で必要なこと全ぜん般ぱん、さらには紫薇を護まもるための武芸に、楽しんでもらうための管かん弦げんや歌も。

　少しでも紫薇のそば近くに仕える機会を得られることを夢見て勉学にも励はげんだ。

　羅真大陸では基本的に人間は官かん吏りにはなれないけれど、人間の数が竜人の数を超こえている翔の国内でのみ、例外的に地方の下級役人となることが可能だった。

　そのための関門が、各地方の首府でおこなわれる郷ごう試しだ。

　郷試の合格者は人間であってもひとかどの教養人と見なされる。紫薇を退たい屈くつさせない話し相手となりたい一心で勉強に打ちこんだ結果、雪蘭は十五で郷試に主席合格した。

　郷元と呼ばれる郷試の主席合格者が関黎から出たのは初めてのことで、雪蘭に官吏の道を勧すすめる者も多かった。だが、雪蘭は自分の夢を叶かなえることしか考えていなかった。

　そんな雪蘭を見て、兄たちは苦く笑しよう交じりに言ったものだ。

『お前のやっていることは何だか立派な家僕になるための修しゆ行ぎようというより、旦だん那な様に気に入られようと躍やつ起きになって芸事を磨みがいている家か伎ぎのようだな』

　兄たちが時折向けてくるそうした揶揄からかいが、年とし頃ごろになった雪蘭にある日ふと気づかせた。

　──命の恩人である紫薇に対して抱いだく想おもいが、単なる感謝や尊敬の念から恋こいへと変化していたことに。

　聖獣の子孫たちは男であっても女であっても皆みな、美しい。羅真大陸ではどの国でも男が妃きさきとなることがままあるため、市し井せいにおいても男の妾や妻は決して珍めずらしくない。

　自分もそうなりたい気持ちがまったくないと言ったら噓うそになる。

　しかし、風の便りに聞いたところによれば、紫薇は男色を好まないらしい。

　だから、雪蘭の気持ちは決して口に出してはならない秘密なのだ。

　紫薇の僕として仕えることができれば、それだけで幸せだ。

　そう自分に言い聞かせながら、どのような主命もこなせる家僕となるための修行に励み、父親から『もう、お前に我われらが教えることはない』と告げられたのが、紫薇と出会って十二年が経たっていた先月のこと。

　家族に見送られて関黎を発たって約ひと月。皇都・琉陽まで船であと一日の港街まで辿り着いた昨日、泊とまった旅舎で雪蘭は紫薇がその街に滞在していることを知った。

　今は御ぎよ史し中ちゆう丞じようとなった紫薇は、何かの不正を働いたらしいその省の太守を裁くために訪おとずれており、下した厳しい処しよ罰ばつが評判になっていたのだ。

　何か運命的なものに導かれている気がして居ても立ってもいられず、雪蘭は紫薇がいるという役所へ駆けこみ、取り次ぎを頼んだ。

　突とつ然ぜん押しかけたのだから当然とは言え、役所ではずいぶん待たされた。

　この十二年、雪蘭は紫薇のそばに上がるためだけに生きてきた。しかし、皇都の上級貴族である紫薇にそれを伝えるすべなどなく、もしかすると忘れられているかもしれないと不安になりかけた頃、紫薇に会うことができた。

　紫薇は雪蘭のことをちゃんと覚えていてくれた。それだけでなく、再会を笑顔で喜び、雪蘭が矢や継つぎ早に告げた十二年の修行の成果にじっと耳を傾かたむけ、褒ほめてくれた。

　そして、紫薇は雪蘭を静かに見つめて言った。

『雪蘭。そなたを見込んで頼みたいことがある。左城将軍にして世せ襲しゆう一等公こう爵しやく・琳星樹の邸に、しばらく仕えてくれぬか』

　驚おどろく雪蘭に、紫薇はつけ加えて告げた。

　将軍の息むす子この、本当の父親を探さぐってほしいのだ、と。

『琳将軍には笙桜という五歳になる息子がひとりいる。母親は正式な妻ではなく産さん褥じよくで死んだとのことらしいが、実は五年前に病死の届けがあった将軍の異母姉で、皇城に仕える官吏だった麗れい杏あんが密ひそかに産んだ聖上の御み子こではないかという疑いがある』

　それは、紫薇が裁いた太守が助命と引き換かえにもたらした情報だという。

『現在、聖上には皇后陛下をご母堂とされる第一皇子をはじめ、三人の皇子がいらっしゃる。だが、皇子たちは揃って病弱であられるのだ』

　皇族の証あかしである竜りゆう姿しになることすら、できないほどに。

『だから、聖上は未いまだ皇太子を決めかねておられるのだ。皇后陛下の産まれた第一皇子が最有力候補ではあるものの、宮きゆう廷ていは利発な第二皇子、後ろ盾だてが強力な第三皇子、皇族一の偉い丈じよう夫ふであられる皇弟殿でん下か、さらには聖上の叔父上おじうえ方を推おす勢力に分ぶん裂れつしてしまっている』

　明言は避さけたけれど、紫薇は玉座を巡めぐる争いが内乱へ発展する可能性を危き惧ぐしている様子だった。

　そんな一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きよう下で何より問題なのは、皇子かもしれない笙桜がとても健全な子供らしいということなのだそうだ。

『本来なら、健すこやかな皇子の存在は喜ばしいこと。しかし、事はそう単純ではない』

『……中丞様は、皇后様の産まれた皇子が皇太子に立たれるべきだとお考えなのですね？』

　紫薇に仕える際に必要になると思い、上級貴族の親族関係を雪蘭は記き憶おくしている。

　大輪の牡ぼ丹たんを思わせる美び貌ぼうが関黎にまで轟とどろいている、みごとな赤毛を持つ皇后の名は瑞ずい英えい。確か、義理ではあるが紫薇とは従姉弟いとこ関係だ。

　おそらく、紫薇は皇后派なのだろう。

『そうだ。だが、単に皇后陛下が私の従姉いとこだからという理由ではない。皇后陛下のお子が公主だけならともかく、れっきとした皇子がおられるのに、その后きさい腹ばらの皇子を差し置いて、身分の低い妃から生まれた皇子が皇太子となるは道理に反する。そのような不条理を無理に押し通せば、必ず後々の争いの火種となる』

　そこまで言うと紫薇は一いつ旦たん言葉を句切り、小さく息をついた。

『琳将軍は元々、宮廷では不ふ穏おん分ぶん子しと見なされておる者ゆえ、なおさらだ』

『それは、なぜですか？』

　尋たずねると、琳公爵の母親を知っているかと問い返された。

『いえ……』

　雪蘭が覚えた上級貴族の歴名帳には、そのことについては何も記されていなかった。

　あまり身分の高くない女性を母に持つために記き載さいが省かれたのだろうと思った雪蘭に、紫薇が『将軍の母親は竜人ではない。人間だ』と言った。

『母親が人間……』

　一代限りの下級貴族ならまだしも、世襲の上級貴族の当主の座に純じゆん粋すいな竜人以外が就ついた例など聞いたことがない。

　驚いてこぼした呟つぶやきに、密やかな頷うなずきが返ってくる。

『我ら竜人の貴族社会では、竜人以外の血が混ざった者は正式な貴族とは認められぬ。しかし、将軍の異母兄弟が病や事故で死に絶えたため、聖上の寵ちよう臣しんであった前公爵の懇こん願がんによって特別に嗣し子しとなることが許された』

　けれども、前公爵の遠とお縁えんの男子を跡あと継つぎにすることを望んでいた親族はもちろん、宮廷中が星樹を忌いみ嫌きらった。

　琳公爵家は幾いく人にんもの名宰さい相しようを輩はい出しゆつした名門中の名門で、星樹の父親も宰相だった。本来なら、前公爵のように宰相となってもおかしくない身分にもかかわらず、実権などないに等しい左城将軍の地位にあるのは、そのためだという。

『左城将軍の役目と言えば、派手な鎧よろいを纏まとう部下を引き連れ、自身はより華はなやかに着き飾かざって皇都を徘はい徊かいすることのみ。眩まぶしいばかりの美々しさで禁軍の威い光こうを示すと言えば聞こえはいいが、要は単なる見世物にすぎぬ』

　そうした飾り人形でしかない現状を将軍がどう思っているか想像に難かたくない、と紫薇は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

『……琳将軍がご自身と血の繫つながった皇子を手中にされることは、この国にとって危あやういことなのですね？』

　その通りだ、と紫薇が強く声を響ひびかせる。

『何かの間ま違ちがいであってほしいが、絞こう首しゆ刑けいを免まぬかれようと必死だった太守がその場ば逃のがれの偽いつわりを口にするとも思えぬ以上、琳将軍の子に流れる血の源を速すみやかに確かめねばならぬ』

　はい、と雪蘭は頷く。

『しかしながら、直接問い質ただして真実がわかるはずもないゆえ、将軍の邸やしきに密みつ偵ていを放つよりほかないが、少々問題があるのだ』

『問題……？』

『今話した通り、将軍は我ら竜人の貴族社会では爪つま弾はじき者。その将軍が琳家の家か督とくを継いだ際、前公爵の夫人たちはもちろん、竜人の家僕らも次々と邸を去っていった』

　人間の血を宿す公爵の誕生を快く思わない親族と貴族が結けつ託たくしておこなった、嫌いやがらせだったらしい。そして、そのことは当時の皇都では広く知れ渡わたっていたそうだ。

『琳家に仕えることで何か害が降りかかるやもしれぬと怖おそれる者や、人間の血が混ざった公爵に膝ひざを折りたくないと思う者。理由はそれぞれだが、わざわざあの邸で働こうと考える竜人はおらぬ。将軍もしばらくは新しい家僕を求めていたようだが、今ではもうすっかり諦あきらめた様子で、残ったわずかな家僕に破格の高給を出してどうにか繫ぎとめていると聞く』

『つまり、笙桜様が生まれる前ならともかく、今、琳公爵家に竜人の家僕志望者が現れると、誰だれかが送りこんだ間かん諜ちようかもしれないと怪あやしまれる可能性があるということですね』

　もし笙桜が皇子ならば、何らかの意図を持ってその存在を秘しているのだろうから、星樹はそれなりの警けい戒かいをしているはずだ。

『そなたは聡さとい子だ』

　紫薇は微笑ほほえんだ。

『この任に最適なのは人間。しかし、私には人間の部下がおらぬ。金で雇やとうことは容易たやすいが、信用に足る者を見み出いだすには時間がかかる。事が事ゆえ、どうすべきか頭を悩なやませていたところへ、ちょうどそなたが現れた。まるで、天の計らいのように』

　この再会に雪蘭は運命的なものを感じた。

　紫薇も同じだったとわかり、雪蘭の胸は弾はずんだ。

『そなたには不本意なことかもしれぬが、どうか私に手を貸してくれぬか、雪蘭。報ほう酬しゆうはそなたの望むものを何でも与あたえよう』

『私の命は中丞様に救っていただいたもの。私でお役に立てるのなら、どのようなことでも喜んでいたします』

　紫薇が玉座を巡る秘め事を話してくれたのは、自分を信しん頼らいしてくれたからこそ。

　その気持ちに応えたい。それだけを強く思いながら、雪蘭は拱きよう手しゆした。

『約束しよう、雪蘭。この任を果たしてくれたあかつきには、そなたを私の僕しもべにすると』

　──約束しよう、雪蘭。

　耳の奥で優やさしくこだまする紫薇の声を聞きながら、窓を閉めた。

　宗馬から渡された清潔な夜着に着き替がえた雪蘭は、床とこを温めるための夜光石を取りに行こうか悩んだ。屑くず石いしであろうと夜光石は夜光石。胸をちくちくと刺さしている罪悪感が控ひかえるよう訴うつたえていたが、遠えん慮りよをしすぎるのも不自然だろうと思い直す。

　夜光石を取りに行き、部屋へ戻もどる。擦こすり合わせて熱をはらんだ石の欠片かけらを寝しん台だいの下に敷しき並べる。机の上で光る夜光石の器うつわに蓋ふたを被かぶせ、闇やみが降ってきた部屋の中の寝台にもぐりこむ。

　温かい床に横たわると、生まれて初めて他人を騙だますことへの緊きん張ちようから硬かたく固まっていた身体からだがじわりと弛し緩かんしていくのを感じた。

　雪蘭は小さく息をつき、自分に言い聞かせる。

　この邸へもぐりこむことには成功したけれど、肝かん心じんなのはこれからだ。星樹に期限を切られたひと月のあいだに、必ず真実を探ってみせる、と。

「紫薇様……」

　雪蘭は、恋こいしい貴人の名をそっと口にした。

　そして、同じ色であるというだけで喜びを感じる髪かみに指先を絡からませ、目を閉じた。







　翌朝、まだ夜が明けないうちに宗馬が雪蘭の部屋へやって来た。

「さあ、さあ。起きるんだよ、蒼雪蘭。一日の始まりだ。着替えたら、厨ちゆう房ぼうへおいで。顔を洗う水場は、そこの回かい廊ろうを出たところにあるからね」

「──はい。おはようございます」

　寝ねぼけ眼まなこで寝台から飛びおりる。とたん、冷たい空気に身を包まれ、雪蘭は震ふるえながら昨日渡された家僕用の膝ひざ丈たけの袍ほうと袴こを纏う。

　丁てい寧ねいにとかした髪を首の後ろでひとつに括くくる。

　それから水場で顔を洗い、寝台の下でただの青い石になってしまっている夜光石を納なん戸どの黒い箱へ入れてから厨房へ行くと、永福が朝あさ餉げの調理中だった。竈かまどで火が赤々と焚たかれ、熱気が籠こもる厨房に、宗馬の姿はなかった。べつの場所で仕事をしているのだろう。

「おはようございます、永福様」

「ああ、おはよう」

　器の中の卵をかき混ぜながら言ったあと、永福は肩かたをすくめた。

「同じ使用人同士で『様』なんていらないよ」

「でも、永福様はこのお邸の家令では？」

「お前さんを入れても、たった三人きりの家僕だ。序列をつけたところで、大した意味もない。我われ々われは旦だん那な様と笙桜様のために、なすべきことを心をこめておこなう。ただ、それだけだよ」

　気さくに笑う永福に、雪蘭も笑えんで「はい、永福さん」と返す。

「それで、昨夜ゆうべはよく眠ねむれたかね？」

「はい。夜光石のおかげで、とても気持ちよく眠ることができました」

　そうだろう、そうだろう、と永福は頷いて、熱した鉄てつ鍋なべに白い獣じゆう脂しの塊かたまりを入れる。

　じゅじゅうっと小気味よい音を立てて脂あぶらが溶とけ、香こうばしい匂においが広がる。

　永福がそこへ溶き卵と野菜を投入し、手早くかき混ぜて皿へ移す様子を見やりつつ、雪蘭は内心で「ああ……」と天を仰あおいだ。

　炒いためる順番が間違っているし、卵を焦こがさないことばかりを考えているのだろうけれど、あれではきっと野菜全体に火が通っておらず、かたいままだ。

　おそらく永福は、元々は料理人ではなかったはずだ。使用人が次々と辞やめていったせいで厨房に立たざるを得ず、さらに弟の宗馬とふたりだけでこの広い邸を取りしきらなければならないために料理の腕うでを磨みがく余よ裕ゆうなどなかったのだろう。

　どれほど深く心がこもっていても、それは不味まずい料理を美味なものへ変える魔ま法ほうの香こう辛しん料りようにはなり得ない。その鍋を貸してほしい、と喉のど元もとまで出かかった言葉を何とか吞のみ下す。

「この翔の国で、夜光石で温めた寝台を使える家僕など、我々くらいだ。お前さんも、よくよく旦那様に感謝しないといけないよ」

「……はい」

「ところで、雪蘭。お前さん、山羊やぎの乳ちち搾しぼりはできるかね？」

「ええ。実家の旅舎でも飼っておりましたので」

　搾った乳を発はつ酵こうさせて作る酸乳や乾かん酪らくは、蒼蘭楼の名物だった。

「そうかい。それはよかった。なら、今日からお前さんは山羊の乳搾り係だ」

　言うと、永福は料理を盛りつけていた菜さい箸ばしを手て桶おけに持ち替かえる。手招きされ、雪蘭は永福と朝あさ陽ひがうっすら差しはじめた庭へ出る。

　昨日は気づかなかったが、厨房の前には最近建てられたような小屋があり、木戸から灰色の驢ろ馬ばがちょこんと顔を出していた。その後ろがぼんやりと青白く光っている。

　寒さに弱い驢馬のために、小屋を夜光石で暖めているのだろう。家僕だけでなく、驢馬にまで高価な夜光石を使わせる星樹の気前のよさに、雪蘭は淡あわく苦く笑しようを漏もらす。

「ほら、あそこの池のそばに山茶花さざんかの木があるだろう？」

　永福は、太たい鼓こ橋ばしの架かかった池のほとりで水すい仙せんに囲まれ、赤い花を鮮あざやかに咲さかせている山茶花の大木を指さす。

「あの山茶花の前を東へ曲がってしばらくまっすぐ歩けば、畜ちく舎しやに着く」

　そう説明して、永福は雪蘭に桶を渡す。それから、驢馬を小屋から出した。

「まあ、ここへ帰ってこられなくなることはないだろうが、何しろ広いお庭だし、奥へ行くと木がわさわさ茂しげっていて見通しが悪くなるからねえ。初めてじゃ、迷うかもしれない。念のため、この驢馬に乗ってお行き。お前さんを畜舎まで運んでくれるよ」

　竜人は不老だ。しかし、容姿は若いままでも、身の内側はそうではない。人間よりもゆっくりではあるが、年を重ねれば身体の機能は自然と衰おとろえてゆく。

　九十を超こえて足あし腰こしが弱ってしまったため、二年ほど前から広大な庭を移動する「足」として永福と宗馬が飼っているという驢馬は「灰かい春しゆん香こう」という立派な名を持っていた。

　驚おどろいたことに、名づけ親は星樹だという。

「では、行ってまいります」

　皇族ゆかりの公こう爵しやくを名づけ親に持つ驢馬に跨またがり、雪蘭は畜舎へ向かう。

　夜の寒さの名残なごりを留とどめ、凍いてつく空気に満ちた庭を、ぱかぱか進む灰春香の歩みは遅おそい。自分の足で歩いたほうが確実に速いけれど、庭の様子をじっくり探さぐることができてちょうどいいと雪蘭は思った。

　やがて池の前へさしかかった灰春香は、きちんと東の方角へ曲がった。

　常緑樹と落葉樹が乱雑に生おい茂る庭は、奥へ進むにつれ、何やら林のような雰ふん囲い気きが濃こくなっている。昨日も感じた通り、相当長いあいだ、手入れがされていないようだ。

　竜人はこの邸やしきには寄りつかない。しかし、人間なら、手当を多少弾めば集まるのではないだろうか。あれほど惜おしげもなく夜光石を家僕や驢馬に使わせているのだから、金には困っていないはずだし、人間にも腕のいい職人はたくさんいる。

　名門貴族の邸に多くの人間が出入りするのは、外聞が悪いことなのかもしれない。しかし、竜りゆう紋もんを下か賜しされた世せ襲しゆう一等公爵の邸が荒あれ果ててゆくさまを世に晒さらすよりは、ましなはず。

　なのになぜ、星樹は人間の家僕を雇わないのだろう。

「……自身の身に流れる人間の血を憎にくんでいる、から？」

　白い息を落として呟つぶやき、雪蘭はすぐに首を振ふる。

　もし、星樹が人間の血を憎んでいるなら、雪蘭をこの邸に置いたりはしないだろう。

「だとすると、用心のため……？」

　笙桜はやはり、皇こう帝ていと星樹の異母姉のあいだに生まれた子で、その秘密が漏れないように、あえて邸に誰だれも寄せつけないのだろうか。

　本当の親子であってもなくても、笙桜と星樹の血は繫つながっている。だから、銀の髪と紅玉色の目を持つ笙桜は、青銀の髪と真っ青な目をした星樹と、どことなく似ている。

　そして、昨日、紫薇に見せられた麗杏の絵姿にも似ていると言えば似ている気がした。琳公爵家は銀ぎん髪ぱつ系の家系なので、麗杏も笙桜と同じ銀髪だった。もっとも、その絵姿は太守のおぼろげな記き憶おくに基もとづいて描かかれたものだそうなので、あまり当てにはできない。

　麗杏の絵姿と一いつ緒しよに渡わたされた皇帝の肖しよう像ぞう画がともあまり共通点がないように感じたが、赤みの強い目の色は皇族の特とく徴ちようと一いつ致ちしていた。

　とは言え、紅あかい目はべつに珍めずらしいものではない。街を歩けば、よく見かける色だ。

　──笙桜の父親は誰なのか。

　それを見み極きわめるための判断材料を、早く手に入れなければ。

　紫薇への報告は十日ごとにおこなうことになっている。最初の報告をするまでに、必ず何かを摑つかんでみせる。この身が紫薇の役に立てることを証明するために。

　改めて心にそう固く誓ちかい、雪蘭は驢馬の背に揺ゆられた。

　しばらくして着いた畜舎には、山羊のほかにも鶏にわとりがいた。

　せっかく梳すいた髪を鶏につつかれながら、山羊の乳を手早く搾る。

　新しん鮮せんな乳で満たした桶を片手に持ち、雪蘭は再び灰春香の背に乗った。

「さ、戻もどろうか」

　黒いたてがみを撫なでると、灰春香が「ぶおっ」と鳴いて、おもむろに歩き出す。

　池の近くまで戻ってきたとき、突とつ然ぜん、強い風が吹ふいた。鶏につつかれたときにゆるんでしまったのか、髪かみを束ねていた紐ひもがほどけた。

　雪蘭の黒髪を高く舞まい上げた風が、どこからか清らかな芳ほう香こうをほのかに運んできた。

「……梅の匂い？」

　梅がほころびはじめるのは大たい抵てい、年が明けてから。まだひと月近くあるけれど、この庭のどこかで早咲きの梅が花びらを広げているようだ。

　鬱うつ蒼そうとした木々が視界を遮さえぎっているせいで、その姿を見み出いだすことはできないが、凜りんと澄すんでほのかに甘い独特の香かおりをはっきりと感じる。

　驢馬の背から下り、雪蘭は地面に落ちた紐を拾い上げた。そして、また驢馬に乗る。

　ぱかぱかとのんびり静かに歩む灰春香の背で、雪蘭は庭の中の建物や門もん扉ぴの配置を覚えた。

　ついでに芳香の流れを何気なく辿たどっていると、遠くに茂った緑の中に小さく点々と連なる白いものが見えた。

　もっと寒ければ夜に降った雪かと思っただろうが、あれはきっと梅だろう。

　そう感じた脳のう裏りに、ある詩が浮うかぶ。

　数百年前の詩人・芭ば如じよ真しんが、ちょうどこんなふうな場面を詠よんだ詩だ。

「牆しよう角かく　数枝の梅

　寒を凌しのぎて　独り自ら開く

　遥はるかに知る　是これ雪ならず、と……」

　そこまで吟ぎんじ、雪蘭は眉まゆ根ねを寄せた。

　肝かん心じんの結句を忘れてしまったのだ。そこだけ思い出せないのは、どうにも背中がむずむずしてしまう。眉み間けんの皺しわを深くして、懸けん命めいに記憶を浚さらっていたさなかのことだ。

「暗あん香こうの来たる有るが為ためなり」

　雪蘭の探していたものを教えてくれたのは、ふいに響ひびいた星樹の声だった。

　見ると、四阿あずまやにその姿があった。青銀の髪を括くくらずに長く垂らしたままの星樹は夜着の上に毛皮の外がい套とうを羽織った格好で、手には扇おうぎを持っていた。

　おそらく、目覚めのための散策でもしているのだろう。

「──旦那様」

　雪蘭は慌あわてて驢馬を下り、山羊の乳が入った桶を抱かかえて跪ひざまずく。　>>>♥

「おはようございます」

「挨あい拶さつのたびに、いちいち跪く必要はない。立て」

　雪蘭は控ひかえ目にそっと立ち上がる。

「こんなところで芭如真を耳にするとは、何とも珍しい朝だ」

　驚きを告げる言葉とはまるで裏腹に、その声は静かに凪ないでいる。

「そなた、芭如真が好きなのか？」

　起き伏ふくのない声こわ音ねに淡たん々たんと問われ、雪蘭は「はい」と頷うなずく。

「昨今の都で好まれる風ふう雅がさとは無む縁えんの詩人ですので、あまり評価はされていないようですが、私は好きです。素そ朴ぼくさに親しみを感じますから」

「なるほど。どうやら、郷元の称しよう号ごうは伊達だてではないようだな」

「……恐おそれ入ります」

　芭如真は時の流れにすっかり埋うもれ、宮きゆう廷てい貴族の教養の範はん囲い外がいに追いやられてしまった詩人だ。文官ならともかく、武官の星樹がそんな人物の詩を知っていたことを意外に思いつつ、雪蘭は頭を下げる。

「もっとも、頭に鶏の羽を載のせて驢ろ馬ばに跨がり、山羊の乳を運びながらでは、まるでさまにならぬがな」

　四阿を出て歩み寄ってきた星樹が扇を一ひと振ふりし、畜舎でついたらしい鶏の羽を雪蘭の髪から払はらう。白い羽が、ふわふわと舞いながら地に落ちてゆく。

「……ありがとうございます、旦だん那な様」

　かすかに頷いた星樹の冴さえた眼まな差ざしが、まっすぐに雪蘭へ向く。

　際立って美しいぶん、胸の内が読めない凍てついた無表情が怖こわいと雪蘭は思った。

　噓うそをついている罪悪感がそんな気持ちを生むのだろうけれど、星樹に見つめられると妙みように居い心ごこ地ちが悪い。

「あの、それでは失礼いたします。早く、山羊やぎの乳を届けないと……」

　雪蘭は頭を下げ、その場を辞そうと灰春香の手た綱づなを引いた。けれど、灰春香は雪蘭の指示に逆らって、大きく頭を振った。そして、「ぶおおぉ～」と甘えるように鳴いて、星樹に身体からだを擦こすりつけた。衣ころもが汚よごれたが、星樹は表情を変えることなく、灰色の驢馬を撫でた。

「どうした、灰春香。今朝は、そなたの好きな林りん檎ごも砂糖菓が子しも持っておらぬぞ」

　この上ない麗れい人じんがやはり無表情で驢馬を撫でるさまを、何だかとても奇き妙みような光景だと思いながら雪蘭は眺ながめた。

「……永福さんから、灰春香の名づけ親は旦那様だと伺うかがいました」

「この者が我が家に来た日に桃ももの花がいっせいに咲さいたゆえ、春の香りをもたらす縁えん起ぎのよい驢馬だと思うたのでな」

「立派な、よい名ですね」

　媚こびるつもりではなく、本心を告げた雪蘭に「そうか」と一言返し、星樹はどこかへ歩いて行った。遠ざかる背で揺れる長い髪の青銀色が、朝あさ陽ひを弾はじいて輝かがやいていた。

　透すき通った青い煌きらめきの眩まぶしさに双そう眸ぼうを細め、雪蘭は灰春香の背に跨がった。







　敷しき地ちの一角にある畑での作業や庭木への水やり、正門の掃そう除じ。

　山羊の乳を運んだあとは、そうした朝の仕事を次々に頼たのまれた。この調子で食堂で給仕の手伝いもさせてもらえれば、笙桜と星樹の会話を耳にでき、ふたりの親子関係について何か探れるかもしれないと期待していた。

　けれど、笙桜や星樹に近づく仕事を雪蘭が任されることはなかった。

　いきなり押しかけた翌日だから当然と言えば当然だが、永福も宗馬も気さくに接してくれてはいても、まだ雪蘭を信しん頼らいしていないということなのだろう。

　もう少ししたら、左城軍の兵士が星樹の迎むかえに来るという。宗馬の話では、星樹が留守のあいだ、笙桜はひとりで本を読んだり、遊んだりしていることが多いらしい。

　何とか、少しでも笙桜の世話をする機会を得たい。その方法をあれこれ考えながら、厨ちゆう房ぼう前の庭で灰春香に餌えさやりをしていると、笙桜が走り寄ってきた。

「雪蘭、おはよう！」

「おはようございます、公子わか様」

　雪蘭は持っていた干し草を桶おけに入れ、拱きよう手しゆする。

「もう朝あさ餉げはおすみですか？」

「うん。雪蘭に会いたくて、早くすませたの」

　言って、満面の笑えみを浮うかべた笙桜の前に、雪蘭は跪いた。

「公子様。公子様のおかげで、こちらのお邸やしきにしばらく置いていただけることになりました。ありがとうございます」

「よかった！　でも、しばらくってどのくらい？」

「ひと月でございます」

「ひと月だけ？」

　笙桜は大きな紅い目を、驚おどろいたようにまたたかせる。

「そのあとは、どこかへ行っちゃうの？」

　どこかしょんぼりと訊きかれ、雪蘭もまたたく。

「……なるべく長くこのお邸に置いていただけるよう、一いつ所しよ懸けん命めい働きます」

　本当は一日も早く、紫薇のもとへ飛んで行きたい。

　本心ではそう願っていることへの罪の意識から目を逸そらして応じたとき、邸の中に響く鈴すずの音が聞こえた。

「あ。父上がお出かけされる！　雪蘭も一いつ緒しよにお見送りをしよう！」

　笙桜に手を引かれ、正面玄げん関かんへ走る。

　高い位置で髪を括り、青と黒と金の鎧よろいを纏まとう星樹が、ちょうど扉とびらをくぐるところだった。

　緻ち密みつな花模様の細工が施ほどこされた大きな黒こく檀たんの扉の内側には永福と宗馬が控え、外には六人の兵士が赤い縁ふち取どりのされた白銀の鎧姿で整列していた。

「父上、行ってらっしゃいませ！」

「留守を頼むぞ、笙桜」

　お任せください、と胸を張った笙桜の頭を撫なで、星樹は門へ向かう。その後ろに、兵士たちが整然と従う。

　優美な鎧を身につけ、凜りんと歩む星樹が率いる隊列には勇ましいというよりも何とも華はな々ばなしい雰ふん囲い気きがあり、自然と目が吸い寄せられる。

「お美しいですね……」

　ついそんな感かん嘆たんをこぼして、雪蘭は慌てる。

　賛美ではあっても、将軍に贈おくる言葉としては決して適切なものではない。

　叱しかられるかと焦あせったけれど、宗馬が「当たり前だ」と大きく頷いた。

「旦那様ほど見み目め麗うるわしいお方は、この広い皇都のどこを探してもおらぬからな」

　永福も宗馬と同様、誇ほこらしげだ。

　ほっとした雪蘭に、笙桜が言った。

「あのね、雪蘭。新年祭の警備の甲かつ冑ちゆうは、もっとすごいんだよ。ぴかぴかに光っていて、とっても綺き麗れいなの！」

　ひと月後、年が改まれば、この琉陽の街は一年のうちで最も賑にぎわう時期を迎える。皇都を挙げておこなわれる新年祭を目当てに、国中から民たみが集まってくるからだ。

　その新年祭の名物のひとつが、特別の装よそおいで警護に当たる禁軍や都軍の兵士の華か麗れいな姿だということは、雪蘭の故郷の関黎でも有名だった。

「実は、私はまだ一度も新年祭を見たことがありません」

「私もだよ。でも、もう五歳になったから、次の新年祭は見物に行っていいって父上にお許しをもらったの。雪蘭も一緒に行こうね」

　わくわくとした口調で誘さそわれ、雪蘭は返答に戸と惑まどって、永福をちらりと見やる。

　浅い頷きが返ってきた。祭り見物に同行してもいい、ということなのだろう。

「……はい。ぜひ」

　ぎこちなく笑んで、雪蘭はうつむく。

　この邸で年を越こす気はない。なのに、そんな約束を交かわしてしまった口の中に苦いものがじわりと広がってゆくのを感じながらも、雪蘭は偽いつわりを重ねた。

「旦那様のお姿はきっと素す晴ばらしいのでしょうね。拝見できる日が楽しみです」

「雪蘭。旦那様はお姿が麗しいだけではない。皇都一の秀しゆう才さいでもあられるのだぞ」

　宗馬が言った。

「お前さんは郷元らしいが、旦那様は二度も会かい元げんになられたお方だからな」

「──え。二度も、ですか？」

　驚きのあまり、返した声が高くなった。

「ああ。まったく素晴らしい才人だろう？」

　会元とは文科挙──文官の登用試験の中の「会かい試し」と呼ばれる二次試験を主席で合格した者のみに与あたえられる称号だ。

　紫薇のよい僕しもべになりたい一心で、人間であるこの身に少しでも箔はくをつけるために雪蘭も受験した文科挙は、国内に五十五ある省のそれぞれの首府でおこなわれる郷ごう試しに合格した者が皇都・琉陽でおこなわれる会試へ進むことができる。そして、その合格者はさらに、皇こう帝ていが臨席しておこなわれる最後の試験である殿でん試しへと進む。

　殿試とは、会試の合格者に論述をさせたり、即そつ興きようの詩を詠よませたりして、その才能に順位をつけることを目的としておこなわれるので、通常、不合格者は出ない。

　つまり、会元になれば必ず文官となるのだ。なのにどうして、星樹は二度も会試を受けたのだろう。一度だけなら、病気など不ふ慮りよの災難で殿試が受けられなかったのかもしれないが、二度もそんな不運が続くとは考えにくい。

　そもそも、会元の称しよう号ごうを得た身で、左城軍将軍という武官職に就ついていることも不可解だ。

　中流以下の貴族ならともかく、上級貴族の当主は武官ではなく、文官となるのが通常だ。

　幾いく人にんもの名宰さい相しようを輩はい出しゆつした名門貴族の当主にもかかわらず、官職に恵めぐまれていないのは母親が人間というその出自のせい。

　昨日までは、それで納なつ得とくしていた。

　前公こう爵しやくには竜人の正妻はもちろん、側室や息むす子こが多くいたという。そのため、半分人間である星樹には、ほかの兄弟たちとは違ちがって宮きゆう廷てい人となるために必要な教育が施されなかったに違いない。だから、文科挙を受けることができなかったのだろう。

　そう思っていたけれど──。

　いくら母親が人間とは言え、二度も会元となった、その抜ぬきんでた才を疑うべくもない星樹に、左城将軍の職が相応ふさわしいとは到とう底てい思えない。

　星樹が武官となった経けい緯いを尋たずねてみようとしたとき、永福から次の仕事を頼まれた。

「雪蘭、市場へ買い物に行ってきておくれ」













　頼まれたのは、夕ゆう餉げで使う食材だった。急ぐ用ではなかったので、道に迷った、と言い訳をすることにして、雪蘭は市場へ行く前に別の場所へ赴おもむいた。

　雪蘭が十日ごとに書く報告書は、白しら樺かば亭ていという茶さ房ぼう近くの楓かえで橋ばしのたもとで紫薇の使いの者に渡わたすことになっている。

　そこへの道順を確かめ、しっかり記き憶おくに刻みこんだあと、雪蘭は市場を目指した。

　そして、その途と中ちゆうで、本当に迷ってしまった。

　白樺亭の前の運河沿いの通りをまっすぐ歩いて行くべきだったのに、水みな面もの煌きらめきを映して青く輝かがやく路地の幻げん想そう的な雰囲気に誘われたのがいけなかった。

　魅み惑わく的な小道をちょっと通り抜けるだけのつもりが、どこへ向かっても水路へ行き着き、自分の居場所がよくわからなくなる。しかも、辺りを見回しても人ひと影かげがない。

　しばらくのあいだ、水の迷めい宮きゆうを彷徨さまよい、ようやくひとりの老人と行き合った。道を尋ね、どうにか石いし畳だたみの大通りへ出ることができた。

　胸むねを撫で下ろしたとき、通りに面した運河を、珍めずらしい格好をして琵び琶わや笛に似た楽器を持ち、聞いたことのない調べを奏かなでる異国人を乗せた舟ふねが流れていった。

　子供たちが歓かん声せいを上げ、舟を追ってゆく。周囲からもれ聞こえてくる噂うわさ話ばなしによると、どうやら異国からやって来た奇き術じゆつ団が客を呼び込むために流している舟らしい。

　異国の奇術とはどんなものだろう。少し興味を覚えながら市場へ向かって歩き、奇術団の音楽がもう聞こえなくなった頃ころのことだ。

「兵隊さん！　ねえ、兵隊さん！」

　切せつ羽ぱ詰つまったような子供の声が、甲かん高だかく響ひびいた。

　何事だろうと声のするほうを見て、雪蘭はまたたいた。

　何かの遊びなのか、人家の塀へいの上にふたりの竜人の子供が立っていた。

　そして、その前の路上には数名の騎き馬ば兵。雑ざつ踏とうの中でも強きよう烈れつに目を引く派手な甲冑は左城軍のもので、そこには星樹の姿もあった。

　そうしなければならなかったわけではないが、雪蘭は咄とつ嗟さに物もの陰かげに身を潜ひそませた。

　同じ茶金色の巻き毛をしているので、おそらく兄弟だろう子供たちが、「兵隊さん、兵隊さん」と繰くり返す。

「うちの猫ねこが、あそこの屋根から下りられなくなったの」

　子供たちの指さす先の赤い瓦かわらの上で、黒い子猫が蹲うずくまっている。

　下りられなくなって、かなり時間が経たっているようだ。子猫はぐったりしている。

「お願い、助けて！」

　子供たちの懇こん願がんを、「黙だまれ、童わつぱども！」と兵士のひとりが鋭するどい怒ど声せいで撥はね飛ばす。

「そのようなこと、そこらの都軍の兵にでも頼たのむがよい！」

「そこから、さっさと下りろ！　将軍を見下ろすなど、無礼な！」

　威い圧あつ的な怒鳴り声を浴びせかけられ、子供たちはべそかき顔で塀からすべり下りた。

　皇帝直属の禁軍と、ほとんどが地方から徴ちよう兵へいされた農民と庶しよ人じんから成る都軍とでは格がまるで違う。階級も禁軍のほうが遥はるかに上だ。

　飼い猫を屋根から下ろしてほしいという願いは、確かに巡じゆん邏ら中の禁軍兵を呼び止めて頼むことではないだろう。けれども、そんな道理などまだわからない小さな子供を頭ごなしに怒鳴りつけるのは、あまりに大人げない。

　──紫薇なら、きっと優やさしく笑って手を貸すだろうに。

　そう思って、眉まゆを寄せたときだった。

「よさぬか、子供相手に」

　部下を窘たしなめた星樹が塀に飛び移る。さらにひらりと屋根へ移動し、猫を抱だいて地に下りた。

　華か美びなぶん、いささか重そうな鎧よろいを纏まとっていることをまるで感じさせない軽かろやかな身のこなしに、雪蘭は思わず感嘆した。

「この者らは子供の扱あつかいに慣れておらぬ。許してやってくれ」

　目に涙なみだを溜ためてぽかんとしている子供たちに、星樹は猫を渡す。その顔に笑えみはなかったけれど、猫を渡す手つきはとても穏おだやかなものに見えた。

　小さな民の願いを叶かなえた星樹は馬に乗り、部下と共に去って行った。

　雪蘭も市場へ向かって歩きながら、ぼんやりと思った。

　紫薇のようにわかりやすくはないけれど、星樹も優しい人物なのだろうか。

「それに……」

　雪蘭は小さく声を落とす。

　竜人と人間は、体力面では大きな差異はない。あの鎧を身につけて、あれほど鮮あざやかな動きを見せられるということは、普ふ段だんから相当の鍛たん錬れんを積んでいるのだろう。

　戦時ならともかく、平時の今、将軍が武術の達人である必要はない。単なる名めい誉よ職に過ぎない左城将軍なら、なおさらのはずだ。そもそも、将軍なのだから、特別に民が集まるような催もよおしのある日でもなければ、皇城内の軍舎でふんぞり返っていても許されるだろう。

　なのに、星樹はそうせず、日々の鍛錬も怠おこたっていないようだ。

　その生真面目きまじめさからは、紫薇が評していたような「不ふ穏おん分ぶん子し」の雰ふん囲い気きは感じ取れない。

　もし、本当にそうならば、二度も会元になった身で武官の名誉職に留とどまっている不運を嘆なげき、もっと荒すさんでいてもよさそうなものだ。

　あるいは、と呟つぶやいて振ふり向き、雪蘭は左城軍の一行を吞のみこんだ雑踏を見やる。

　──真の才人であるがゆえに、職務への誠実さを隠かくれ蓑みのにして何か不穏なことを企たくらんでいるのだろうか。

　なるべく早く、星樹が左城将軍の地位に甘んじている理由も調べようと思いながら、雪蘭は市場へ急いだ。







　この十二年、雪蘭はよい家僕になるために必要なことを懸けん命めいに学んだが、よい密みつ偵ていになるための修しゆ行ぎようはしていない。

　永福たちから必要な情報を、それと気づかれないよう、密ひそかに集めようと意識すればするほど変に緊きん張ちようしたせいで、自然な会話へ持ちこむことには悉ことごとく失敗した。

　結局、その日は足あし腰こしの丈じよう夫ぶさを重宝がられて、次から次に頼まれる用をこなすことしかできないまま、日が暮れてしまった。笙桜とも、夕方に挨あい拶さつ程度の言葉を交かわすのがやっとだった。

　永福から明日あしたの予定を聞きながら遅おそい夕餉をすませたあと、今日の仕事はこれで終わりだと告げられた。

「もう部屋に戻もどっていい。私らも、休むからね」

　笙桜はすでに宗馬が寝ねかしつけているけれど、星樹の帰宅がまだだ。

　てっきり、皆みなで出で迎むかえるものだと思っていたので、雪蘭は驚おどろいた。

「え。でも、旦だん那な様のお戻りがまだ、ですが……」

「今晩、旦那様のお帰りは遅いからね。こういう日は、お戻りをお待ちせずに休んでいいとお許しをいただいているんだよ」

　永福がそう言うと、宗馬も笑って続ける。

「私らみたいな年寄りには、冬の夜は寒さが堪こたえて駄だ目めなんだよ。若いお前さんには、この辛つらさは口で説明しても、到底わからんだろうがね」

「ま、そういうわけだよ。お前さんがひとりで起きていたところで、まだ何もできやしないんだから、今晩はもう休みなさい」

「湯浴みをするなら、湯ゆ沸わかし房ぼうで湯を汲くんでお行き。盥たらいや手て拭ぬぐいなんかは、そこにあるから自由に使うといい。ぬるくなっていたら、夜光石を何なん粒つぶか入れてしばらく待つと温かくなる」

「はい。ありがとうございます……」

　雪蘭は戸と惑まどいつつ、湯沸かし房で盥に湯を汲んで戻った部屋をまたすぐに出て、納なん戸どへ向かい、新しい夜光石の屑くず石いしを取ってきた。

　宗馬から教わった通り、盥の中に屑石をいくつか入れ、残りを寝しん台だいの下に敷しきつめた。

　手拭いを湯で濡ぬらして絞しぼり、身体からだを拭ふく。髪かみを丁てい寧ねいにとかし、夜着に着き替がえて床とこに入った。

　窓まど越ごしにかすかに聞こえてくる運河の水音に耳を傾かたむけながら、うとうとしはじめたとき、遠くの廊ろう下かで、鈴すずの音がかすかに響いた。星樹が帰ってきたようだ。

　雪蘭は少し迷ってから、寝台を出た。急いで袍ほうに着替えて、玄関へ静かに駆かけた。

　ほどなく、灯とう籠ろうの夜光石が放つ、透すき通った青の輝きを纏う星樹の後ろ姿を捉とらえた。

「お帰りなさいませ、旦那様」

「まだ、起きておったのか」

　振り向き、訝いぶかしげに片眉を上げた星樹に、雪蘭は「はい」と愛想笑いで応じる。

「永福さんから休むよう言われておりましたが、遅くまでのお勤めでお疲つかれだろう旦那様にぜひ一いつ献こんお出ししたくて……」

　雇やとわれたばかりの身で差し出がましいと不興を買うかもしれないと思った。

　だが、何の収しゆう穫かくもないまま今日を終えたくなかった。だから、どんなに小さくとも、可能性があればそれに賭かけてみたかったのだ。

　美味うまい酒と肴さかなを供し、華か琴きんでも弾ひいて耳を楽しませれば、星樹の舌もなめらかになるかもしれない。何か少しでも、笙桜の出生にまつわることを聞き出したかった。

　しかし、そんな企みはあっさりと拒こばまれた。

「無用だ。私は寝る」

　叱しつ責せきはされなかったものの、聞こえてきたのは冷たいほどの素っ気ない声だった。

「……失礼いたしました。では、お休みなさいませ」

　それ以上しつこく食い下がる勇気はなく、雪蘭は深く頭を下げた。

　ああ、と頷うなずき、部屋へ向かった星樹がふいに肩かた越ごしに振り返る。

「酒はいらぬが、気き遣づかいには礼を言う。そなたも早く休め」

　やはり、温かみなどまるでないのに、不思議と胸に沁しみる声だった。

「──はい、旦那様」

　星樹は紫薇と違ちがって笑わない。だから、その秀しゆう麗れいすぎて作り物めいた容よう貌ぼうからは美しさよりも空そら恐おそろしさを強く感じる。

　けれども──。驢ろ馬ばに立派な名前をつけ、小さな民たみのささやかな願いを叶え、口調は淡たん々たんとしていても家僕にも礼を忘れない星樹は、情が深い人物なのだろうか。紫薇と同じように。

　ふと、朝の街中で抱いた疑問が蘇よみがえった頭を、雪蘭は小さく振った。

　星樹が優しいかどうかは、どうでもいい。知るべきことは、笙桜の親が誰だれか、だ。

　自分にそう言い聞かせ、雪蘭は青に染まる廊下の中で踵きびすを返した。







　何の進展もないまま、三日が過ぎた。

　変化らしい変化と言えば、身体の頑がん丈じようさを閑兄弟にすっかり信しん頼らいされ、買い物などの外へ出る用はすべて雪蘭が引き受けるようになったことぐらいだ。外出仕事は、以前は永福より若い宗馬が担になっていたが、夏に痛めた足の治りが悪くて不自由していたらしい。

　冬の寒さがいっそうきつくなったその日の昼下がりも、雪蘭は運河を通りかかった小こ舟ぶねを呼びとめ、いつものように夕ゆう餉げの食材の買い出しに出かけた。

　宗馬は買い物には竜人が営む店や市を利用していたけれど、雪蘭は人間の多い露ろ店てん街に通っている。そちらのほうが紫薇の使者に報告書を渡わたす楓橋に近いためだが、買った品を放り投げてくる者もいる竜人の店主たちが怖こわいと本音も半分混じった噓うそを口にすると、宗馬と永福は「あんまり遠くなきゃ、お前さんの好きな店へ行くといい」と許可をくれた。

　狭せまい水路に面した、薄うす暗ぐらい露店街で舟を下りる。

　目当ての店で捌さばいたばかりだという仔こ羊ひつじの肉を篭かごに詰つめてもらい、金を払はらっていたときのことだ。突とつ然ぜん、冷たい風が強く吹ふきつけ、濃こい影かげが降ってきた。

　何事かと思い振り仰あおぐと、上空を皇族が──竜りゆうが、海のほうへ飛んでいった。

　陽ひの光を反射して輝かがやく鱗うろこの、血のような深い赤。下から仰げば、まるで川のように見える途と方ほうもない巨きよ軀く。

「すごい……」

　皇族の竜姿を目にするのは、生まれて初めてのことだ。その大きさや言葉にしがたい神こう々ごうしさに圧あつ倒とうされ、思わず呆ほうけた声をこぼしてから、雪蘭ははっとする。

　戦いくさがなくなって久しい昨今、竜姿が民に現されるのは建国祭などの特別な祭事のときのみのはずだ。

「何か、あったんでしょうか？」

　──宮きゆう廷ていで大きな変事が起こったのかもしれない。

　咄とつ嗟さに顔を強こわ張ばらせた雪蘭に、肉の代金を受け取った店主が「違う、違う。酔よっ払ってらっしゃるのさ」と肩かたをすくめた。

「……え？　酔っ払って……？」

「そうさ。あれは、聖上の弟君の洋よう玉ぎよく殿でん下かだからな。たぶん、酔い覚ましに、海へ水浴びに行かれるんだろう」

　事もなげに言って、店主は雪蘭に尋たずねた。

「お前さん、ここ何日かちょくちょく寄ってくれるが、最近、皇都へ来たのかい？」

　つい数日前に、と雪蘭は応じる。

「なら、早く慣れることだ。あの殿下はしょっちゅう酔っ払って、ああなってるからな。いちいち、すわ一大事か、なんてびくついてちゃ、身が持たないってもんだ」

「はあ……。そう、なんですか……」

　竜姿とは、軽々しく民の目に触ふれさせてはならない神聖なもの。俄にわかには信じがたかったけれど、見回した周囲に取り乱しているふうな者はひとりもいない。

　店主の言葉通り、洋玉が竜姿で空を翔かけるのはごく日常的な光景のようだ。

「でも、皇弟殿下のお姿をまたお見かけしたら、やはり驚いてしまいそうです。竜姿が、あれほど大きなものとは思いませんでしたから」

「あの殿下は特別なのさ。竜でないときも、そりゃあもう、威い厳げんのある逞たくましい体格の方でいらっしゃるからな」

　現在、竜姿を持つ皇族は皇こう帝ていを含ふくめて十四人。洋玉以外は皆、先々帝の皇子、つまり皇帝の叔父おじとその子供たちだ。

　祭事にあたって、毎回臨席して、竜姿を民に示すのは皇帝だけだが、数年前に催もよおされた五十年ごとの大建国祭の際にはすべての皇族がそろい踏ぶみした。店主の話では、その中でも洋玉の巨体は群を抜ぬいていたという。

「思わず拝みたくなるあのお姿同様、普ふ段だんのおこないもご立派な方なら、皇太子を誰にするかでごちゃごちゃ揉もめずにすんだんだろうが、こんな真っ昼間からへべれけになられてる、色好みの過ぎる方じゃなあ」

　店主は、洋玉が去った空を見上げて苦笑いする。

「お前さん、淫いん竜りゆう公こうの昔話、知ってるかね？」

「ええ。明みよう峰ほう皇子……のことですよね？」

　明峰は「淫竜公」の異名で知られる、百数十年前の世を大いに騒さわがせた皇子だ。

　羅真大陸の聖せい獣じゆうの子孫には婚こん姻いんに向かない組み合わせがあり、青せい竜りゆう族は白びやつ虎こ族との相あい性しようが特に悪く、子をなしてはならないと言い伝えられている。

　ところが、ある皇子が白虎族の姫ひめに一ひと目め惚ぼれをし、周囲の反対を押し切って強ごう引いんに娶めとった。その婚姻で生まれた皇子が明峰だ。明峰は長じて、残ざん忍にんで淫みだら極きわまりない酒池肉林に耽ふけるようになり、「淫竜公」と呼ばれて怖おそれられたあげく、異母兄だった時の皇帝が見過ごせないほどの邪じや淫いんに狂くるった廉かどで幽ゆう閉へいされたという。

「淫竜公の猟りよう色しよくは甚はなはだしかったが、子供は女の子がおひとりだけだった。その姫は臣下に嫁とつぎ、さらにその家で時を経て皇弟殿下のお母上がお生まれになったのさ」

　関黎で読み漁あさった書には書かれていなかったことだ。

　雪蘭は興味深く「へえ」と頷く。

「受け継ついだ淫竜公の血のせいか、えらく乱らん倫りんの家系なんだよ。皇弟殿下は特に困った方でねぇ。男女はもちろん、竜人だろうが、人間だろうがおかまいなしでさ」

　店主は渋じゆう面めんを作って言う。

「ほら、俺たち人間は、竜人に嚙かまれると前後不覚になるだろう？」

　竜人の男は深い欲よく情じようを感じたときに牙きばを出し、交こう合ごう相手にその証あかしを刻みこむ習性がある。

　竜人同士であれば嚙まれても特に異変は起きないが、人間の場合は注入される体液が強きよう烈れつな媚び薬やくとなって悶もん絶ぜつするという。

　そんな噂うわさを耳にしたことはあるけれど、それを直接体験した者の口から告げられたことはないし、雪蘭も自身で確かく認にんしたことなどもちろんない。

「え、ええ……。そう聞きますが……」

　戸惑いながら返すと、店主は「本当になるんだってよ」と笑う。

「だから、皇弟殿下は、目をつけた人間をがぶっとひと嚙みで正気を失わせて、攫さらうのさ。皇城の中に妾めかけとして囲われた者もいるようだが、大たい抵ていは好き放題に弄もてあそばれたあと、そこらへ投げ捨てられる。まあ、街中でばったり殿下に出くわすことはそうそうないだろうが……」

　言いながら、店主は雪蘭を眇すがめ見る。

「お前さんは人間なのに竜人みたいな美形だし、その髪かみの光こう沢たくだって、どこの貴族の姫君かと思うくらいだ。間ま違ちがいなく、殿下の好みだろうから、気をつけるに越こしたことはない」

「は、はあ……」

「なんたって、竜人の男お柱ばしらは人間の倍、長いって言うからな。お前さんのそんな女より細っこい腰こしじゃ、あっという間に昇しよう天てんしちまうだろうしな」

　揶揄からかい半分の口調だが、眼まな差ざしに嫌いやな色はない。

　店主の言葉は厚こう意いとして受け取ることにして、雪蘭は「気をつけます」と苦笑する。

　もっとも、話を聞く限り、天から降ってくる災害のようなものらしい洋玉に対して、どうやって用心したらいいのか、さっぱりわからなかったけれど。

「ともかく、皇弟殿下はいつも酔っ払って『物言う花』の尻しりを追っかけてるし、聖上の三人の皇子様方は病気がちで竜になれないって話だし、この国はこれからどうなるのかねえ」

　皇太子の座を巡めぐる争いは、街中の民すらも聞き及およぶほど根深いもののようだ。

　紫薇が心を痛めるはずだ。どうにかして、早く紫薇の力になりたい、と思った雪蘭に、店主が上手うまい具合に話を転じてくれた。

「ところで、お前さん、ここらじゃ見かけないが、どこで働いているんだい？」

　色々なことを知っていそうで、噂好きらしい店主に、雪蘭は「琳公こう爵しやく邸ていです」と答える。

「──左城将軍のお邸やしきか」

　眉まゆを大きく撥はね上げた店主の顔色が変わった。

「はい。皇都へ着いた日の港で、人手不足らしいと耳にして、その足で思いきって訪ねてみたら運よく雇やとってもらえたんです」

　普段は誰だれも寄りつかないとは言え、定期的に夜光石を運んでくる商人がいるように、永福たちと街の者にどんな繫つながりがあるかわからない。

　念のための用心として、雪蘭は単純に不思議がるふうを装よそおって「でも」と首を傾かしげた。

「とても大きなお邸なのに、家僕が私を入れてたった三人で……。貴族様にありがちな、実はお金に困っておられる、というふうでもないんですから、もっとたくさん家僕を雇われたほうがいいと思うんですけど……」

「何だ。お前さん、肝かん心じん要かなめのことを聞かずに、あのお邸の門を叩たたいたのか」

　店主は呆あきれたような、同情しているような、複雑な色の目を雪蘭に向ける。

「肝心なことって、将軍のお母上が人間だったということですか？　でしたら、ちゃんと知っています。将軍が純血でないことを忌き避ひした竜人の家僕たちが次々辞やめてしまって、だから人手不足だと……」

　驢ろ馬ばにも夜光石を使わせるような富家であるにもかかわらず、竜人だけでなく、人間すら雇わない理由を店主は何か知っているのだろうか。

　そして、それは笙桜の出生に何か関係しているのだろうか。

　思わず前のめりになりかけた逸はやる気持ちをどうにか抑おさえ、雪蘭は無知の顔を演じる。

「竜人があそこに寄りつかない理由は、その通りだ。だが、人間がいないのは、全然べつのことが原因なんだよ」

「……べつのこと？」

「ああ。前は時々、お邸の手入れのために、出入りしてた職人連中がいたんだよ。血がどうしたこうしたって竜人の貴族間の問題は、俺たち人間には関係ないことだからな」

　しかし、ある騒そう動どうが原因で、人間も琳公爵邸を忌避するようになったという。

「将軍は竜で、しかも」

「竜？　将軍が？」

　何かを言いかけた店主の言葉を遮さえぎって、雪蘭は問うた。

「ああ。将軍は皇族じゃないが、竜になれる」

　そう答えてから、店主は「もしかして、それも知らなかったのか？」と苦笑いする。

「……はい」

　大きな驚おどろきを抱いだいて、雪蘭は頷うなずく。

　店主によると、皇族ではないが、公主を曾そう祖そ母ぼとする星樹が竜だということは皇都では広く知られているそうだ。もっとも琳公爵家の血筋で竜姿を持つ者は、過去も現在も星樹ひとりだという。純じゆん粋すいな竜人ではないにもかかわらず、星樹の爵位継けい承しようを皇帝が許したのは、前公爵が寵ちよう臣しんだったことに加え、それが大きな要因だったらしい。

「聖獣の子孫同士でも相性が悪い血のあいだにはとんでもない子が生まれちまうのに、人間の血を混ぜたのがよくなかったみたいだなぁ。将軍は竜になると、人間の生き血を啜すする化け物になるんだよ」

　雪蘭は反射的に「まさか」と返す。

　どうにも信じられない話だったが、店主はごく真面目まじめな顔で「本当さ」と言った。

「見た奴やつが何人もいる。それに、血を啜られてたのはこの近くに住んでた、俺も顔見知りの煉れん瓦が職人で、襲おそわれたあと、消えちまったんだからな」

　やけに生々しい口調でそう告げられ、雪蘭は戸と惑まどう。

「……それは、いつのことなんですか？」

　五、六年前だ、と店主は答えた。

「一応、その場を目もく撃げきした連中がお役人に届け出たんだが、宮きゆう廷ていで疎うとんじられているとは言え、相手は世せ襲しゆう一等公爵様だ。淫竜公みたいに何百人も血祭りに上げてりゃ話は別だっただろうが、襲われたのは人間の煉瓦職人ひとりだしな」

　将軍は野放しよ、と店主は憤ふん慨がい気味に続けた。

「その煉瓦職人はお袋ふくろさんとふたりで暮らしてたんだ。ひとり残されたお袋さんを不ふ憫びんに思った連中が、せめて骸むくろだけでも返してやってくれって将軍のお邸へ頼たのみに行ったんだが、知らぬ存ぜぬの門もん前ぜん払ばらいだったそうだ。ひでえ話だよ、まったく」

「……だから、あのお邸には人がいないんですね」

「そういうことだ。今じゃ、どんな大金を積まれても、あそこへ行く奴なんていやしない。悪いことは言わない。お前さんも、血を啜られる前に」

「そこのお前たちっ」

　ふいに上がった女の鋭するどい声が、雪蘭の耳を打った。

「このような公おおやけの場で左城将軍を貶おとしめる無礼、許されると思うておるのか」

　そう質ただしてきたのは、赤い髪をした竜人の女性だった。

　男装していて、腰には剣けんを佩はいている。ずいぶん背が高く、雰ふん囲い気きも凜りんとして勇ましい。

　麗杏がそうだったように、皇都には女性の官かん吏りが多い。地方とは違ちがって、様々な資質に富んだ者が星の数ほどいるゆえだろう。妃きさきや後宮の優ゆう雅がな宮女よりも、表おもて舞ぶ台たいで皇こう帝ていと国を支える官吏となることを目指して、勉学や武術の鍛たん錬れんに励はげむ少女たちは珍めずらしくない。

　帯刀したこの女性は、もしかしたら武官かもしれない。

「いえ、貶めるなど、とんでもございません。皇都へ来たばかりだと申すこの若者と、世間話をしており、つい興に乗ってしまいました」

　店主が拱きよう手しゆして、深く頭を下げる。雪蘭も慌あわてて、それに倣ならう。

「私がこちらのご亭てい主しゆに、将軍がどのようなお方か、知っていることは何でも教えてほしいとお願いしたのです。数日前に将軍のお邸で雇っていただいたのですが、早くお目にとまる働きがしたいと焦あせっておりましたので……」

　店主に口を開かせる流れを作ったのは自分だ。

　自分のせいでこの店主が何か罰ばつを受けては申し訳ないと思い、雪蘭は咄とつ嗟さに庇かばう。

「将軍のお目にとまりたければ、下手へたな策を弄ろうさずともよい。ただ誠実にお仕えすることだ。将軍は、心を尽つくす者には報むくいてくださるお方だ」

　きっぱりと断言する口調で言って、男装の麗れい人じんはどこかへ向かった。

　あの女性はやはり武官で、星樹と面識があるのかもしれない。

　そう思った雪蘭の隣となりで、店主が「ふう」と安あん堵どした息を落とす。

「すみません。私が不用意なことを訊きいてしまったせいで、ご迷めい惑わくをおかけして……」

「いいってことよ。あの御ご仁じん、この辺りに知り合いでもいるのか、たまにお見受けするんだが、単に噂うわさ話ばなしをしてたくらいで、斬きりかかってくるようなお人じゃないってわかってたしな」

　半年ほど前、すれ違いざまに転んだ子供が持っていた氷こおり菓が子しが手から飛んで、あの麗人の衣ころもを派手に汚よごしてしまったことがあったそうだ。

　武官らしい麗人はその際も帯刀しており、周囲にいた誰もが子供は斬り捨てられるだろうと思ったらしい。けれども、麗人は、地に伏ふして助命を乞こう母親に「子供のしたことを咎とがめる気はない」とだけ告げ、去っていったという。

「ま、何はともあれ、あの御仁はああ言ってたが、俺も噓うそはついてない。働き場所はほかにいくらでもあるんだ。あそこは早いとこ、辞めたほうがいいと思うぜ」







「早かったね、ご苦労さん」

　邸に戻もどり、厨ちゆう房ぼうで買ってきた肉を渡わたすと、永福が熱いお茶を出してくれた。

「……ありがとうございます」

　厨房の窓から、灰春香の小屋の夜光石を取り替かえている宗馬の姿が見える。

　笙桜は今、昼ひる寝ねをしているという。

「灰春香、また、お前はそんなに餌えさを残して！　旦だん那な様にいただく蜜みつ林りん檎ごや砂糖菓が子しはむしゃむしゃぼりぼり意い地じ汚きたなく食べるくせに、私のやった草は食べられないとでも言うのかね？」

　灰春香が「ぶぉっ」と鳴く。

「何て贅ぜい沢たくな驢馬だ、お前は。それは、立派な馬が食べている上等な草なんだぞ！」

　憤慨気味の宗馬に、灰春香が「ぶぉっ、ぶおっ、ぶおっ」と返事をしているのをぼんやり聞きながら、雪蘭は茶器を握にぎる。

「どうしたね、雪蘭。そんな色のない顔をして。寒くて、顔が凍こごえちまったのかね？」

　永福に顔をのぞきこまれたとき、宗馬が「まったく、灰春香ときたら。驢馬のくせに、とんでもない贅沢病だよ」とぶつぶつ言いながら厨房に入ってきた。

「……あの、実は、街で妙みような噂を聞いたんです」

　店主の話は具体的で真実味を帯びていたけれど、違い和わ感も覚えた。

　驢馬に名をつけ、屋根から下りられなくなった猫ねこを救うような星樹が、人を殺あやめるとはどうにも思えなかった。それに、役所がひっそり葬ほうむった事件でも、邸やしきの働き手がまったく集まらなくなるほど人口に膾かい炙しやしているなら、紫薇の耳にも届いているはずだ。

　なのに、一言の忠告もなかった。紫薇が自分の命を危険に晒さらすとはとても考えられないので、煉瓦職人が行方ゆくえ不明になった一件は何かの見み間ま違ちがいや誤解が重なって、おどろおどろしい怪かい談だん話になってしまったのだろう、と雪蘭は結論づけた。

　人の噂とは、とかくそういうものだ。ただ、噂が立ちはじめたのが五、六年前で、笙桜が生まれた頃ころと近いことは何だか気になった。

　だから、欲しい手がかりが何か摑つかめるかもしれないと思い、雪蘭はそのことを話してみた。

「旦那様が、人間の生き血を啜る竜だと……」

　様子をうかがいつつ告げると、顔を見合わせた永福と宗馬が「何を言い出すかと思ったら」とからからと笑った。

「そんなわけがあるものかね。いいかね、雪蘭。旦那様は、厨房に立つ私への敬意として、食しよく卓たくに載のったものは残さずすべて食べてくださる。だが、苦手な料理もおありになる」

　それは血料理だ、と永福は重々しい口調で言った。

「夏場、旦那様に精をつけていただくために鼈すつぽんの血ち鍋なべや鴨かもの血の血ち餅もちをお出しするが、それはそれは嫌いやなお顔をされるんだよ」

　血料理は栄養豊富だが、調法に未熟な者が作ればとても生なま臭ぐさくなってしまう。

　星樹は血料理そのものというより、永福の腕うででは取ることのできない食材の臭みが苦手なのではないかと思いつつ、雪蘭は黙だまって話を聞いた。

「鼈や鴨の血でも嫌がられるのに、人間の血なんか啜すすられるわけないだろう」

「しかも、旦那様の場合、そんなことをしたら、共食いになるからね。なおさら、されるはずがない。お前さん、街でそんな下らない噂を拾って回ってるのかい？」

　宗馬が棚たなから取った器うつわに茶をそそぎながら、その表情を険しくする。

「いえ、たまたまです」

　今後、外出を禁じられたりしたら大変なので、きっぱり首を振ふって返した答えに、永福が訝いぶかししむように双そう眸ぼうを細めた。

「たまたま？　どんなたまたまで、旦那様が生き血を啜る竜りゆうだ、なんて話になるんだい？」

「露ろ店てん街で肉を買っていたら、たまたま皇弟殿でん下かが竜のお姿で空を飛んで行かれたんです。竜姿を拝見したのは生まれて初めてでしたので、あまりの立派さに圧あつ倒とうされていると、皇族ではないけれど旦那様も竜姿をお持ちだという話題になり、それで……」

「ああ、そう言えば、少し前に洋玉殿下が飛んでいたねえ」

　宗馬が頷うなずいて、「『生き血を啜る竜』は、あちらにぴったりの異い称しようだよ」と鼻を鳴らした。

「先せん帝ていの御み代よだった頃、取り巻き連中と一いつ緒しよに女官たちを次々手込めにして、破は瓜かの血の美味うまさを比べるなんて馬ば鹿かなことをされて、皇太后様の凄すさまじいお怒いかりを買われていたくらいだ。あのとき、皇太后様のお言葉を支持する廷臣がもっといて、洋玉殿下を流る刑けいにしていれば、今の宮廷はもっと平和だっただろうに」

　まったくだ、と永福も鼻筋に皺しわを寄せる。

「ところで、雪蘭。そのでたらめな噂を怖こわがってたってことは、旦那様に襲われる気でいたのかい？　お前さん、ずいぶん自信家だね」

「そうだよ、雪蘭。お前さんは、まあ、人間にしちゃあ見た目は悪くないが、旦那様に襲われたらどうしよう、なんて自うぬ惚ぼれが過ぎるってもんだ」

　叱しつ責せきするというより、深く呆あきれているような口調で永福と宗馬が続ける。

　決して、自惚れてこんな話をしているわけではなかったはずが、指し摘てきされると何だか恥はずかしくなり、目もとが赤らんだ。

「……襲われたのは、煉瓦職人だと聞いたので、美び醜しゆうよりも、活いきのよさで吸う血を選ばれているのかと」

　早口で返したその言葉に、永福が「ああ……」と呟つぶやきを落とす。

「あの職人は、盗ぬすみを働いているところを旦那様に見つかってね。宮廷でのお立場がどうであれ、皇室にゆかりのある公こう爵しやく家でそんな真ま似ねをしたら、縛しばり首だ。だから、あの職人は皇都から逃にげ出したのさ。それが、そのあと、どういうわけか、旦那様が血を啜って、骸むくろを隠かくしたなんて噂が立って、難なん儀ぎしたよ、まったく」

「そうそう。それまで夜光石を運んできていた鉱物商がその噂のせいで来なくなって、代わりの商人を見つけるのに苦労した」

　宗馬と永福がしみじみと言う。

「とにかく、雪蘭。旦那様がお前さんを襲おそうなんてことは、太陽が西から昇のぼったってありはしないよ。お前さんは、旦那様の好みからはほど遠いからね」

「──あの、旦那様のお好みと言えば、笙桜様のお母上は、どのようなお方だったのですか？　肖しよう像ぞう画がなど、お見かけしませんが」

　思わぬ恥はじをかいたぶん、この好機を逃のがすまいとする気持ちがつい前のめりになってしまった。訊いてから、もっと慎しん重ちように言葉を選ぶべきだったと後こう悔かいした雪蘭を、永福と宗馬がじっと見つめてくる。

「……どうか、しましたか？」

　どうにか無む邪じや気きな好こう奇き心しん顔を装よそおえた雪蘭の前でふたりはしばらく黙っていたが、ややあって宗馬が口を開いた。

「奥様は、そりゃあ、お美しい方だった」

　そんな声がぽつりと落とされたあと、永福が険しい表情で言った。

「ここを追い出されたくなかったら、奥様のことは今後いっさい口に出さないことだ。旦那様は奥様がお亡なくなりになって大層悲しまれ、ここ最近、ようやく立ち直りかけられているところだからね」







　星樹が血を啜る竜だという噂が立ち、邸に人が寄りつかなくなったのが、五、六年前。

　そして、笙桜は五歳で、星樹の異母姉の麗杏が病死したのも五年前。

　それぞれのことが生じた時期が、重なっている。

　それに、露店街の店主と永福たちの話はまるで正反対だけれども、よくよく考えてみれば、どちらの内容もあり得るように思えてしまう。

　星樹に生き血を啜られた者がひとりだけで、星樹が雪蘭の前でこの邸を「化け物邸」と呼んだことを合わせてみると、こんな推測ができる。

　──「星樹の妻」は本当に存在していた。そして、彼女への愛が深すぎるあまり、星樹はその死に際して正気を失い、目についた職人に襲いかかり、それを閑兄弟が公爵家の名めい誉よを守るために隠し、「職人は盗みを働いて、失しつ踪そうした」と噓をついた、と。

　つまりは、妻を狂くるおしく恋こうる心ゆえに起こしてしまった過あやまちであり、もしかするとそれを償つぐなうために星樹は必要以上に熱心かつ誠実に軍務に服しているのかもしれない。

　冷れい淡たんそうに見えて、実は情に満ちているのかもしれない星樹の人ひと柄がらに照らしても、考えられなくはない話で、この場合、笙桜は皇こう帝ていの子ではないことになる。

　一方で、「星樹の妻」など存在せず、笙桜は皇帝と星樹の異母姉の麗杏のあいだに生まれた子だという筋立ての補強もできなくはない。

　麗杏が亡くなったあと、誰だれかが笙桜を星樹に託たくした。そして、時を同じくして、邸で働いていた煉れん瓦が職人が失踪したことから、「生き血を啜る竜」というでたらめな噂が広まった。

　そんな偶ぐう然ぜんを星樹は利用した。笙桜を世間の目から隠し、自分の子と偽いつわって育てるために。

　皇太子の座を巡めぐる争いに笙桜を関わらせないためか、あるいは逆に、その争いに「唯ゆい一いつの丈じよう夫ぶな皇子」として勝利させることを狙ねらい、笙桜がある程度の年ねん齢れいに達するまで待っているのか、理由は判然としないけれども。

　今の段階では、どちらの可能性が高いのか、雪蘭には判断がつきかねた。

　一日でも早く真実を摑みたかったけれど、焦あせって正体を見破られては元も子もない。

　不用意な質問で永福たちに不信感を持たせてしまったかもしれないので、しばらくは怪あやしまれるような言動は控ひかえ、ひたすら真面目まじめに働くことに雪蘭は専念した。

　自分に任せられた仕事をこなす合間に、頼たのまれたわけではなかったが、荒あれた庭の手入れをし、永福と宗馬の手が届かない場所をぴかぴかに磨みがき、邸の中に花を飾かざった。

　そうしているうちに一度目の報告日がやって来て、何を書けばいいのか雪蘭は悩なやんだ。

　生き血を啜る竜の噂は紫薇もすでに耳にしているだろうし、そのことに触ふれるのは、忠告がなかったのはなぜなのかと批難しているようで躊躇ためらわれた。結局、笙桜の目の色が皇族の特とく徴ちようと一いつ致ちする紅玉色であることだけを記した報告書を、楓橋で落ち合った連れん絡らく係に渡わたした。

　実のない報告をしたことで、早く紫薇の役に立ちたいという焦りがさらに膨ふくらんだ。

　けれども、事態はまるで好転しないまま、時間だけが過ぎた。

　二度と口にするなと言われた笙桜の母親のことをもう一度探さぐらせてくれるような隙すきを閑兄弟は見せなかったし、笙桜に近づこうとしたときに限って、その傍かたわらには永福か宗馬がつき添そっていた。そして、星樹とは、朝夕の挨あい拶さつ以外の言葉を交かわすことができなかった。見送りと出で迎むかえのときにしか、そばに近づく機会がないからだ。

　日を追うごとに顔なじみになっていった露店街で、会うたびに「まだ、あそこで働いてるのか？」と尋たずねてくる肉屋の店主のように、琳公爵家にまつわる昔話や真しん偽ぎの不明な噂うわさを聞かせてくれる者ならできた。しかし、前公爵の名宰さい相しようぶりや、前公爵の正妻が側室たちをどれだけ酷ひどく虐いじめたか、半分人間の星樹が親族の中で最も秀しゆう麗れいな容姿をしていることなどは、この際どうでもいい。

　雪蘭が知りたいのは、笙桜の母親が誰か、だ。永福たちが口にすることを禁じる「星樹の妻」が本当にいたのかどうか、それさえわかれば、真実に近づける。

　けれども、露店街で聞きこめたのは、「生き血を啜る竜」の噂が立つ前の、人間の職人たちが公こう爵しやく邸ていに出入りしていた頃ころ、そこに住んでいたのは星樹と閑兄弟の三人だけ、ということくらいだった。麗杏、もしくは「星樹の妻」らしい女性の姿は、誰も見ていない。

　やはり、邸内で起きたことを正確に知るには、そこで暮らす者に訊きくしかないが、それがどうにも難しく、立ち往生の状態から少しも前へ進めなかった。

　自分を信用してこの大役を任せてくれた紫薇に、また「何もわかりませんでした」などと報告はしたくないのに、気がつくと残された猶ゆう予よはあと一日となっていた。

　こうなったら明日あした、出過ぎた勝手な掃そう除じでも装い、星樹の留守中に部屋を調べてみるしかない。そこで、笙桜の出生に関する何らかの記録や文ふみが出てくることを祈いのろう。

　二度目の報告日を二日後に控えたその日の夕暮れ、雪蘭はそんなことを考えながら、庭園の手入れをしていた。

　宮きゆう廷ていの分ぶん裂れつ状態を憂うれう紫薇の役に立ちたい。その一心とは言え、賊ぞくの真似事をしようとしている自分に寒気を覚え、ぶるりと肩かたを震ふるわせたとき、視界の端はしに白くて小さなものがふわふわとちらつきはじめた。

　雪──初雪だ。

「……どうりで、寒いはずだ」

　淡あわく苦く笑しようして、山茶花さざんかの大木を囲む水すい仙せんの園に分け入り、雑草を抜ぬいていると、「ぶおっ、ぶおっ」と灰春香の鳴き声が響ひびいた。

「はいはい、少しお待ちよ。まったく、寒いからって夜光石を催さい促そくしてくるような図ずう々ずうしい驢ろ馬ばは、この世にお前一頭だけだよ、灰春香」

　永福の声も聞こえてくる。見ると、永福が灰春香の小屋に夜光石を入れていた。

「おや、雪蘭！　まだ外にいたのかい。雪が降ってきたから、もう中へお入り！」

　灰春香の小屋の前から自分を呼ぶ永福に、雪蘭は叫さけび返す。

「もう少ししたら、戻もどります！」

　べつに今すませなければならないことではなかったが、雪蘭は黙もく々もくと花園の雑草を抜く作業を続けた。

　冷たい雪が舞まう中で手足をかじかませて働いたからと言って、これから自分が犯おかそうとしている罪の償いになるわけではない。

　それはもちろんわかってはいるけれど、そうせずにはいられなかったのだ。

　西の空の茜あかね色いろが黒ずみはじめた頃、雪蘭は水仙を摘つんで、邸やしきへ戻った。

　雇やとわれた翌々日から、雪蘭は正面玄げん関かん脇わきの廊ろう下かに花を飾っている。そして、ここ数日は、星樹の出仕と帰宅の時間に合わせて朝と夕の二回、飾り変えていた。

　見送り、出迎える家族も家僕も、随ずい従じゆうする左城軍の部下も男ばかりなので、少しでもやわらかな空気を添えたいと思ったのだ。

　今朝飾った赤い木瓜ぼけを食堂へ移し、空になった花か瓶びんに水仙を入れて、全体の形を整える。

　最近は雪蘭が毎日磨いているせいか、灯とう籠ろうの放つ夜光石の光は美しく澄すんでいて、その中で水仙が白い花はな弁びらを楚そ々そと広げる光景はなかなか美び妙みような雰ふん囲い気きがある。

　透すき通った青い輝かがやきを纏まとう水仙を眺ながめ、ひとりで悦えつに入っていたとき、「雪蘭。見て、見て！」と笙桜が絹きぬ靴ぐつの音をぱたぱたと立てて走り寄ってきた。

「ねえ。これ、どう？」

　言って、笙桜が銀ぎん朱しゆ色いろと白が流線形に混ざり合う地に金の蝶ちようが飛ぶ絵が描えがかれた扇おうぎを差し出してきた。

　古めかしいが品があって美しいその扇せん面めんには、墨すみで「雪せつ日じつの赤せつ花か」と題された詩がしたためられていた。

　雪の中に咲さく赤い山茶花の可か憐れんさを詠よんだそれは、笙桜が書いたのだろう。詩も字も子供の拙つたないものではあるけれど、まっすぐで明るい心根が伝わってきて、とても気持ちがいい。

「私が作ったの。父上は褒ほめてくださるかな？」

　もじもじと上うわ目め遣づかいに尋ねてくるさまが、何とも可愛かわいらしい。

　雪蘭は思わず頰ほおをゆるませ、「ええ、きっと」と返す。

「よかった！」

　銀色の髪かみに縁ふち取どられた白磁の頰を笙桜がぱっと上気させたとき、星樹が帰ってきた。

　随従していた部下が正面玄関の扉とびらを開け、廊下に鈴すずの音が響く。正門から玄関へ続く石いし畳だたみの道を、鎧よろいを覆おおう外がい套とうの上に青銀の髪を優ゆう雅がに流して歩いてくる星樹の姿が見えた。

　ほどなく、永福と宗馬が厨ちゆう房ぼうのほうから駆かけてくる。

「お帰りなさいませ」

　皆みなで声を揃そろえて、星樹を出迎える。

　門へ引き返してゆく部下たちに一礼し、雪蘭が扉を閉めていると、笙桜がそれまで背中に当てて隠かくしていた扇を星樹の前で広げた。

「父上、いかがですか？　先ほど、初雪が舞う庭を見て、私がひとりで作りました」

　雪蘭から得た評価で自信をつけたのか、得意げな顔の笙桜に、「おおぉ、何と！」と絶ぜつ叫きようを返したのは、星樹の脱ぬいだ外套を受け取って雪を払はらっていた永福だった。

「笙桜様、この扇を一体どこで……！」

　永福が、突とつ然ぜんかっと見開いた目を笙桜に向ける。

　笙桜はその勢いに気圧けおされたように後あと退ずさり、雪蘭の背を盾たてにして答えた。

「北の書庫だよ。書しよ棚だなの奥に落ちているのを見つけたの」

「ほう。ずいぶん前に父上が、ない、ないと騒さわがれていて、それっきりだったと記き憶おくしていたが、そんなところにあったのか」

　受け取った扇を眺めながら頷うなずいた星樹を見やり、永福が「旦だん那な様。そんな暢のん気きなことをおっしゃっている場合ではございませぬ」と眉まゆ根ねを寄せた。

　それから、永福は「ああ、笙桜様、笙桜様」とかぶりを左右に大きく振ふった。

「この扇は、翠月公主がご降こう嫁かされる際、時の聖上・賢静帝より賜たまわった扇ですぞ！　もったいなくも、賢静帝御おん自みずからが描かれた絵の上に落書きをされるとは……！」

「ああぁ～、笙桜様。何という……、何という、おいたを！」

　永福と宗馬に代わる代わる盛大に嘆なげかれ、笙桜は「落書きではないよ。詩だよ」となめらかな頰をぷうっと膨らませて訂てい正せいした。

「それに、北の書庫は私が五歳になった記念に、父上からいただいたんだもの。だから、中にある物は全部、私のものでしょう？」

「その通りだ」

　鷹おう揚ように首しゆ肯こうした星樹は、「しかし、旦那様」と言い募つのろうとする閑兄弟を制して続ける。

「あの書庫にあったのならば、この扇は笙桜のものになる運命さだめだったのだ」

　もう騒ぐな、と静かに告げて、星樹は笙桜と向かい合い、その小さな手に扇を握にぎらせる。

「雪の中で咲く山茶花の赤が引き立っているよき詩だ、笙桜」

「お褒めいただき、ありがとうございます、父上」

「その扇の蝶は、そなたの五代前の祖に当たられるお方が手ずからお描かきになったものだ」

「五代前……。曾ひいお祖父じい様のお祖父様ですね」

「そうだ。画才だけではなく、詩才にも優すぐれた立派な方であられた。その才に少しでも近づけることを願って扇を大切にし、書画や詩文をよく学ぶのだぞ」

「はい、父上！」

　元気よく返事をした笙桜の頭を、星樹が撫なでる。

　笙桜は頰をつやつやとした薔ば薇ら色いろに輝かせ、星樹を見上げる。星樹も、青の双そう眸ぼうに穏おだやかな光を宿して笙桜を見つめる。

　星樹の目はただ慈いつくしみに満ちていて、そこに、紫薇が憂ゆう慮りよしているような、権力を手中にするために笙桜を利用しようなどという邪じや心しんは欠片かけらも見当たらない。

　温かく、優やさしいその光景からは、心を寄せ合うふたりのあいだに、しっかりとした深い絆きずながあること以外、何も読み取れない。

　ふたりは、本当の親子なのかもしれない、と雪蘭は思った。　>>>♥

　笙桜が願ってくれたとは言え、いきなり涌わいて出た自分をあんなにもあっさり雇ってくれたのはだからこそ──世に憚はばかることが何もないからこそではないだろうか。

「さ、笙桜様。そのありがたい扇は、お部屋の棚に飾かざっておきましょう」

　宗馬の言葉に、笙桜が「うん」とこっくり頷く。宗馬と手を繫つなぎ、嬉うれしげに弾はずむ足取りで自室へ向かう笙桜の愛らしさに思わず笑えみをこぼした雪蘭を、星樹が呼んだ。

「皇都と我が家には慣れたか、蒼雪蘭」

「はい、旦那様」

　そうか、と星樹は静かに頷く。

「そなたがここへ来て、もう半月以上だな」

「はい。今日で十八日目でございます」

　紫薇への二度目の報告日が、明後日あさつて。だから、すぐに細かな日数を答えることのできた雪蘭を見やる青い眼まな差ざしが、やわらかに細くなる。

「そなたに感謝せねばならぬな、雪蘭」

「え……」

「そなたが来てから、この家が明るくなった」

　雪蘭が磨みがいた灯籠や柱や床ゆか、飾った花へ視線を巡めぐらせ、最後にゆっくりと雪蘭を見た星樹が唇くちびるをほころばせた。

　夜光石の放つ青い光に溶とけてしまうような、ごくごく淡いものだったけれど、初めて目まの当たりにした星樹の微笑ほほえみが、網もう膜まくの奥へじんわり沁しみこんできた。

「これは、そなたへの礼だ」

　言って、星樹が懐ふところから取り出したのは、氷ひよう糖とう菓かの包みだった。

「……ありがとうございます」

　思いがけない褒ほう美びに嬉しさよりも困こん惑わくを抱かかえて頭を下げると、永福が「僭せん越えつながら、旦那様」と口を開いた。

「氷糖菓は笙桜様も灰春香も大喜びの品ですが、雪蘭は五歳の幼子でも贅ぜい沢たく病に罹かかった驢馬でもなく、成人した男子にございます。氷糖菓を褒美にするのは、どうかと存じます」

「そうか？　ならば、何をやればよい？」

「雪蘭は毎日熱心に髪の手入れをしておるようですので、髪につける油などよろしいかと」

「では、次はそうするゆえ、今日はそれで我が慢まんしてくれ、雪蘭」

「──我慢だなんて、とんでもございません、旦那様！」

　雪蘭は慌あわてて首をふる。

「私は、この氷糖菓をいただけただけで十分です」

　偽いつわりの誠実さを見破られるどころか、褒美を与あたえられた。肝かん心じんの、得たい情報はまだ何も得られていないけれど、この邸の者たちの心には順調に入りこめている。

　だが、それを喜ぶ気持ちよりも、罪悪感ばかりが広がる胸の中で、心臓が強く跳はねているのを感じながら、雪蘭は半歩後退った。

「遠えん慮りよは無用だ。この家を明るくしてくれたそなたの労に、私は報むくいたいのだ」

　淡たん々たんとしているのに、なぜかもう冷たくは聞こえない声こわ音ねで告げ、星樹は部屋へ向かう。

　着き替がえを手伝うために、永福も長身の主人のあとに従って廊下を歩きだす。

　星樹の美しい青銀の髪が、上空から降りそそぐ夜光石の光を乱反射して煌きらめいている。疚やましさゆえにそう感じてしまうのか、眩まぶしくて正視できない。

　咄とつ嗟さにうつむいたとき、永福が肩かた越ごしに振り返って言った。

「ああ、そうそう。雪蘭。すまないが、灰春香に乗って畜ちく舎しやへひとっ走りして、山羊やぎの乳をもう少し搾しぼってきておくれ。さっき、うっかり乳を入れていた桶おけを倒たおしてしまってね」

「わかりました」

　雪蘭は氷糖菓の包みを懐に入れて足早に厨房へ向かい、手桶を持って庭へ出る。

　小屋の木戸の上から灰春香がちょこんと顔を出し、「ぶおっ」と鳴いた。

　雪蘭は手桶を足もとに置き、星樹からもらった氷糖菓を一ひと粒つぶ、灰春香にやった。

「旦那様からいただいたんだ。お前にも、お裾すそ分わけだよ」

　灰春香があまりにも美味うまそうにぼりぼりと氷糖菓を頰ほお張ばるので、雪蘭も一粒、口に含ふくんでみた。口内の熱でふわっと溶けてゆく氷糖菓は甘くて、同時にどうしようもなく苦かった。

　吐と息いきを白く震ふるわせた雪蘭に灰春香が顔をすり寄せ、「ぶおっ、ぶおっ、ぶおっ」と甘えてくる。氷糖菓がもっとほしいようだ。

「もう一粒だけだぞ」

　小さな白い粒をひとつ与えて、雪蘭は桶を抱え直す。

　永福は灰春香に乗って行けと言っていたけれど、自分の足で走ったほうが速い。雪蘭は雪が舞まう庭を畜舎へ全速力で駆けた。

　畜舎へ入るなり、いっせいに寄ってきた鶏にわとりたちの嘴くちばし攻こう撃げきや頭ず突つきに耐たえつつ山羊の乳を搾り、来た道を急いで、だが慎しん重ちように引き返す。

　山茶花さざんかの大木の近くまで戻もどってくると、そこここの窓からやわらかい青の光をぼんやりもらして佇たたずむ邸やしきが見えた。

　雪蘭はふと足をとめた。そして、白い息を散らしながら、思った。

　自分の忠誠は、紫薇に捧ささげたものだ。──けれども。

　美味い乳を出す山羊や、いささか凶きよう暴ぼうだがいい卵を産む鶏や、贅沢病に罹っている驢ろ馬ばが、雪蘭は好きだ。毎日手入れをしているせいか、荒あれた雰ふん囲い気きがだいぶん薄うすれてきたこの邸に愛着を持ってしまった。

　自分に懐なついてくれている笙桜も、気さくで親切な永福と宗馬も大好きだ。

　それから、星樹も。一見冷淡なふうで実はそうではない、あのわかりにくい優しさが、雪蘭は嫌きらいではない。

　だから、紫薇に敵対する存在であってほしくないと思う。

　自分は紫薇の密みつ偵ていとして、この邸にいる。摑つかんだ事実をただ報告することが仕事で、笙桜の父親が皇こう帝ていであろうと星樹であろうと、自分には関係ないつもりでいた。

　そのつもりだったはずが、いつの間にか強く強く願っていた。

　どうか、星樹と笙桜が本当の親子でありますように、と。







　雪は夜のうちにやんだが、翌朝はとても寒かった。

　夜光石の効果が切れてしまった明け方、凍いてつく空気に肌はだを刺さされて雪蘭は目覚めた。

　着替えて、髪かみをとかす。そして、紫薇と同じ色の髪に指先をきつく絡からめ、今日こそ報告書に書くことができる証しよう拠こを摑むのだと決意を新たにした。

　水場で顔を洗い、厨ちゆう房ぼうへ行く。竈かまどの火をおこしていた永福に「おはようございます」と挨あい拶さつをする。

「今朝は一段と寒いですね」

「ああ、まったくだ。こう寒いと、かなわんよ」

　今朝は特に関節が痛むと手首を擦さする永福は、竈に薪まきをくべるのも辛つらそうに見えた。

　そんな手では、大きな鉄の鍋なべを持つのは大変だろう。

「……あの、もしよろしければ、今朝は私が厨房ここを担当しましょうか？」

　これまでは永福の領分を侵おかしてはならないと思い、口出しは控ひかえていたが、雪蘭は思いきって言ってみた。

「お前さん、料理ができるのかね？」

「ええ。一応、厨師の免めん状じようを持っていますので」

　答えると、永福は目を丸くし、「それならそうと、早くお言いよ」と苦く笑しようした。

「なら、早さつ速そく代わっておくれ」

　雪蘭の料理の師は、包丁を持つことへの自負心がとても強かった。一度、厨房を任された者には似たような強い誇ほこりが生じるものなのだろうと思い、遠慮していたが、永福にはそんな拘こだわりは何もない様子だった。むしろ、重い鍋や包丁を持たずにすむことを喜んでいるふうだ。

　永福から嬉き々きとして渡わたされた前まえ掛かけを腰こしに巻き、雪蘭は食材の確かく認にんをする。

　永福が作ろうとしていた海かい鮮せん粥がゆと薬草の羹あつもののほかに、鶏とりと干し椎しい茸たけのせいろ蒸むしと旬しゆん野や菜さいの炒いためものも作ることにした。

　そこへ、宗馬が縮こまらせた肩かたを抱いて「おはよう」と現れた。襟えり巻まき代わりなのか、長い金の髪を首にくるりと巻きつけている。

「う～、今朝はずいぶん冷えるねえ。寒くて、もう死んでしまいそうだよ」

「私より若いくせに、何を言ってるんだか」

「九十を過ぎたら、ふたつ、みっつの差なんか、ないも同じだよ、兄さん」

　言って、くしゃみをした宗馬に永福が「今日は雪蘭が厨房に立つからね。お前は山羊の乳を搾ってきておくれ」と桶を渡す。

「へえ。雪蘭、料理ができるのかい」

「はい。厨師の免状を持っていますので」

　先ほどしたばかりの会話を繰くり返すと、宗馬が笑って言った。

「変わった子だねえ、お前さんは。こう言っちゃ何だが、お前さん、もっと自分に相応ふさわしい仕事を探したらどうだい？」

「相応しい？」

「このお邸じゃ、よそみたいに人間だからって虐しいたげられたりはしないが、家僕で一生を終えるのはもったいないだろう。せっかく郷元になった頭のよさも、持ち腐ぐされってもんだ。官かん吏りになる気がないんなら、せめて家庭教師の口でも探すべきじゃないのかね。そのほうが世間での扱あつかいも、ずっとよくなるんだから」

「私は、少しでも役に立つ家僕だと認められれば、それで十分です。このお方だ、と決めた旦だん那な様に一生お仕えすることが、小さい頃ころからの夢でございましたから」

　雪蘭は、永福がすでに研といでいた米を釜かまに移しながら「それに」と続ける。

「人間の使用人にまで夜光石を気前よく使わせてくださるお邸は、ほかにないでしょうから」

「おやおや。お前さんもこの半月で、すっかり贅沢病に罹ってしまったようだね」

　宗馬が笑って厨房を出、灰春香に跨またがり山羊の乳を搾りに行く。

「まあ、お前さんがいいと言うならそれでいいんだろうが、やっぱり、せっかくの郷元がもったいないねえ」

　苦笑をこぼし、巾きんを持って食堂の準備に向かおうとした永福の背に、雪蘭は「あの」と声を掛かける。

「……もったいないと言えば、旦那様は二度も会元になられたと仰おつしやっていましたが、どうして将軍をなさっているのですか？」

　振ふり向いた永福が「どうしてかねえ」とその碧へき眼がんを細めた。

　ごまかされたのだろうか。──真面目まじめに働き、不信感を拭ぬぐえたつもりでいたものの、たった半月ていどでは、足腰の丈じよう夫ぶさへの信しん頼らい以上のものを得るのは難しかったのかもしれない。

　紫薇の連れん絡らく係と落ち合い、二度目の報告書を渡すのは明日あした。今日中に何とか隙すきを見つけて星樹の部屋に忍しのびこむつもりだったのに、よりにもよってこんな日の朝に自ら疑いを招くなど、あまりにも間ま抜ぬけだ。

　慌てて、不自然ではない話題の逸そらし方を考えようとしたとき、永福が言った。

「旦那様のお母上は人間だった」

　これまではそれとなく触ふれるていどだったことを初めてはっきりと言葉にされ、心臓が大きく跳ねた。雪蘭は神しん妙みように頷うなずく。

「……はい」

「十七、八の頃、どこか北の地方から皇都へ流れてきて、このお邸に洗せん濯たく女として雇やとわれたんだよ。竜人でも滅めつ多たにいない、抜けるように白い肌をしたそれはそれは美しい娘むすめで、前の公こう爵しやく様に見み初そめられたんだよ。だけど、公爵夫人やほかに四人いらした側室の方たちに酷ひどく虐いじめられてねえ」

　皇帝の寵ちよう臣しんだった前公爵は、皇城に部屋を与あたえられており、一年のほとんどをそこで過ごしていたため、この邸のことは正妻に任されていた。しかも、前公爵は星樹の母親に対して、珍めずらしい花を手た折おって愛めでたていどの気持ちしかなかったらしい。

　だから、正妻と側室たちの暴ぼう虐ぎやくから星樹の母親を守る者はいなかったのだそうだ。

　日ひ頃ごろ、正妻の公爵夫人から自分たちもいびられていた四人の側室は、その鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、ありとあらゆる手で星樹の母親を責め苛さいなんだそうだ。

　そして、星樹の母親は、星樹を産んだ日に力ちから尽つきるように死んだという。

「あのとき、きっとどなたかは、旦那様も一いつ緒しよに葬ほうむり去ろうと考えたはずだよ。だが、旦那様は尊い竜りゆう姿しでお生まれになった。だから、さすがにお命は奪うばわれなかったし、ほかのご兄弟と同じものを食べ、絹の衣ころもに袖そでを通してはいらっしゃったが、まるで使用人のような扱いを受けてお育ちになったんだよ。だけどね、旦那様はその頃から、泣き言も愚ぐ痴ちも恨うらみ言もいっさい仰らない、芯しんの強い方だった。そんなわけで、宰さい相しようであっても不思議じゃない旦那様がどうしてお飾かざり将軍に甘んじておられるのか、私も詳くわしいことは知らないんだよ」

　永福は力ない息を落とす。

「噂うわさで聞いたところじゃ、一度目の際は、乗られた舟ふねが事故に遭あわれて、時間までに皇城へ着けなかったせいで、殿でん試しが受けられなかったそうだよ。二度目のときは、朝早くに馬で皇城へ向かわれたから無事にお着きにはなったけれど、そのあと、お城の中で何があったのかは私にはわからない。まあ、一度目の事故も含ふくめ、落ちるはずのない殿試に落ちられたのは、ろくでもない陰いん謀ぼうのせいだろうってことは見当がつくがね」

　永福の話によると、星樹が初めて文科挙に挑いどんだのは、爵位を継ついだあとだったそうだ。

　それまでは、前公爵夫人の強きよう硬こうな反対と邪じや魔まに遭い、受験できなかったという。

「ほかのご兄弟たちのように、ちゃんと師をつけられたことがないのに、おひとりでたくさんの書を次々と読破されていた旦那様の聡そう明めいさは、お小さい頃から群を抜いておられ、受ければ必ず合格されることは誰だれの目にも明らかだった。公爵夫人は、公爵のご長男で、夫人ご自身が産まれたたったひとりのお子が文科挙に落ち続けたまま亡なくなられたから、意地でも旦那様を合格者にさせたくなかったんだろうがね」

　優ゆう秀しゆうな官吏はこの巨きよ大だいな皇国を支える柱であるため、文科挙の採点が身分や家の財力によって左右されることは決してない。それでも文官に貴族階級の者が多いのは、庶しよ人じんと比べて幼い頃から金に糸目をつけない英才教育を施ほどこされた結果だ。

　だから、家いえ柄がらが上がれば上がるほど、文科挙に合格できないことは恥はじとされる。そのぶんよけいに、前公爵夫人は純じゆん粋すいな竜人ではない星樹の怜れい悧りさが憎にくかったのだろう。

「前の公爵様がご存命のときに──後ろ盾だてがおありのときに何とか受験できていればねえ」

　言って、永福は無念そうな息を深く落とす。

「普ふ通つうならあり得ない会元どまりを二度経験されて、旦那様はそれが宮きゆう廷ていの意思だと受けとめられ、どうあがいても受からないとわかっている受験をいつまでも繰り返すより、武官として陛下と国にお仕えする道を選ばれたのかもしれないね」

　野望や欲よくはお持ちでない方だから、と永福は苦笑いする。

「お父上のように宰相になることは望まれなくても、私としては、せめて前公爵夫人たちに仕返しのひとつでもされたらいいのに、と思うがね」

「港で、前公爵夫人や側室方は、旦那様が爵位を継がれたときにこのお邸やしきからいなくなったと聞いたので、てっきり旦那様が追放されたものだとばかり……。違ちがうのですか？」

　無知を装よそおって問うと、永福は「違う、違う」と首を大きく振った。

「そんなこと、旦那様がするものかね。当時は未み婚こんの姉君や妹君が何人かいらして、旦那様は公爵家からお嫁よめに出して差し上げようとお考えだったのに、誰も彼も皆みな、勝手に出て行かれたのさ」

　その「姉君」の中には、麗杏も入っているはずだ。麗杏のことを何か聞き出せれば、笙桜の母親を見み極きわめる判断の一助になるかもしれない。

　今なら、言葉を慎しん重ちように選びさえすれば、それとなく聞き出せる気がした。

　だが、上手うまい訊きき方を考えつく前に、永福は「さあ、旦那様と笙桜様のために、今日もいい朝にしないとね」と言いながら食堂へ向かってしまった。

　雪蘭は厨ちゆう房ぼうにひとり残された。菜刀で肉や野菜を切りながら、ぼんやり考えた。

　生まれたときにはすでに母親はなく、父親も留守がちで、自分を憎む父親の正妻と側室たち、兄弟姉妹に囲まれて育った星樹はどれほど辛つらい子供時代を過ごしたのだろう。

　そして、公爵となった今も、純粋な竜人ではない血を蔑さげすまれる辛しん苦くは続いている。

　祖父母にも両親にも兄たちにも、ひたすら可愛かわいがられた記き憶おくしかない雪蘭には星樹の抱かかえている孤こ独どくの大きさに想像が及およばず、ただ胸が痛んだ。

　紫薇の密みつ偵ていである自分に願えた義理ではないけれど、せめて今朝のひとときくらいは心ここ地ちよく過ごしてほしくて、雪蘭は心を込めて朝あさ餉げを作った。







　これまで、雪蘭は食堂には掃そう除じのときにしか入ったことがなかったが、今朝は永福から給仕役を任された。

　いつもの時間に星樹が食しよく卓たくに着き、それから少しして、笙桜が宗馬に手を引かれて現れたのを確かく認にんし、雪蘭は厨房から料理を運んだ。

「今日は関節の痛みが酷く、鍋なべが持てませんでしたので、朝餉は雪蘭が作りました」

　永福がそう言うと星樹は無表情で「そうか」と頷いただけだったが、笙桜は普ふ段だんとは違う食卓の光景に興きよう味み津しん々しんの様子だった。そして、笙桜は海かい鮮せん粥がゆを口へ運ぶと、すぐさま蒸むした鶏とり肉にくをぱくりと頰ほお張ばり、はちきれそうな笑え顔がおになった。

「雪蘭の料理、とっても美味おいしいよ！　すごい！」

　白磁の頰が薔ば薇ら色いろに輝かがやいている。大きな目の紅玉色も、心なし濃こくなって見えた。

　自分の出した料理に笙桜が喜んでくれていることがありありとわかり、雪蘭はとても嬉うれしくなった。

「ありがとうござ──……え？」

　礼を述べていたさなかのことだった。

　椅い子すからぴょんと飛び上がった笙桜が、その姿を竜に変えた。二本の細い角と可愛らしい髭ひげ。ふさふさした銀の鬣たてがみに、それよりもわずかに色の薄うすい鱗うろこに覆おおわれた身体は雪蘭の腕うでほどしかなく、先日見た洋玉の赤い竜姿とは比べものにならないほどとても小さい。

　驚おどろいて大きく目を見開いた雪蘭に、笙桜が細い尻しつ尾ぽをぴちぴち振り回しながら纏まとわりついてきた。

　星樹が竜姿を持っているのは知っていた。けれど、笙桜まで持っているとは──。

　目の前の光景の意味を考えようとしたものの、驚きすぎて頭が働かない。

　頰に当たる鱗の、さらさらした感かん触しよくが気持ちいい、と思うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「こんなに美味しい朝ご飯、初めてだよ！　すごく嬉しい！」

「あ、ありがとう、ございます……」

「永福はとっても関節が痛いんでしょう？　昼と夜も、雪蘭が永福の代わりに作るの？」

「えぇと……、ですね」

　厨房に立つのは、今朝だけのつもりだった。だから、雪蘭は混乱しながら困り、永福を見やった。

「笙桜様にご異存がなければ、そのようにいたしましょう」

　そう告げた永福の表情に、雪蘭が笙桜の竜化を目もく撃げきしたことに慌あわてている様子はまったくない。そばに立っている宗馬も、黙もく々もくと食事を続けている星樹も同様だ。

「異存はないよ！」

　悲鳴めいた歓かん喜きの声を上げてから、笙桜ははっとした表情になり「ねえ、永福はいつまで関節が痛いの？」と尋たずねた。

「痛いのが治ったら、また永福が料理を作ってもいいよ」

　可愛らしい気き遣づかいに、永福が淡あわい苦く笑しようをもらす。

「笙桜様、私はもうずいぶん老いております。この朽くちかけた身体からだには厨房の仕事はきつうございますので、これからも毎日、雪蘭に料理を作らせましょう」

「うわぁ、本当？」

　笙桜は高い歓声を放ち、髭をぴんと撥はね上げた。そして、食卓の上をくるくる回っていたが、ふいにきゅっと回遊をとめた。

「父上。雪蘭をこれからもずっと、うちに置いてください！」

　星樹の顔の前で笙桜はまっすぐ縦になって浮うき、尾おの先だけをびちびち揺ゆらして「どうか、お願いいたします！」とねだる。

「いいだろう」

　思案する様子もなく、星樹があっさり応じたことに、雪蘭はひとりでさらに驚きを深める。

「父上のお許しをいただいたよ、雪蘭！　これからずっと、うちにいてね！」

　笙桜は雪蘭のもとへぴゅっと飛んできて、叫さけんだ。

　小さな頭を頰にすり寄せてくる笙桜の言葉に、雪蘭は戸と惑まどった。純粋さだけが詰つまっているような、透すき通った紅あかい目でうっとりと見つめられ、胸に鋭するどい痛みが走る。

　笙桜が全身で表してくれる喜びを嬉しいと感じれば感じるほど強くなる胸の痛みを無視して、雪蘭は「はい」と噓うそをついた。──つくしかなかった。

「はい、公子わか様……」

「私のことは名前で呼んでいいよ。ずっといてくれるなら、雪蘭は家族だもの」

「ですが、それはあまりに無礼ですので……」

「そんなことはないよ。私は次の公こう爵しやくだから、軽々しく名前を呼ばせてはならないけれど、家族には呼ばせていいんだよ。そうでしょう、父上」

　無む邪じや気きに問いかけられ、星樹は淡たん々たんと「そうだな」と頷うなずく。

「だが、笙桜。竜りゆう姿しは神聖なもの。感情が乱れるたびに姿を変えたりせぬよう、精しよう進じんせよ」

「はい、父上」

　叱しかられてもあまり気にしていない様子で、笙桜は雪蘭に「あのね。私はとっても嬉しくなったり、びっくりしたりすると、竜になるんだよ」と囁ささやいて、髭をふよふよとそよがせた。







「ねえ、雪蘭。お砂糖がいっぱいの揚あげ菓が子しを作れる？　嚙かんだら、あつあつの肉にく汁じゆうがじゅわっとする肉にく饅まん頭じゆうは？」

　その日は始終、目を爛らん々らんと輝かせる笙桜にぴたりと背後に張りつかれ、そんなふうに質しつ問もん攻ぜめにされた。だから、星樹の部屋へ忍しのびこむことができないまま、夜になってしまった。

　けれども、代わりに竜姿を持っていることがわかった。

　仕事をすべて終えて部屋に戻もどった雪蘭は、机の前に座って紙を広げ、筆を手に取った。

　そして、そのときだった。

　──雪蘭！　これからずっと、うちにいてね！

　ふいに、笙桜の愛らしい声が耳の奥でこだました。

　あの銀の鱗の、さらさらとして冷たく、なのに不思議と温かい感触が頰に蘇よみがえり、そこにほんのり熱が灯ともった気がして、筆に添そわせた指先が震ふるえた。

　雪蘭は白い紙を見つめ、何を書くべきか迷った。星樹の部屋を調べられなかった以上、書けることはひとつ──笙桜が竜姿を持っていることだけだ。しかし、と雪蘭は思う。星樹も皇こう帝ていも竜姿を持っているのだから、どちらが父親でもおかしくはない。

　それはつまり、何もわからないのと同じだ。

　強しいて言えば、星樹が父親である可能性が高い気がする。

　笙桜がうっかり竜姿を晒さらしても、星樹たちは少しも動どう揺ようしていなかった。それに、星樹は父親の妻たちや異母兄弟、異母姉妹たちから酷ひどい虐ぎやく待たいを受けてきた。母親がそうするように、麗杏も星樹を苛さいなんだだろうし、そんな者の子をあれほど大切に育てたりはしないはずだ。

　そう思いはするものの、証しよう拠こは何もない。

　報告するなら、もっとはっきりした情報を摑つかんでからにすべきだ。

　結局のところ、星樹にも皇帝にも笙桜の親である可能性が残る、中ちゆう途と半はん端ぱな情報をしたためたりしたら、却かえって紫薇を失望させてしまうかもしれない。

　それによって、自分の無能ぶりを印象づけることになるかもしれない。

　だったら、何も書かないほうがまだましだ。

　──笙桜の竜化は、特に報告には値あたいしないことだ。

　窓の外を流れる運河の静かな水音をぼんやり聞きながら、雪蘭は頭の中で何度もそう繰くり返した。そして、一度目と同じように、何もわからなかったことを乱れた字でしたためた。







　翌日、午前中の仕事と昼ひる餉げをすませた雪蘭は懐ふところに紫薇への報告書を忍ばせ、外がい套とうを羽織りながら厨ちゆう房ぼうへ入った。

　買い足す食材を厨房で調べていると、笙桜が駆かけこんできた。

「雪蘭、夕餉の買い物に行くの？」

　雪蘭の纏う外套の裾すそを持ち、笙桜が紅玉色の大きな目で雪蘭を見上げてくる。

「はい、笙桜様」

「今日は、これから何を作ってくれるの？」

「夜は、牛肉の壺つぼ煮にと、海老えび餡あんを詰めた豆とう腐ふの蒸しもの、野菜ときのこの素す炒いため、蟹かにとふかひれの羹あつものを作ります。それから、おやつには芋いも飴あめを」

「芋飴！」

　声を高くした笙桜が、白磁の頰ほおをぱっとつやめかせる。

　揚げた芋に砂糖と蜂はち蜜みつと水飴を煮に詰つめて絡からめる芋飴は、子供や女性が好む甘味だ。

　笙桜は宗馬に連れられて外出すると、ほしいと必ずねだるらしい。それを先ほどの昼餉の最中に宗馬から聞いたので、おやつに作ることにしたのだ。

「はい。お好きでございましょう？」

「うん、大好きだよ！」

　喜びがあふれる笑え顔がおを見せた笙桜が、その姿を竜に変えた。

「だから、夜のご飯も、私のぶんは全部、芋飴でいいよ！」

　わくわくと弾はずむ声こわ音ねで言いながら、笙桜は小さな頭を雪蘭の頰にすり寄せる。

　予想以上の歓喜が返ってきて、雪蘭は小さく微笑ほほえむ。

「それはいけません」

「……駄だ目めなの？」

　しょんぼり顔になった笙桜の髭が、しなしなと下がる。

　潤うるんだ目でじっと見つめられ、前言を撤てつ回かいしたい気分に駆られながらも、雪蘭は「駄目です」と首を振ふった。

「芋飴はおやつです。お食事のときは、ちゃんと精の出る料理を召めし上がってください」

「うん、わかった」

　笙桜は聞き分けよく頷き、それから雪蘭の胸むなもとに細長い身体を寄せた。

「その代わり、早く帰ってきて芋飴を作ってね！」

　はい、と微笑んだときだった。

　ふいに笙桜が雪蘭の纏まとう袍ほうにぺたりと顔を押し当て、くんくんと鼻を動かした。

「雪蘭、いい匂においがする」

「匂い、ですか？」

　言われ、雪蘭も鼻先へ上げた腕うでを嗅かいでみた。自分では何も感じなかったけれど、昼食用に作った甘あま酢ず餡あんか何かの匂いが染しみたのかもしれない。

　そんなことを考えた雪蘭の胸に、笙桜がこつこつと頭を当てて、嬉うれしげに言った。

「母上の匂いみたい」

「……笙桜様の、お母上の？」

　ううん、と笙桜はかぶりを振った。

「私の母上は、私が生まれたときに死んでしまわれたんだよ。だから、お会いしたことはなくて、どんな匂いかは知らないの。でも、母上って皆みんな、いい匂いがするんでしょう？　前に読んだ書に、そう書いてあったもの」

「……ええ。私の母からも、いつもいい匂いがいたしました、笙桜様」

　でも、白粉おしろいの匂いでしたけれど、と笑ったつもりの頰が、少しぎこちなく強こわ張ばった。

　待ちに待ったはずの好機なのに、なぜか嬉しいとは思えない。ただ、鼓こ動どうが痛いほど跳ねているのを感じながら、雪蘭は「ところで」と声をかすかに震わせた。

「私は笙桜様のお母上を存じ上げないのですが……、お名前は……何と仰おつしやるのですか？」

「私も知らない。母上のことは、私が大人になってから父上が話してくださるから、それまでは訊きいてはいけないの」

「そう、ですか……。では、私と今、お母上のことを話したことも内ない緒しよにいたしましょう」

「うん、いいよ」

　返された無邪気な微笑みがすっと胸に突つき刺ささる。

　じくじく響ひびく痛みに眉まゆ根ねをかすかに寄せ、雪蘭は思った。

　星樹はどうして、笙桜に母親の名を告げないのだろう。

　永福たちが言っていたように、愛しすぎていたせいで、今はまだ話すのが辛つらいのだろうか。

　──それとも。













「早く帰ってきてね、雪蘭！」

　びちびちと尾おを振る笙桜と、「また、そのようなお姿になられて！」と眉を寄せる閑兄弟に見送られ、邸やしきを出た。

　人間の舟ふな子こが櫂かいを操あやつる流しの手て漕こぎ舟ぶねを拾い、白樺亭近くの楓橋へ向かった。

　二度も続けて中身のない報告をすること。そうしようと思えば書けたことを書かなかったこと。そして、笙桜たちを欺あざむいていること。何もかもが辛くて、一漕ぎ一漕ぎ目的地へ近づいてゆく舟の中で、胸がどんどんと重くなった。

　水の上は地上より寒い。雪蘭は丸めた身体からだを外套で包み、空を見上げた。

　暗い鉛なまり色いろの雲が低く垂れこめている。もうすぐ雪が降るかもしれないと思いながらぼんやりと視線を漂ただよわせ、雪蘭は気づいた。

　こんな寒い日なのに、運河から見上げる街はやけに賑にぎわっている。

「今日は何かあるんですか？」

　舟子に尋たずねると「処しよ刑けいだ」と返ってくる。

「楓橋の向こうの広場で、官庫の米を長年横流しして私腹を肥やしていた役人とその家族が処刑されるんだ。一家全員で威い張ばり散らして、嫌きらわれてたからなあ。街の連中がいい気味だって喜んで、大挙して押し寄せてるのさ」

　なるほど、と雪蘭は苦く笑しようする。

　処刑見物は民たみの楽しみとして人気が高いが、雪蘭は好きではない。子供の頃ころ、大勢の通行人の前で斬きり殺されかけた恐きよう怖ふ心が蘇るからだ。

「それにしても、横領をしていたのは官かん吏りでしょう？　なのに、どうして、家族まで一緒に処刑されるんですか？」

　はしゃいだ様子で広場へ向かう人々を見やり、雪蘭は首を傾かしげる。

「さあなあ。俺も、詳くわしいことはよく知らないからさ」

　舟子は肩かたをすくめる。

「まあ、だけど、処刑を決めたのは御ぎよ史し中ちゆう丞じよう様だからな。本当に血も涙なみだもないおっかないお方だよ。女、子供はもちろん赤子まで、一家を丸ごと容よう赦しやなくあの世送りとはなあ」

　自分の幼い命を惜おしんでくれた紫薇が、罪を犯おかした者の家族だからという理由で子供や嬰えい児じを処刑するはずがない。雪蘭は咄とつ嗟さに耳を疑い、「噓うそでしょう？」と返す。

「噓なもんか。まあ、子供らと赤ん坊ぼうはさすがに処刑場に引き立てられはしないが、もう殺されて、首が門前に晒さらされてたからな」

　さっき、俺も見たぜ、と舟子は笑った。

「まさか……。だって、中丞様はお優やさしい方なのに……」

「中丞様がお優しい？　聞こえてくる噂うわさは、震ふるえがくるものばっかりだぜ？」

「……どんなもの、ですか？」

「道みち端ばたで死にかけていた男を拾って下男にしてやったのに、恩知らずに盗ぬすみを働いたことに激げき怒どされて、両手を切り落としてお邸から放り出したとか、お邸の下女を手込めにした親しん戚せきの坊ぼつちゃんをその罰ばつに去勢しただとかさ」

「でも、ただの噂……ですよね？」

「まあね。だけど、貴族なんて大体がそんなもんさ。とびきり麗うるわしくて冷れい酷こくで、俺たち下々の者に気まぐれで情けをかけたり、理り不ふ尽じんにいたぶったりする。だろ？」

　舟子は笑って、紫薇に関する噂をさらにいくつか教えてくれた。淫竜公や洋玉の残ざん虐ぎやく性とは異なり、すべてが何か罪を犯した者への懲こらしめではあったけれど、もし本当ならば確かに背筋を震わせずにはいられないものばかりだった。

　それは、雪蘭の知る紫薇の姿ではなかった。俄にわかには信じがたい気持ちを抱かかえて楓橋のそばの船着き場で舟を降り、処刑見物の人波が賑やかに流れていく中で連れん絡らく係を探した。

　だが、伝えられていた場所に立っていたのは連絡係ではなく、下級官吏の黒い袍を纏まとい、菅すげ笠がさを被かぶった紫薇だった。

「紫薇様……」

　驚おどろく雪蘭に、紫薇が菅笠を少し上げて微笑みかける。

「処刑を見届けるついでに、そなたの顔を見たくなったのだ」

　そう告げて、あでやかに唇くちびるをほころばせた紫薇が「今日は騒そう々ぞうしい。こちらへ」と雪蘭の手を取った。

　紫薇の指が手首にするりと絡み、雪蘭は肩を震わせた。元々、竜人の肌はだは人のように温かくはないし、寒さのせいもあるのだろうけれど、紫薇の手はまるで氷のようで、その冷たさが皮ひ膚ふに刺さって痛かった。

　橋のたもとから少し歩き、人気のない小路へ導かれた。喧けん噪そうが遠くなったそこで、雪蘭はおずおずと報告書を差し出した。

　紫薇は、受け取ったそれをすぐに広げて読んだ。

「手こずっておるようだな」

「……はい。ご期待に添そえず、申し訳ありません」

　そうすることしかできなかったので、雪蘭は頭を深く下げて詫わびた。

　隠かくし事をしているせいで、今まで感じたことのない強い緊きん張ちよう感かんが背筋を強張らせていた。

「まあ、仕方ない。密みつ偵ていの真ま似ね事ごとをさせてはいても、そなたはそんな術すべなど持たぬただの人間ゆえ」

　紫薇は単に事実を口にしただけなのだろうけれど、自分を「ただの人間」と呼んだその優しい声が鼓こ膜まくをざらざらと引っ搔かいた。

「しかし、いつまでもこのままなのはまずいな」

　紫薇は呟つぶやきを低く落とし、それから、言った。

「笙桜を驚かせてみよ」

「え？」

「笙桜が聖上の血を引いており、なおかつ健康ならば、竜りゆう姿しを持っておるやもしれぬ。不意打ちで水を掛かけるなり、強く叩たたいてみるなりすれば、それが確かめられる。皇族の男子は、大人になれば自身の意思で自由に姿を変じられるが、子供のうちはそれができぬゆえな。感情が高まると、勝手に竜化してしまうのだ」

「……あの、ですが、街の噂で、琳将軍も竜姿をお持ちだと聞いたのですが……」

「ああ。将軍の祖父も父も兄弟たちも、誰だれひとり持っていなかったのに、半分人間の将軍だけが竜姿を持っている」

　何とも皮肉なことだ、と紫薇は笑い、報告書を懐ふところにしまう。

「……将軍が竜化できるのであれば、公子わか様が竜姿をお持ちでも、その能力を将軍と皇こう帝てい陛下のどちらから受け継ついだのか、見み極きわめることは難しいのではありませんか？」

　紫薇に向けて放った声が、かすかに上うわ擦ずった。

　星樹の竜化能力を知っているなら、街に流れている「血を啜すする竜」の噂もおそらく耳にしているはずなのに、素知らぬふりをしている様子が胸に刺さったからではない。

　それよりも、ならば、こちらも笙桜が竜姿を持つことを話すつもりはない、と思ってしまった自分に驚いたのだ。

「将軍は単なる特異な先祖返りだが、聖上の竜姿は遥はるか上代より脈々と受け継がれているもの。血の濃こさを考えれば、竜化はすなわち皇子である証あかし。そう思わぬか？」

「……なるほど。そう、ですね」

　ぎこちない頷うなずきを返してから、雪蘭はおずおずと、これから処刑される官吏の家族を──子供や嬰児の命までをもどうして奪うばうのかを尋ねた。

　今、訊くことではない。そうわかっていたけれど、訊かずにはいられなかった雪蘭に紫薇は微笑ほほえんで言った。

「あの一家は腐くさりきっておった。妻や娘むすめたちは、あの官吏が俸ほう禄ろく以外の金をどのようにして手に入れているのかを知っていながら、自分たちが贅ぜい沢たくを楽しむために見て見ぬふりをしたばかりか、さらなる奢しや侈しを求めて、官吏にそれまで以上の横流しを唆そそのかした」

「ですが、幼い子供や嬰児には、まだそのようなことはできなかったでしょうに……」

「国から盗んだ金で育った子らは、生きているだけで罪だ」

「紫薇様……。それでは、あまりに、」

「そなたの言いたいことは、わからぬでもない」

　雪蘭の唇に指先を押し当て、紫薇は笑えんだ。

「しかし、今は何もできぬ幼子でも育てば大人となり、親の犯した悪事を棚たなに上げて、自分から親を奪った国を恨うらむようになる。宮きゆう廷ていに不ふ穏おんな空気が漂うこのようなときだからこそ、国の安あん寧ねいのためには騒乱の芽は萌きざす前に摘つんでおかねばならぬのだ。赤子であろうと女であろうと、例外は許されぬ」

　その理り屈くつを頭で理解することはできた。

　けれども、心で受け入れることはできず、雪蘭は指先を震わせた。

「雪蘭。我われ々われ官かん僚りようは、この巨きよ大だいな翔が決して揺ゆるがぬように支えてゆかねばならぬ。そのための政まつりごとは、きれいごとでは成り立たぬ。聡そう明めいなそなたなら、わかるであろう？」

　そう告げた紫薇の目は、ぞっとするほど美しくて恐おそろしかった。

　冷たい光を宿す双そう眸ぼうを見て、雪蘭ははっきりと確信した。

　紫薇は笙桜が皇帝の子なら、──その可能性をわずかでも示すものを摑つかんだならば、国家安寧の名目を掲かかげて、すぐさま殺してしまうつもりなのだ、と。

　邸やしきを出る前、「早く帰ってきてね」と無む邪じや気きな笑顔を向けてくれた笙桜の、その銀の鱗うろこのさらさらとした不思議な感かん触しよくが頰ほおに蘇よみがえり、胸が冷えていった。

「はい、紫薇様……。出過ぎたことを申しました。どうかお許しください」

　口先だけで許しを乞こうた雪蘭には、十二年間、焦こがれ続けてきた記き憶おくの中の紫薇と、今、目の前にいる紫薇がまったくの別人に見えた。

　だからなのか、こうして紫薇に会えたのに、気分は少しも高こう揚ようしない。

　十二年前のあの日、紫薇はなぜ雪蘭を助けてくれたのだろう。

　愚おろかな幼子を憐あわれんでくれたのか。──それとも、理由など特になく、単なるその場の気まぐれでしかなかったのだろうか。

　確かめたかったが、できなかった。答えを聞くのが怖こわかったのだ。

「次の報告は期待しておるぞ、雪蘭」

「はい、紫薇様」

　雪蘭は拱きよう手しゆして、頭を下げる。一呼吸置いて顔を上げたとき、紫薇の姿はもうなく、楽しげに処しよ刑けい見物に行く人波の上に雪が散っていた。







　紫薇に会った翌朝、書の練習をしていた笙桜が硯すずりをひっくり返してしまい、袍ほうを汚よごした。

　高価な絨じゆう毯たんに盛大に広がった墨すみの汚れを早く落とさないと、と大おお慌あわてだった永福と宗馬に頼たのまれ、雪蘭は一いつ旦たん、厨ちゆう房ぼう仕事の手をとめて笙桜の着き替がえを手伝った。

「ねえ、雪蘭。どうしたの？」

　新しい袍に袖そでを通した笙桜が、ふいに雪蘭の顔をのぞきこんできた。

「え……。何が、でございましょう？」

「何だか、元気ない顔してるもの。どうしたの？　お腹なか痛いの？」

　大きな紅あかい目を心配げに揺らされ、雪蘭は微笑んで首を振ふる。

「いいえ。ただ、少し……、故郷が恋こいしくなったのです……」

　国の安寧のためという大義の下もととは言え、子供や嬰えい児じの命を冷れい酷こくに奪う紫薇を怖いと思った胸の中で、大きな迷いが生じてしまった。

　雪蘭は、笙桜が皇帝の子でなければいいと望んでいる。そうすれば、紫薇の憂うれいはひとつ減るし、笙桜はこれからも星樹と閑兄弟に慈いつくしまれて元気に育つことができるから──。

　だが、それはあくまで単なる願望で、真実はまだはっきりしない。

　もし、真実が願望と異なっていた場合、自分はそれを紫薇に報告できるだろうか。

　昨夜ゆうべは一晩中、そのことばかりを考えた。

　それが課せられた仕事なのだから、辛つらくてもするしかないと理性が訴うつたえる一方で、こんなにも自分を信しん頼らいしてくれている幼い子供の命を危険に晒さらす真似などしたくないと心が叫さけんだ。

　そして、考えても考えても、どうすればいいのかわからず、雪蘭はどんなときも無条件に自分を抱だきしめてくれる両親が恋しくなってしまった。

　もう戻もどらないと決めているからこそ、よけいに。

「雪蘭、寂さびしいの？」

「そうですね、少し……」

「じゃあ、今日はうんと楽しいことしようよ！」

「どんなことでしょう？」

「あのね、街に今、異国の奇き術じゆつ団が来てるんだよ。この前、面おも白しろい格好をした雑ざつ技ぎ師したちが歌ったり、踊おどったりしている舟ふねが窓から見えたの」

　奇術団が客引きのために運河を流している舟なら、雪蘭も見たことがある。

「すごく賑にぎやかで楽しそうだったから、あれを観みたら、きっと寂しくなくなるよ」

　だから、行こうよ、と笙桜が声を高くして抱だきついてくる。

　おそらく、自分が観に行きたい気持ちも混ざっているのだろうけれど、その愛らしい提案に雪蘭は思わず頰をゆるませる。沈しずんでいた心が、すっと軽くなった気分だった。

「今日すぐには無理かもしれませんが、近々行ってもいいか、訊きいてきましょう」

　雪蘭は笙桜と手を繫つないで、永福たちがいる洗せん濯たく場へ行った。

　笙桜を連れて、異国の奇術団を観に行ってもいいかを問うと、永福と宗馬が同時に「駄だ目めです」と首を振った。

「どうして？」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせた笙桜に、永福が「危ないからです」と告げる。

「あの奇術団がいる辺りでは、人ひと攫さらいが横行しているんです」

　新年祭を目前に控ひかえた時期なので、元々皇都はいつも以上に賑わっていたが、奇術団が逗とう留りゆうしている近辺にはたくさんの露ろ店てんが立ち、凄すさまじい混みようらしい。そして、その雑ざつ踏とうの中で、裕ゆう福ふくそうな身なりの子供が多く行方ゆくえ知れずになっているという。

「平気だよ。雪蘭が守ってくれるから！」

　笙桜が声を高くして叫ぶ。

「父上が雪蘭は剣けんの手て練だれだと仰おつしやっていたもの。だから、大だい丈じよう夫ぶだよ。みんなで行こうよ、これから！」

　ねえ、ねえ、と可愛かわいらしく纏まとわりつく笙桜の提案に、永福と宗馬は渋しぶい顔をしつつも、それ以上の反対はしなかった。どうやら、ふたりも異国の奇術団に興味があったらしい。

　笙桜に「今からがいい！」とせがまれたこともあり、四人で見物に出かけることになった。

　永福から護衛に任命された雪蘭は剣を持たされ、背中に琳公こう爵しやく家の家か紋もんが入った青地に黒の縁ふち取どりの袍を着せられた。

　星樹の代になってから使われなくなったというそれは、琳公爵家の私兵の装束だという。

「この格好なら、人間のお前さんにも竜りゆう人じん相手に遠えん慮りよなく剣を揮ふるうことができる。万が一のときには、笙桜様をしっかりお守りするんだよ」

　はい、と雪蘭が頷くと、宗馬がどこか浮うかれ調子で言った。

「まあ、お前さんがそうやって皇家ゆかりの公爵家の家紋を背負っていれば、さすがに笙桜様に手を出そうとする馬ば鹿かはいないだろうけどね」







「あれ、なあに？　美味おいしそう！　私も食べてみたい！」

　奇術というよりは妖よう術じゆつのようだった摩ま訶か不ふ思し議ぎな興行の見物を終え、帰路に就つこうとしたとき、笙桜がすれ違ちがった親子連れが持っていた、色いろ鮮あざやかな水みず飴あめの飾かざりがついた揚あげ菓が子しを指さし、目を輝かがやかせた。

　雪蘭が親子連れに声を掛かけ、尋たずねてみると、少し離はなれた場所にある露店で売っている菓子だと教えられた。奇術団の大きな天幕が張られた広場には、想像以上に賑やかな露店街ができており、人波で溢あふれていた。この混雑の中を移動するのは危険なので、永福と宗馬のふたりが笙桜につき、雪蘭が使いに出ることにした。

　店はほどなく見つかり、菓子を買って元の場所へ戻ろうとすると、永福が「雪蘭！」と大きな動作で手を振っていた。青ざめた顔で、何やらひどく慌あわてている様子だ。

　嫌いやな予感がして、雪蘭は人混みを搔かき分けて走る。

「雪蘭、大変だ！　笙桜様がいなくなってしまわれた！」

「──え？」

　雪蘭の帰りを待っているあいだ、奇術団の呼び込みがあったそうだ。路上で披ひ露ろうされた華か麗れいな技に永福と宗馬が目を奪うばわれたほんのわずかなあいだに、笙桜の姿が消えたという。

　永福と宗馬は何の気配も感じなかったし、周囲の者たちも呼び込み芸に気を取られていたため、攫われたのか、笙桜が自分でどこかへ行ってしまったのかはわからないらしい。

「今、宗馬がお探ししているが……」

「私も行ってきます。永福さんは、ここで待っていてください」

　菓子を永福に渡わたし、雪蘭は雑踏に飛びこんだ。

　手当たり次し第だい、目についた者に、笙桜の特とく徴ちようを告げ、見かけなかったかと訊いて回った。公爵家の私兵装束のおかげで大たい抵ていの者はちゃんと対応してくれたが、笙桜を見た者はいなかった。

　何人か目に声を掛けた、船着き場脇わきの茶店で休きゆう憩けいしていた舟ふな子こも「さあねぇ」と首を振った。だが、その舟子は雪蘭の懐ふところをちらちら見やりながら、もったいぶった口調で続けた。

「まあ、だけど、もし例の人攫いに遭あったんなら、心当たりの場所がないこともないな」

　外出するとき、何かあったときのための用心としていつも持ち歩いている金かね袋ぶくろを雪蘭は懐から取り出し、そのまま舟子の手に落とす。

　舟子は中身をのぞいて「うへっ」と奇き妙みように甲かん高だかい声をもらした。

「ちょっと引き返したら、簪かんざし屋と青物屋のあいだに路地がある」

　金袋を懐へいそいそとしまいながら舟子は言った。

「その先の船着き場、何かと不便なもんでほとんど使われてないんだが、最近よく停とまってる屋根つきの舟があってよ。でな、たまたま通りかかった俺の舟子仲間のひとりが、その舟に積まれてるでかい袋から、子供の靴くつみたいなものが出て──」

　最後まで聞かず、雪蘭は走り出した。

　人波を縫ぬい、聞いた通りの店のあいだの路地に躍おどり入り、全速力で船着き場を目指す。

　少し駆かけて見えてきたそこには、一艘そうの屋形舟がつけられていた。櫂かいを持った竜人の男がひとり乗っており、その足もとに麻あさ袋ぶくろが積まれていた。

　袋は、子供ひとりが入るほどの大きさだ。

「待て！」

　雪蘭の放った声に、男は焦あせったふうに舟を出そうとした。

　咄とつ嗟さに路面を蹴けり、雪蘭は岸を離れようとする舟に跳とび移った。

「な、何だ、貴様っ」

「左城将軍にして世せ襲しゆう一等公爵・琳様のご用です。積み荷を改めさせていただきます」

「人間ふぜいがふざけるなっ」

　男が腰こしに差していた短たん剣けんを抜ぬく。

　突つき出された刃は先さきをかわし、雪蘭も剣を抜いたとき、視界の端はしで麻袋が動いた。

　笙桜が助けを求めているのかもしれない。そう思うと、気が急せいた。雪蘭は手加減を忘れて剣を閃ひらめかせ、男の首筋を斬きった。傾かしいだ身体からだを水路へ蹴り落とし、麻袋の口くち紐ひもをほどく。

　中から顔を出したのは、目と口を布で塞ふさがれた金きん髪ぱつの少女だった。一いつ瞬しゆん、落らく胆たんし、しかし剣を鞘さやに収めてからすぐに少女の枷かせを取ってやる。

「もう大丈夫ですよ」

　告げた雪蘭を涙なみだ目めで見上げた少女が「後ろ！」と叫ぶ。

　振ふり向いた先で、屋形の中に潜ひそんでいたのだろう男が剣を振りかざしていた。

　凄まじい勢いで落ちてきた刃やいばが、雪蘭の頭をかすめる。空に髪かみが散ったのを感じながら抜いた剣を翻ひるがえし、男の胸を突き刺さす。

　剣を引き抜くと同時に倒たおれてきた男を川に蹴り投げる。確かめた屋形の中には麻袋がまだ三つあった。そのひとつに、意識を失った笙桜が入れられていた。







　邸やしきへ運びこんですぐ、笙桜は目を覚ました。混雑に紛まぎれて首に手刀を打ちこまれ、失神したらしく、医薬師の話では今日一日ゆっくり寝ねていれば明日あしたには元気になるとのことだった。

　湯ゆ沸わかし房ぼうの前の小部屋で切られた髪を宗馬に整えてもらいながら、そう聞かされ、雪蘭はほっとする。

「よかったです、ご無事で」

「お前さんのおかげだ、雪蘭。もし、あのまま笙桜様が攫われていたら、私も兄さんも首を括くくらなきゃならなかったよ」

「私がこんなことを言うのはおこがましいですが、相手は腕うで利ききの人攫いだったんですから、あまりご自分を責めないでください」

「とは言ってもねえ。笙桜様にもしものことがあったらと想像しただけで、背筋が凍こおるよ」

　宗馬は鋏はさみを机の上に置き、「本当にありがとう」と雪蘭の頭を撫なでた。

「それにしても、もったいなかったね。綺き麗れいな黒髪だったのに」

　人攫いの男の刃で半分以上が散ってしまった髪は、耳の少し下で切り揃そろえられた。

　永福と宗馬には「私たちの不注意が原因で、こんな頭になってしまって……。悪かったね、雪蘭」と何度も詫わびられた。しかし、それが却かえって申し訳なく感じるほど、雪蘭にとっては髪を失ったことなどどうでもよかった。

　紫薇と同じ色であることが密ひそかな喜びで、手入れを欠かさず大切に伸のばしていた髪だったけれど、不思議と惜おしむ気持ちは湧わかなかったのだ。

　笙桜が無事ならば、ただそれでよかった。

　宗馬に用意してもらった湯ゆ殿どので汚よごれを洗い流して着き替がえ、夕ゆう餉げの準備をしようと厨ちゆう房ぼうへ向かっていると、永福がやって来た。

　雪蘭が湯殿を使っているあいだに、永福からの報しらせを受けた星樹が帰ってきていたらしく、雪蘭を呼んでいるという。

「旦だん那な様には、今日のことは私と宗馬の責任だとお伝えはしたが……。もし、お叱しかりを受けたら、お前さんからもちゃんとそう申し上げるんだよ」

　永福の気き遣づかいはありがたかったが、笙桜から目を離し、隙すきを作ってしまったのは、全員の失態だ。自分ひとりだけ言い逃のがれるつもりはない。

　どんな叱しつ責せきでも受ける覚かく悟ごだったけれど、星樹の口から告げられたのは、笙桜を守ったことへの感謝だった。

「そなたには、心より礼を言う。笙桜は私の宝──この手に残された唯ゆい一いつの光だ。もし、失っていれば、生きる気力をなくしていた」

　それは、笙桜が星樹の実の子だからだろうか。

　脳のう裏りを過よぎった疑問を肯こう定ていしてほしくて、けれどもそのまま訊きくわけにもいかず、雪蘭は舌に載のせる言葉を探した。

「……笙桜様は、笙桜様のお母上に似ておられますか？」

　一瞬、間を空けて、星樹は「ああ」と淡あわく笑えんだ。

「どのようなお方だったのですか？」

「誰だれも代わりになれない女性ひとだった」

「……とても愛しておられたんですね」

「そうだ」

　心からの想おもいがこめられていることがわかる声を返し、星樹は「そなたが救ったほかの子の親たちも、そなたに感謝していた」と言った。

　袋に詰つめられていた笙桜たちを助け出したあとのことは、都軍の兵に任せてきた。星樹のもとへ上がってきた報告によると、雪蘭が斬った男たちは、狙ねらった相手の意識を手刀で一瞬にして奪う技を持つ「人ひと攫さらい職人」だったらしい。

　気絶した子供を、さも眠ねむっている自分の子のように抱だいて、誰にも怪あやしまれずに船着き場まで運び、袋に詰めて異国の商船に売り渡す。──そんな商売が近ちか頃ごろ横行しており、都軍で捕ほ縛ばく隊が編制されたところだったそうだ。

　雪蘭が見つけたあの舟ふねのほかにもう一艘、仲間の舟が近くにあったべつの船着き場にとまっており、拿だ捕ほされたという。

　そうしたことを話す星樹の声が、耳を擦すり抜けてゆく。

　雪蘭の頭の中では、笙桜の母親を「誰も代わりになれない女性」と呼んだ、やわらかくて優やさしい声が響ひびいていた。

　もし、笙桜の母親が異母姉の麗杏なら、そんな声で愛を認めたりはしないだろう。

　やはり、笙桜は星樹の子なのだ。

　あとは確かな証しよう拠こさえ見つければ、笙桜が紫薇の手に掛かかることもない。そのための内ない偵ていなら、罪の意識も少しは薄うすれる。

　安あん堵どした。──なのに、なぜだろうか。

　聞こえてきた言葉に、胸がかすかに痛んだ。







　翌日は朝から雪がちらついていた。

　玄げん関かんに飾かざる蘭らんの花を摘つんで邸へ戻もどっていたさなか、四阿あずまやの柱にもたれて佇たたずむ星樹の姿に気づき、雪蘭は足をとめた。散歩途と中ちゆうの休きゆう憩けいでもしているのか、星樹は深衣に毛皮の襟えり巻まきをした格好で、扇おうぎを手にしていた。

「おはようございます、旦那様。お散歩でございますか？」

「今日で見納めやもしれぬゆえ、山茶花さざんかを眺ながめながら、少し考え事をしておった」

　星樹は扇で、赤い花を咲さかせている山茶花を指す。

　その流れる仕し種ぐさが音でも聞こえそうなほど優ゆう雅がで、目を奪うばわれた。

　雪蘭はぼんやりと、星樹の手には剣けんよりも美しい扇が似合うと思った。

「……見納め？」

　雪蘭も山茶花へ視線をやって、またたく。

　この邸へ来た月初めに見た満開の枝ぶりから比べると、花はずいぶん減った。だが、すべてが散ってしまうまでにはまだ十日以上はかかるだろう。少なくとも、年内は持ちそうなのに、なぜ今日が見納めだと思ったのだろうと首を傾げた雪蘭に、星樹が言った。

「私は今日より、年が明けるまで帰ってこられぬ」

　宿直と新年祭の警護のための特別訓練が重なり、しばらく皇城内の左城軍軍舎に宿しゆく泊はくするという。星樹はそう告げると、雪蘭を手招きした。

　雪蘭が四阿の前に立つと、星樹がその眼まな差ざしをまっすぐに放ち「ときに、雪蘭。正直に答えよ」と言った。

「そなたは、氷ひよう糖とう菓かが好きか、嫌きらいか」

　一瞬、紫薇の密偵だと言うことが露ろ見けんしたのかと肝きもを冷やしたぶん、拍ひよう子し抜ぬけする思いで雪蘭は息を白く散らして答えた。

「……灰春香のように目がないというほどではありませんが、でも、好きです」

　言葉を紡つむいだ唇くちびるに、ふいに硬かたいものが当たった。

　星樹に氷糖菓を与あたえられたのだと気づくまで、少しかかった。

「あ……」

　驚おどろいて開いた唇の奥へ、氷糖菓を落とされる。

　その刹せつ那な、星樹の指先が雪蘭の唇のやわらかい部分を押して、離はなれていった。

　純じゆん粋すいな竜人ではない星樹の指は、ほんのり温かかった。

　その優しい熱が移ったようにじわりと頰ほおを上気させた雪蘭の舌の上で、氷糖菓が静かにほろほろと溶とけてゆく。

「灰春香にやった余りで悪いが、私は砂糖菓子が好きではないゆえ、ひとつ残ったそれをどうしようか頭を悩なやませていた」

「……考え事とは、そのことだったのですか？」

　そうだ、と星樹が頷うなずいて笑った。

　口の中に残る甘美な味のせいだろうか。一度目よりもはっきりとしていた星樹の笑みがやけに甘やかに感じられ、一瞬、軽い目め眩まいに襲おそわれた。

「城から戻ってくるときには、そなたがもっと喜びそうな物を用意しよう。約束するゆえ、私が留守にしているあいだ、永福と宗馬を扶たすけてやってくれ。ふたりはもう年だ。寒さであまり動けぬようだからな」

「はい、旦那様」

「星樹でよい」

「え？」

「そなたは我われらの家族として、この邸やしきにずっとおるのであろう？」

「……はい」

　噓うそしかつけないことが、息が詰まりそうに辛つらかった。

　ゆがんだ顔を見られたくなくて、うつむいたとき、星樹が雪蘭の腕うでの中から蘭を一輪、取った。そして、それを雪蘭の髪かみに挿さした。

「その名の通り、そなたはまさしく雪中の蘭だな」

　美しい笑みとともに与えられたやわらかな言葉に胸がいっそう痛んで、顔が強こわ張ばった。

「どうした、寒いのか？」

「いいえ……」

　雪蘭は首を振ふる。

　笙桜の命を危あやうくするようなことは自分には決してできないのだから、もういっそ喋しやべってしまいたい。けれども、それは無理だ。告げられない理由が、自分が今ここにいる本当の理由を打ち明けることで紫薇の僕しもべになる夢が泡あわと消えてしまうのが嫌いやなのか、この邸にいられなくなることが嫌なのかは、自分でもわからなかった。

　自分は一体どうしたいのだろう。どうすればいいのだろうと、頭の中がひどく混乱した。

「あの……、この前の雪の日に、街で見たことを思い出して……」

「何を見たのだ？」

　実際に見てはいないけれど、「処しよ刑けいされる罪人を運ぶ舟を」と雪蘭は小さく言う。

「ああ。官庫の米の横流しをしていたという官かん吏りだな」

「はい。その一件を裁かれたのは彩中ちゆう丞じようで……、中丞様は罪を犯おかした官吏だけでなく、その家族を皆みな処刑してしまわれたと聞きました。子供や赤ん坊ぼうまでも……」

「彩中丞なら、そうするであろうな」

　星樹は、紫薇の為ひと人となりを知っているような口調で言って、静かに頷く。

「旦だん那な様は……、星樹様は、中丞様をご存じですか？」

「城内で行き合ったときに、目礼をするていどだ。そなたは、彩中丞を知っておるのか？」

「……幼い頃ころ、故郷の関黎で、中丞様に命を助けていただいたことがありますので」

　今では何だか夢のようにも思えてしまう、遠い昔の出来事を、雪蘭は語った。

「私はずっと、中丞様をとてもお優しい方だと思っておりました。それは、間ま違ちがいだったのでしょうか？」

「誰しも、自分が庇ひ護ごしたい者に見せる顔と、敵対者に対する顔は異なるものだ」

　返ってきたのは直接的な答えではなかった。

　だが、紫薇の非情さを遠回しに肯定している言葉のように感じた。

「政まつりごとはきれいごとだけではすまされないと、わかっています。でも、将来、国に反旗を翻ひるがえすかもしれないという可能性だけで、眉まゆひとつ動かされずに子供の命を奪うことができる中丞様を、私は恐おそろしいと思わずにはいられませんでした……」

　告げて、雪蘭は星樹を見つめて問う。

「もし、星樹様が中丞様のお立場なら、どうなされましたか？」

「私はその件についての詳しよう細さいを知らぬゆえ、今ここで判断を下すことはできぬ。ただ……、力と恐きよう怖ふで抑おさえつけるだけでは人心は乖かい離りする。国が内側から弱体化するそのような策を、私はあまりいいものとは思わぬな」

　星樹はきっと、誰だれに対しても見せる顔を変えずに接するだろう。

　紫薇も星樹も高貴な竜人だ。けれども、星樹は紫薇のような、見る者の心を凍こおりつかせる目はきっとしないはずだ。

　星樹に半分、人間の血が混じっているからではない。それは、もっと根本的な心根の違いだ。

　そう強く思ったとき、雪蘭は気づいた。

　あんなにも紫薇に焦こがれていた想おもいが、自分の胸の中からなくなってしまっていることに。

　笙桜の命を危険にさらすことなど、できるはずもない。自分はもう、紫薇の密偵の役目を果たせそうもない。

　だが、かと言って、星樹に自分の正体を明かす勇気もない。

　どうすべきか悩みながら、そっと項うな垂だれた拍ひよう子しに、うなじへ雪が散る。

　ざくざくとした冷気に肌はだを切られた気がして震ふるわせた肩かたが、ふいにふんわりと温かくなる。

　首が、星樹の毛皮で覆おおわれていた。その毛皮には星樹の体温と匂においが宿っていた。肌で直じかに感じるそれがとても心ここ地ちよくて、頰がじわりと上気した。

「そなたは……」

　星樹が、何かを言いかけてやめた。そして、わずかに間を置いて口を開いた。

「彩中丞が好きか？」

　今、自分の胸の中にある紫薇への感情は複雑だ。

　翔という巨きよ大だいな皇国の太平を維い持じしていくためには、紫薇のような非情な官かん僚りようがきっと必要なのだろう。それを否定するつもりはないが、その酷こく薄はくさを慕したうことももうできない。

　ただ、思し慕ぼの気持ちがなくなったからと言って、命の恩人である紫薇を嫌いだと感じているわけではない。

　だから、紫薇を好きか嫌いかで答えることはできない。

　だが、星樹に対してならできる。

　最初は怖こわいと思っていたけれど、今はその秘められた優やさしさが──気まぐれに現れるのではない、誰に対しても変わらない温かさが好きだと答えられる。

　肌に心地よい、この甘い温ぬくもりにずっと包まれていることができたら、どんなに幸せだろう。

　毛皮に指先を絡からめ、そんなことを考えて、雪蘭はふと動どう揺ようした。

　自分の心が、星樹に惹ひかれていることに気づいたのだ。

「──あの、私が今、こうして生きていられるのは中丞様のおかげですので……」

　自分の心にいつしか芽生えていた気持ちに戸と惑まどいながら、雪蘭は曖あい昧まいに頷く。

「そうか」

　星樹が淡あわく笑えんで、雪蘭の髪をひと撫なでした。

「髪が短くなって、首が寒いだろう。その毛皮はそなたにやろう」

　そう言って、星樹は四阿あずまやを出、庭の奥へ歩いていった。　>>>♥

　遠ざかる背を見つめていると、恋こいしさと寂さびしさが同時に湧わいて、混ざって、溢あふれ出た。

　年が明けて、星樹が邸に戻もどってくる頃、自分はまだここにいるだろうか。

　密偵の役割を果たせなくなった以上、いつまでもここにいるわけにもいかないのだから、もしかしたら、今日が別れの日になるかもしれない。

　もっとべつの、誰にも噓をつく必要のないかたちで、この邸へやって来たかった。そうすれば、誠心誠意心を込めてずっと星樹と笙桜に仕えることができたのに。

　紫薇の密偵である自分には、この想いを秘めている代わりに、せめて星樹のそばにいたいと願うことすら叶かなわない。

　口の中は甘くて、首もとは温かいのに、心は苦い気持ちと凍こごえそうな寒さで一いつ杯ぱいだった。

　ただ苦しく軋きしむばかりの胸の中を少しでもどうにかしたくて吐はいた息が白く散り、朝の冷気の中に溶け消えた。







　密偵を辞やめたいと急に伝えれば、怪あやしまれるかもしれない。雪蘭は、星樹と笙桜は本当の親子だと思っているけれど、笙桜の竜りゆう化能力を隠かくしたことがもし露ろ見けんすれば、「隠した」という事実が紫薇の疑念を搔かき立ててしまうかもしれない。

　笙桜の命はどうしても守りたいので、雪蘭は星樹にすべてを話すことに決めた。

　だから、星樹が皇城から戻ってくるまではこの邸に留とどまり、自分の真心をあますところなく笙桜に捧ささげることにした。

　そうして、数日が経たった日の昼下がり、厨ちゆう房ぼうで夕ゆう餉げの下ごしらえをしていると、書の練習を終えたらしい笙桜が靴くつ音おとをぱたぱたと響ひびかせて、駆かけこんできた。

「雪蘭、見て！　上手うまく書けたよ！」

　雪蘭の選んだ詩を書き写した紙を、笙桜が自じ慢まんげに掲かかげる。

「本当ですね。とてもお上手です」

「でしょう？」

　笙桜は胸を張り、満面の笑えみを浮うかべる。

「では、お約束通り、笙桜様のお好きなおやつを作りましょう。何がいいですか？」

「淳じゆん酪らくがいい。できる？」

「ええ、できますよ」

　雪蘭は頷うなずき、鍋なべを火に掛かける。そして、永福が作り置いていた発はつ酵こうした乳と、昼餉用に搾しぼった乳の余りをその中に入れた。

「どのくらい待てばいいの？」

「それほどかかりませんよ。できたらお呼びしますので、お部屋へ戻られますか？」

「ううん。ここで待ってる」

　笙桜は木製の丸まる椅い子すに「よいしょ」と上って、腰こしを掛けた。

　わくわくした視線を背に受けながら、しばらく鍋を煮に詰つめると拳こぶしほどの大きさの、もっちりした弾だん力りよくのある白い塊かたまり──淳酪ができた。

　それを小さく切って、果実の蜂はち蜜みつ煮にを添そえ、雪蘭は笙桜に出した。

「すごく美味おいしい！　こんなに甘い淳酪は初めて！」

　白磁の頰ほおを薔ば薇ら色いろに輝かがやかせて告げた笙桜が銀の竜の姿になり、卓たくの上をくるくる回って喜びをあらわにする。

「私の故郷では、淳酪はこのように甘く煮た果実と一いつ緒しよに食べるんです」

「へえ！　私はもともと淳酪が好きだけど、こんなに美味しかったら毎日食べたいな」

「ありがとうございます、笙桜様」

　空にふよふよと浮ういたまま、蜂蜜煮のかかった淳酪に齧かじりつく笙桜を微笑ほほえましい気持ちで見つめていると、厨房に宗馬が現れた。

「笙桜様、そのようなお姿をなされて！」

　宗馬は眉を寄せて笙桜を諫いさめてから、雪蘭に永福の居所を尋たずねた。

「先ほど、灰春香に乗って、畜ちく舎しやへ行かれましたが」

「悪いが、すぐに呼んできておくれ」

「はい。何かありましたか？」

「ああ。働かせてほしいって男が来てるんだよ」

　雪蘭は畜舎へ急ぎ、鶏にわとりにつつかれながら卵を取っていた永福に用向きを告げる。

　そして、背に乗った永福に、速く走れば林りん檎ごの褒ほう美びを出すと言われて、「ぶおっ、ぶおっ、ぶおっ」と張りきり、しかし速度はいつもとあまり変わらない灰春香と並んで邸やしきへ戻った。

　厨房では、宗馬と一緒に淡い栗くり色いろの髪かみをした竜人の男が永福の到とう着ちやくを待っていた。

　竜化した笙桜は、厨房からどこかの部屋へ移されたようだ。

「白はく頼らい儀ぎと申します」

　緊きん張ちようした面おも持もちでそう名乗った男は、ところどころ焼やけ焦げた服を着ていた。

　聞くと、白は三日前まである貴族の邸に仕えていた使用人だという。

　白が口にした元主人の名を、永福も宗馬も、そして、雪蘭も知っていた。

　数日前の夜、その貴族の邸が火事で全焼し、主人とその家族、そして大勢の使用人が焼け死んだのだ。ここ二日ほど、街はその噂うわさで持ちきりで、永福たちとも火の取り扱あつかいにはいっそう気をつけようと話したばかりだった。

「旦だん那な様だけでなく、ご家族全員がお亡なくなりになり、当然、紹しよう介かい状もなく、べつの勤め先を探そうにも難なん儀ぎしておりまして……」

　白には、故郷に残してきた家族があるそうだ。

　その故郷は、寒さの厳しい山里らしい。子供ふたりが揃そろって肺の病に罹かかり、送ってやりたい薬を買う金を稼かせぐために早く働きたいのだと訴うつたえた。

「その……、こちらはお給金がいいと前々から噂で聞いておりまして……。どんなことでもいたしますし、力仕事は得意です！　どうか雇やとっていただけないでしょうか」

　お願いいたします、お願いいたします、と白は床ゆかに額を擦こすりつけて懇こん願がんする。

「まあ、とにかく顔を上げなさい」

　永福が優しく白の肩かたを叩たたく。

「事情はわかったよ。気の毒だとは思うが、今は間が悪い。さて、どうしたものか……」

　雪蘭は白の身の上に同情したし、永福と宗馬も同じ気持ちのようだ。

　だが、使用人の雇こ用ようを決めるのは主あるじの星樹であり、その星樹はしばらく邸に戻らない。

　永福と宗馬が困こん惑わくした顔を見合わせたときだった。

「雇ってあげて！」

　片手に淳酪を持った竜姿のまま、厨房に飛びこんできた笙桜が叫さけんだ。

「父上は駄だ目めだって言わないはずだよ」

　話を立ち聞きしていたらしい笙桜は、永福と宗馬の前でぴちぴちと尾おをくねらせて「お願い、雇ってあげて」と懸けん命めいに繰くり返す。

「これは、何とお美しい……」

　白があんぐりと口を開け、笙桜の竜姿に見入る。

「琳公こう爵しやく家の三代前の奥様は公主様であらせられた。ゆえに、公子わか様は竜姿を持っておられるのだ」

　宗馬が言うと、永福が「もちろん、旦那様もな」と続ける。

「私の父上はね、とってもとっても立派な竜なんだよ。鱗うろこはきらきら輝く青銀色で、どんな宝玉よりも美しいんだよ」

「公子様のお姿も、いかなる宝玉をも霞かすませるお美しさでございます」

　笙桜の前で、白が跪ひざまずく。

「琳公爵が竜姿をお持ちなのは噂で聞いておりましたが……。このような間近で尊い竜姿を拝見したのは初めてです。ありがたいことでございます」

　火事で主と職を失う不運に見み舞まわれたばかりだっただけに、感激もひとしおなのだろう。

　誇ほこらしげな様子の笙桜はよくよく見ると口の周りを淳酪で汚よごしていたけれど、そんな食いしん坊ぼうの小さな銀の竜を、白は顔の前で手を擦り合わせて拝み出した。

　純じゆん朴ぼくな男らしい白を、星樹が戻ってくる年明けにまた来いと追い返すのは忍しのびないと永福と宗馬は思ったようだ。

　ふたりは雪蘭に、皇城の星樹のもとへ行き、白の採用の可否を問う使いを命じた。

「わかりました。では、すぐに行ってまいります」

　おそらく星樹は否いなとは言わないだろう。だからこそ、白のために日が暮れてしまう前に返事を持ち帰りたい、と雪蘭は思った。

　持っている深衣の中で一番上等なものに着き替がえ、雪蘭は邸を出た。

　皇城へは舟ふねで向かうのが一番早い。呼びとめた流しの小舟に乗りこむ。

　舟に揺ゆられながら、星樹に会った際、自分が紫薇の密みつ偵ていだということを明かそうか迷った。だが、結局、当初の予定通り、星樹が邸へ帰ってくる年明けに話すことにした。

　自分の告白でもし星樹が激げき怒どすれば、白に迷めい惑わくがかかるかもしれないと思ったのだ。

　小半刻ほどで、皇城に到着した。

　透すき通った冬の光を弾はじいて輝く甍いらかの荘そう厳ごんな朱しゆ色いろが眩まぶしくて、雪蘭は双そう眸ぼうを細める。

　皇都の中で最も大きな湖に浮かび、数百の舎しや殿でんから成る皇城は途と方ほうもなく巨きよ大だいな宮殿だった。優ゆう雅がな屋根つきの高い石いし塀べいが延々と続いてそのぐるりを囲み、いくつもの厳いかめしい門もん楼ろうが配置されている。

　商人や、皇城内で下働きをしている者などの人間のみが出入りする通用門近くの船着き場で舟を下り、雪蘭は永福に持たされた琳公爵家の家か紋もん入りの牌はいを赤い鎧よろい姿の衛え士じに見せた。

　宮きゆう廷ていでは不ふ遇ぐうとは言え、一いつ介かいの兵士にとって世せ襲しゆう一等公爵は雲の上の存在だ。牌の家紋を確かく認にんし、顔に緊張を走らせた衛士たちに雪蘭は用向きを告げ、星樹のもとへの案内を乞こう。

　星樹は今、左城軍の軍舎にいるという。衛士のひとりに先導され、門の向こうに延びる広い石いし畳だたみの道を歩く。

　ほどなく、また門が現れる。門衛所で取り次ぎがされ、そこからは案内役が別の衛士に替かわった。門を守る兵士という立場は同じでも、立つ場所によって格が異なるのだろう。先ほどの兵士と比べると格段に立派な装よそおいのその衛士を見て、雪蘭は「あ」と声をもらした。

　露ろ店てん街で会った、あの男装した赤毛の麗れい人じんだった。やはり、武官だったようだ。

「そなたは……、いつぞやの油売りの小使いか」

　赤毛の麗人も、雪蘭のことを記き憶おくに残していたようだ。

「……油売りは、もう店じまいをしました」

「ほう。で、その髪はどうしたのだ？」

「人ひと攫さらいの賊ぞくと戦った際に、切られました」

　簡潔に答えた雪蘭に面白がる笑えみを返し、麗うるわしい赤毛の衛士は「左城軍の軍舎はこちらだ」と歩き出す。そのあとを、雪蘭は追う。

「しっかり、将軍にお仕えしておるか？」

「はい。先日、ご褒美に氷ひよう糖とう菓かをいただきました」

　氷糖菓か、と衛士は笑った。

「そなた、いくつだ？」

「二十二にございます」

「では、まだ菓子で喜べる歳だな」

　揶揄からかい口調で言った衛士はいくつなのだろう、と思ったが、女性に年ねん齢れいを訊きくわけにはいかないので、べつのことを尋ねてみた。

「貴女あなた様さまは、琳将軍とお知り合いですか？」

「何度か手合わせいただいたことがあるていどだ」

「そうでしたか。将軍のお人ひと柄がらをよくご存じのようでしたので、将軍にお仕えされたことがあるのかと……」

「琳将軍は軍務に就つかれて以来、左城軍に籍せきを置かれておるゆえ、女の兵はひとりもお持ちではない」

「え？」

「右城軍は男女混合で編制されておるが、左城軍は男のみなのだ」

　今まで気にしたことはなかったが、言われてみれば、街を巡じゆん邏らする左城軍の兵士の中に女性を見た記憶はない。

「ああ、確かに……」

「私の母が若かった時分には、左城軍にも女の兵がいたそうだがな」

「なぜ、今はいないのですか？」

「この数十年で皇都へ流れこむ人間の数が増え、治安が悪化したためだ。だから、女の兵が城外の守護に就くことが禁じられた」

　安全な場所にしかおれぬ兵士とは、何とも本ほん末まつ転てん倒とうな話だがな、と衛士は苦く笑しようする。

「女性とは言え、武官の方でも危険だと思われるほど、皇都の治安は悪いのですか？」

　つい先日、人攫いの賊に遭あったばかりだが、どんなに栄えている街も輝かがやかしい光だけでできてはない。必ずどこかに暗部を抱かかえているものだ。それでも、街中へ買い物に出ればひとりで歩いている女性や子供をよく目にするので、皇都はそれなりに安全な街なのだと思っていた。

　だから、雪蘭は衛士の言葉を意外に感じた。

「禁軍の兵が襲おそわれるようなことはさすがに起こっておらぬが、私が子供の頃ころと比べると肌はだに感じる空気が明らかに変わってきている」

　大事が起こらねばよいが、と低く声を落とした衛士のあとについて新たな門をくぐり、回かい廊ろうに出た。この回廊を抜ぬけた先に、左城軍の軍舎はあるという。

　気の毒な白のために早く朗報を得たい。そして、あと何度顔を見られるかわからない星樹に会いたい。胸の中で混ざり合う気持ちに急せかされて、足を速めてすぐのことだった。

　向かい側から、三人の男がやって来るのが見えた。かなり地位の高い貴人のようだ。三人とも、豪ごう華かな錦にしきの袍ほうをその身に纏まとっている。

「跪け、皇弟殿下だ。通り過ぎられるまで、決して頭を上げるな」

　早口でそう囁ささやいた衛士と共に、雪蘭は慌あわてて膝ひざを折り、こうべを垂れた。

　少しして、雪蘭たちの前で皇弟一行が立ち止まった。

「衛士よ、そなたが連れておる、その珍ちん妙みような頭をした者は人間だな」

「御ぎよ意い。この者は琳将軍のお邸やしきよりの使いにございます、殿下。急ぎの用があるとのことで、左城軍の軍舎へ案内しておりました」

「ほう。琳の家人か。面おもてを上げよ」

　頭上から、奇き妙みようにひんやりとした響ひびきを帯びた声が落ちてくる。

　雪蘭はおそるおそる従い、視線を上げる。

　高い位置から雪蘭を見下ろす洋玉の目は、笙桜と同じ色をしていた。けれども、そこに笙桜が持つような美しい紅あかの煌きらめきはない。まるで硝子ガラス玉のような不気味な冷たさばかりが際きわ立だつ眼まな差ざしと、鼻を突つく酒さけ臭くささに、雪蘭は思わず肩を震ふるわせた。

「衛士よ、そなたはもう下がってよいぞ。この者は私が連れてゆく」

「殿下が……でございますか？」

「私も琳に用があったのを思い出したのだ。そのついでだ」

　来い、と短く告げて、洋玉が歩き出す。

　洋玉の側近らしい男たちが「何をぐずぐずしておる。殿下のお召めしぞ！」と声を荒あららげる。

　頭の中では、露店街の店主や宗馬たちに聞かされた洋玉の噂うわさがぐるぐると回っている。

　とても親切心から案内役を買って出てくれたとは思えず、足がすくんだが、逆らうことなどできるはずもない。

　目に同情の色を浮うかべる衛士に会え釈しやくをして、雪蘭は洋玉のあとに従った。

　酒が気まぐれな温情を生んだだけであってほしいと思ったけれど、それは空むなしい願いに終わってしまった。星樹のいる軍舎は回廊を抜けた先なのに、洋玉が足をとめたのはその途と中ちゆうの小さな堂の前だった。

　洋玉が堂の扉とびらを開け、中へ入る。直後、雪蘭の両りよう脇わきに立った男たちに強い力で腕うでを摑つかまれ、突き飛ばされた。

　雪蘭が洋玉の足もとに転がり倒たおれた背後で、扉の閉まる音が重く響く。

　窓には青い玻は璃りが嵌はめられ、あまり光が射さしこまない室内には美しい透かし彫ぼりが施ほどこされた榻ながいすや螺ら鈿でん細工の円えん卓たくが置かれていた。

　奥には大きな衝つい立たてがあり、その向こうには天てん蓋がいのついた寝しん台だいらしき影かげが見えた。

　何のための部屋なのかはわからないけれど、淫いん靡びな空気を感じて、首筋が粟あわ立だった。

「……殿下。ここはどこでございましょう？」

「どこでもよい」

　無む慈じ悲ひな声こわ音ねで告げた洋玉の目配せを受け、側近たちが雪蘭を部屋の奥へ引きこみ、寝台の上に投げ落とす。

「……っ。わ、私は、急ぎご主人様に報告せねばならない大切な用を、仰おおせつかっております。どうか、出してくださいませ」

　寝台は、五、六人は一いつ緒しよに上がれそうなほど広かった。

　したたかに打ちつけられた身体からだに感じた痛みよりも、洋玉たちに囲まれて異様な大きさの寝台に乗せられている意味のほうに恐きよう怖ふを覚え、喉のどが引き攣つった。

「早く出たければ、早く我われらを楽しませてみよ。今日は昼の宴うたげに現れた女どもが醜女しこめばかりで、気き鬱うつなのだ」

「どうか、お許しくださいませ。人間の私など、殿でん下かのお目め汚よごしになるだけです」

「案ずるな。私は人間がそれほど嫌きらいではない。美しい黒くろ髪かみと、その漆しつ黒こくが映はえる象ぞう牙げの肌をした者ならば、むしろ好ましく思うぞ」

「宮殿の厨くりやの水みず汲くみ下人から、殿下のお側そばつきに取り立てられた者もいたほどだ」

「もっとも、見た目しか取り柄えのない愚ぐ鈍どんな者だったゆえ、殿下はすぐにお飽あきになって皇城から放り出されてしまわれたがな。さて、そなたはどうであろうな」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべて寝台に乗ってきた洋玉たちは、唇くちびるの端はしから牙きばをのぞかせていた。

　嚙かまれたらひとたまりもなく身体の自由を奪うばわれ、嬲なぶりものにされる。

　綿がたっぷり詰つめられている敷しき物ものの上を、雪蘭は後ろ手にじわりと逃にげた。

　洋玉は噂で聞いた通りの偉い丈じよう夫ふだが、ふたりの側近は細身の優やさ男おとこに見える。本気で抗あらがい、戦えば、ここから逃げることは可能かもしれない。しかし、そうすることで、雪蘭自身はもちろん、主人である星樹も罪に問われる可能性がある。

　ただでさえ、自分は星樹を欺あざむいている。この上、枷かせになるようなことはしたくない。

　どうしよう、どうしようと迷うことしかできない雪蘭の深衣の領えりを、洋玉が引き裂さいた。

「あっ」

「ほう、これはよい」

　冷たい空気に晒さらされた雪蘭の肌を、洋玉が紅い双そう眸ぼうを細めて眺ながめやる。

「そなた、極ごく上じようの肌をしておるではないか」

　まるで肌を舐なめられているかのような不快感を覚え、息を詰めたときだった。

　胸むなもとへ洋玉の顔が近づいてきたかと思うと、乳ち首くびに牙を立てられた。

　小さな肉芽を、ぷつりと穿うがたれる。

「あ、ぁ……！」

　痛みは感じなかった。けれど、嚙まれた場所が燃えるように熱く、ひどい目め眩まいがした。

　視界がぐにゃりとゆがみ、身体の力が一気に抜けていった。







　側近の男たちの手によって、纏っていた衣ころもが乱暴に奪われてゆく。

「あ、あ……。お……、お許し、を……」

　どうにかして逃げたい。頭ではそのことばかりを考えていたけれど、身体の内側で膨ふくれ上がる奇妙な熱と疼うずきのせいで、手足が思うように動かなかった。

　人間が竜人に嚙まれると、注入される体液が媚び薬やくとなるという噂は、どうやら本当だったらしい。ろくに抗えないまま全ぜん裸らにされた雪蘭は両脇を側近に支えられ、寝台の中央で胡座あぐらをかいて寛くつろぐ洋玉の前に立たされた。

「ほう。それほど小さくはないのに皮つきで、透すき通るような珊さん瑚ご色いろの花芽とはな。根元の茂しげみもまだまだ薄うすいし、何やら、却かえって卑ひ猥わいだな」

　申し訳ていどの叢くさむらと、先せん端たんの半分ほどを薄うす桃もも色いろの皮ひ膚ふに包まれた性器を、紅い眼差しでしげしげと眺められる。洋玉も側近たちも袍を脱ぬいでおらず、自分だけが一糸纏わぬ姿であることが恥はずかしく、肌の火ほ照てりが深くなる。

　もじもじと逃げ腰ごしになると、左に立つ側近のひとりに臀でん部ぶの薄い肉を「じっとしていろ」と鷲わし摑づかみにされた。

　双そう丘きゆうの片側をねっとりとした手つきで揉もみしだかれ、気持ちが悪いのに、粟立つ肌の下では血がふつふつと滾たぎっていた。

「ふっ、ぅ……っ」

「皮の下からのぞく実の色が熟うれる寸前の李すもものようで、実にそそられますな」

　右に立つ側近が言うと、洋玉が「確かに」と薄く笑った。

「無理やり剝むいてみたい衝しよう動どうに駆かられるな」

　唇の端を吊つり上げ、上半身を近づけてきた洋玉が、雪蘭の性器の先に指で触ふれた。

「ひぅっ」

「そなた、この愛らしい花芽を使ったことはあるのか？」

　守る包皮のない、敏びん感かんな部分を指の腹で押し撫なでられ、内うち腿ももがぞわぞわと震える。思わず傾かしいだ身体を、双丘の丸みをぐにゅっと強く握にぎられて支えられた。

「あぁ！　い、やぁ……っ」

「嫌いや、ではわからぬ。あるのか、ないのか、どちらだ？」

「早くお答えせぬか、人間」

　右側の男が声を荒らげ、雪蘭の乳首を摘つまんでねじる。

「ああぁっ」

　性器の先を擦こすられ、尻しりを揉まれ、乳首をくりくりと転がされ、脳のう裏りで火花が続けざまに散る。

　前からも後ろからも身体をまさぐられ、問われても、返事をする余よ裕ゆうなどなく、ただ首を振ふった直後、頂の割れ目をこじ開けるように爪つめを立てられ、鋭するどい痺しびれが腰骨に深く響いた。

「ああぁっ」

　身体の中心をずくっと刺さされたようなその衝しよう撃げきは紛まぎれもない快感で、雪蘭の花芽は根元から大きくしなり、芯しんを持って膨れ上がった。

　ぬりっと先端の皮が剝けた昂たかぶりは勢いよく空へ伸のび、すぐそこにあった洋玉の頰ほおに強く跳はね返って淫みだらに踊おどり揺ゆれた。

「そんなもので私を叩たたくとは、いい度胸だな、そなた」

　双眸の紅あかを濃こくした洋玉は笑っていて、怒おこっているのか、愉たのしんでいるのか、雪蘭にはわからなかった。

「あ……、も、申し訳……」

「脚あしを開け」

　謝罪を遮さえぎって低く放たれた声に心がすくみ上がり、雪蘭は反射的に脚をきつく閉じた。だが、すぐさま側近たちの手が腿に掛かかり、無理やり左右に広げさせられた。

　洋玉の手が、脚のあいだに伸びてくる。緊きん張ちようと、牙によって与あたえられた媚薬の疼きとが混ざり合い、表面をひくつかせて垂れていた陰いん囊のうを手の甲こうで撥はね上げた洋玉の指は、会え陰いんをゆっくりとすべり、その奥の窪くぼみの上でとまった。

　そこに指の腹が押し当てられ、掛かった圧力で襞ひだのふちがめくれた。

「あ、あ、ぁ……」

　嫌だった。涙なみだが込み上げてくるほど、気持ちが悪い。

　なのに、雪蘭の身体は心を裏切って、勝手な興奮を高めている。

　入り口の肉襞は未知の快感を求めるようにぴくぴくと波打っており、下腹部では昂りが反る角度をきつくしていた。

「ここを使ったことはあるか？」

「──な、ない、ですっ」

　初物か、と冷ややかに笑った洋玉が指先に力を入れる。

　雪蘭も窄すぼまりを精せい一いつ杯ぱい固くして、指の侵しん入にゆうを必死で阻はばんだ。

「あ、あ……。お願い、です。挿いれ、ないで……、ください」

「ほう。嫌なのか？」

　双眸をたわめた洋玉が、めくれた襞を爪で引っ搔かく。

「く、ぅっ。──いっ、挿れ、ないでっ、くだ、さいっ」

「人間の分際で、何を申すか！　もったいなくも、皇弟殿下のお情けを頂ちよう戴だいできるのだぞ。泣いて、ありがたがらぬか！」

　左側の側近が、雪蘭の臀部をしたたかに打って怒ど鳴なる。

「ああっ。……わ、私には、過ぎた果報、ですっ。どうか、どうか……っ、お離はなし、くださいませっ」

「頑かたくなだな。好いた相手がおるのか？」

　問われ、星樹の顔が脳裏に浮うかぶ。

　紫薇への思し慕ぼの念がもう残っていないことを改めて実感した胸の奥から、星樹を恋こうる気持ちが溢あふれ出てくる。

「……おり、ます」

　胸に広がった痛みに、雪蘭は声を震ふるわせる。

　まだ芽生えたばかりの星樹への恋こいは、決して叶かなわないものだ。貞てい操そうを守る意味などないとわかっていても、星樹以外に触れられるのはどうしても嫌だった。

「ですから、どうか、お許──、あああぁ！」

　最後まで乞こうこともさせてくれず、洋玉の指が雪蘭の中へ無む慈じ悲ひにずぽっと埋うまった。

「──だ、出し、て……っ」

　肉にく環わを貫つらぬかれる初めての衝撃に、雪蘭は狼狽うろたえた。

　狭せまい処女地を侵おかそうとする指を押し出すために腰を振り立てたけれど、懸けん命めいの収縮は易やす々やすと撥ね返されてしまう。

「あっ、あっ！」

　洋玉は雪蘭の中を無ぶ遠えん慮りよに穿ち、痙けい攣れんする肉にく筒づつをぐいぐいと掘ほり進んだ。

　指が根元まで埋まると、硬かたい爪の先で奥の肉をえぐってから、来た路みちを戻もどった。それから、再び奥をずりっと突ついた。

「──うっ、あっ」

　抜ぬき挿さしのつど、擦られる粘ねん膜まくがいびつに引き攣つれる。媚薬で肌はだは火照っても、女のように潤うるおうわけでもない場所を乱暴に搔き回され、雪蘭は眉まゆ根ねを寄せて悶もだえた。

「くっ、ひぃ……っ」

「いかにも初物らしいが、色気のない声だな」

　初めての侵しん略りやくにわななく隘あい路ろをずぼずぼとほじりながら、洋玉が鼻を鳴らす。

「それに、やはり、孔あなが固い」

　言って、指を引き抜いた洋玉は、雪蘭の右側に立つ側近に「濡ぬらして、ほぐせ」と命じ、気け怠だるげに横おう臥がした。

「御ぎよ意い」

　応じた側近が雪蘭を突き飛ばし、倒たおれた身体からだを踏ふみつけた。そして、雪蘭の脚のあいだで膝ひざ立ちになったかと思うと、自身の下か肢しをまさぐって、男根を取り出した。

　すでに漲みなぎっていたそれは、ぎょっとするほどの太さと長さだった。

　そそり立って脈動する己おのれの充じゆう溢いつを、側近の男は素す早ばやい手の動きで扱しごく。ほどなく、先端から淫いん液えきがぶちゅっと噴ふき出し、張りつめた裏筋に浮かぶ血管がさらに太った。

「痛い思いをしたくなければ、じっとしていろ」

　男が雪蘭の片足を抱かかえ上げ、熱くぬるつく先端を窪地に押し当てた。

「──ひっ」

　窪みにぴったりと密着した切っ先のどっしりとした丸みに、肉環をわずかにぬぬぅっと引き伸のばされる。

　窄まりの表面と、その内側のごく浅い部分に、熱いぬめりを感じた。

「やっ、……やぁっ！」

　咄とつ嗟さによじって逃にげようとした腰を、もうひとりの側近に押さえこまれる。

　ふたりがかりで自由を奪うばわれ、犯おかされることへの恐きよう怖ふ心で胸がいっぱいになり、雪蘭は眦まなじりを濡らした。

「くっ……、う、ぅ……っ」

　敷しき布ふをきつく握り締しめ、せめてもの抗あらがいとして、後こう孔こうにぎゅっと力を込めて収縮させた直後のことだ。

　怒ど張ちようの先を宛あてがっていた男が、その太い幹を指で押しつぶすような動きを見せながら大きく胴どう震ぶるいをして、射精した。

　挿そう入にゆうすることなく、雪蘭の肉にく洞どうの入り口と自身の精路を密着させた奇き妙みような格好のままで。

「──あっ！　ああぅ……っ」

　繫つながった部分から、男の放った夥おびただしい量の精液がどっと流れこんでくる。

　重く粘ねばりつく体液に内側の肉をずろずろと舐なめ啜すすられ、粘膜を溶とかされているような、これまで一度も体験したことのないたまらない感かん触しよくに、雪蘭は空を蹴けって悶えた。

「あ、あ、あ……。ふっ、くぅ……」

　熱い、と雪蘭は喉のどを仰のけ反らせて、爪つま先さきを震わせた。

「どうだ？　破は瓜かの痛みを知る前に、男お胤だねの熱を知った感想は」

　淫いん靡びな笑えみを含ふくんだ洋玉の声に、雪蘭は答えられなかった。

　屈くつ辱じよくや羞しゆう恥ちのせいではない。離れて行った男根の代わりに、側近ふたりの指が白はく濁だくにまみれた肉襞の奥へ突き立てられたからだ。

「ああぁ！」

　ふたりの指が、代わる代わる雪蘭をずぶりずぶりと串くし刺ざしにした。

　深く、浅く掘りこまれ、捏こねられ、搔き回される肉筒の中で疼うずきを孕はらんだ摩ま擦さつ熱が生じ、全身へ燃え広がってゆく。

　その熱を吸いこんだかのように硬く尖とがり勃たった乳ち首くびをきゅっと摘つままれ、ぐりぐりと揉もまれ、灯ともった芯を擂すりつぶされる。硬こう度どと膨ふくらみを増す肉にく茎けいを扱かれ、色づきを濃くする陰囊をついでのように握にぎられる。

「はっ、あ……っ。あ、あ、あ……」

　穿うがたれる孔から、ぬちゅっ、ぐちゅうっと卑ひ猥わいに湿しめった水音が散り、指の出し入れのつど漏もれてくる白濁の泡あわが肌をすべり落ちながらぷちぷちと弾はじける感覚に、理性を削られた。

　どの手にどこをいじられているのか、だんだんとわからなくなってくる。

　無理やり与えられる快感がどうしようもなく辛つらいのに、男たちの手の動きに合わせて腰こしを淫みだらにくねらせずにはいられないことが情けなかった。

「あっ、あっ……！　いやぁ……っ」

「嫌いやだ？　噓うそをつけ。お前の逆さか鉾ほこはあさましく涎よだれを垂らして、今にも弾けそうではないか」

　誰だれのものか判然としない声に嘲あざ笑わらわれ、雪蘭はのろりと視線を下腹へやる。

　指し摘てきされた通り、真っ赤に膨れ上がった屹きつ立りつの先から、透とう明めいな蜜みつが糸を引いてたらたらとしたたり落ち、根元に淡あわく茂しげる叢くさむらをてらてらと光らせていた。

　あまりに濫みだりがわしいそのさまに──自分の身体がはっきりと歓かん喜きしているその証あかしに、どうにか持ちこたえていた雪蘭の理性は灼やき切れてしまった。

　頭の中が、大きな快楽の波に吞のまれてゆく。

「あっ、あっ、あっ！」

　硬い指先でじゅぼっと突かれると、奥の粘膜に刺ささる甘美な衝しよう撃げきと泡立った白濁がぴゅっと漏れ飛ぶ感触とが混ざり合い、腰が高く浮き上がる。

　ぬかるみ、蕩とろけた肉をぐちゅぐちゅに捏ねられると、丸めた足先の痙攣がとまらなくなる。

「あ、あ……。はっ、あぁん……！」

　強きよう烈れつな愉ゆ悦えつに侵された頭の中は、朦もう朧ろうとしていた。

　はしたなく腰を回し、さらなる愛あい撫ぶをねだって指を締めつけているのは、一体誰の身体だろう、とぼんやり思いながら、雪蘭は高く喘あえいだ。

「あ、は……っ。あぁっ……、んぅ……っ」

「そろそろ、やわらかくなったようだな。声が濡れてきた」

「御意」

　誰かがそんな会話を交かわしたあと、雪蘭を穿つ指がいきなり増えた。

　三本なのか、四本なのか、それ以上なのかわからなかったが、肉環をぐにゅうっと大きくこじ開けられた。そして、複数の指がいっせいにどすりとめりこんできた。

「──あぁ！」

　ぬかるみの奥に受けた突きこみの圧力で、眼前に閃せん光こうが走った。

　にゅうっと空に伸のび上がった陰いん茎けいの先から、びゅるびゅると白く濁にごった蜜が散った。

「あ、あ、あ……」

　幼い頃ころから紫薇のもとへ上がることしか考えていなかった雪蘭は女とも男とも──誰とも情を交わしたことがない。

　色めいた経験と言えば、成人後、年ねん齢れいに不ふ釣つり合いな初心うぶさを心配した兄たちに、淫いん書しよをたくさん贈おくられてどぎまぎしたことくらいだ。

　生まれて初めて知った、他人の手によって与あたえられた絶頂感は凄すさまじく、雪蘭は放心状態でただ浅い呼吸を繰くり返した。

「殿でん下か。よきほぐれ具合かと」

　側近たちが、深い悦楽にのたうつ肉筒から指をぐぽっと引き抜く。

　異物が出ていっても、ぽっかり開いたままの孔から、大量の白濁がぶぽぽっと聞くに堪たえない音を響ひびかせて垂れてくる。

「あ……、ぁ……」

　泡立った白濁が双そう丘きゆうの割れ目をぬめぬめとすべっていくのが不快で、眉根を寄せたとき、ふいに部屋の扉とびらが開いた。

「失礼いたします」

　室内に響いたその声は、聞き覚えがあるものだった。

　雪蘭は大きく目を瞠みはって、息を吞んだ。

「殿下のお楽しみの最中に、無礼でありましょう、琳将軍」

　そう制した側近を一いつ顧こだにせず、軍衣姿の星樹が寝しん台だいの前へ進み出て跪ひざまずく。

「殿下。その者は私の家人。どうかお返しくださいますよう、お願い申し上げます」

「これほど見目よい人間は久しぶりだ。死なせぬよう手加減はするゆえ、しばらく我われらに貸せ」

　横臥したまま、洋玉が笑う。

「それは致いたしかねます」

　星樹がきっぱりと首を振ふると、洋玉が身を起こした。

「私に逆らうのか、琳」

「こればかりはどうかご容よう赦しやを。私が妻に娶めとるつもりの者ですので」

　一いつ瞬しゆん、幻げん聴ちようが耳に届いたのかと思ったけれど、洋玉の口から「妻ぁ？」と高く放たれた声がそうではないことを報しらせた。

「正気か？　人間を妻にだと？」

　はい、と星樹は静かに応じる。

「ですので、お返しください。いかに皇弟殿下といえども、世せ襲しゆう一等公こう爵しやくである私が正妻として娶ると申し上げた者へのご無体は許されませぬぞ」

「なかなか面おも白しろい冗じよう談だんだな、琳よ」

　洋玉はせせら笑う。

「お主、自分が何を言っているか、わかっているのか？　名めい誉よある世襲一等公爵家の正妻に人間を据すえるなど、爵位を剝はく奪だつされてもおかしくない愚ぐ行こうぞ」

「普ふ通つうはそうでしょう。しかし、私には陛下のお許しをいただける確信がございます」

「確信？　何だ、それは」

「今、ここで殿下にお伝えする必要はないことです」

　双そう眸ぼうに強い光を宿し、星樹は言う。

「万が一、お許しがいただけずとも、その者は私にとって何ものにも代えがたい存在。爵位と引き換かえにしても、惜おしくなどない者。どうぞ、お返しください」

「それは本心か、琳。私からこの解語の花を取り上げるための、この場しのぎの方便ではあるまいな」

「私の言葉に偽いつわりはありません、殿下」

「ならば、その証を見せよ」

　言って、洋玉が寝台から下りる。ふたりの側近もそのあとに続く。

「これより、我らの前で、その花を抱だけ」

「──何を申されますか、殿下。お戯たわむれが過ぎましょうぞ」

「お主が抱かぬなら、我らが抱くまで」

　初めて狼狽うろたえた様子を見せた星樹に、洋玉は酷こく薄はくな笑みを向ける。

「その花を守りたければ、我らを愉たのしませるのだ、琳」

　洋玉は今度は榻ながいすの上で横おう臥がして、言った。

「ただ硬いだけの花を抱きつぶすより、お主が日頃のとりすました聖人君子面づらをかなぐり捨てて花を食らう獣けものとなるさまを眺ながめながら酒を飲むほうが、興が乗りそうだ」

　そんな洋玉の言葉を受けて、側近たちは棚たなから酒さか瓶びんや器うつわを取り出して酒しゆ宴えんの準備を始める。

「琳よ。お主らがまことに愛を誓ちかい合った仲ならば、その若すぎる花をお主の男お柱ばしらで妖よう花かとしてみせよ」

「……従えば、この者を返していただけるのですね？」

「皇家の名誉にかけて誓おう」

　浅く頷うなずいて立ち上がった星樹に、洋玉が「では、脱ぬげ」と告げる。

　星樹が軍衣を脱ぐ。現れた裸ら体たいを眺めやった洋玉が「みごとな男柱だ」と笑った。

「始めよ」

　洋玉が優ゆう雅がな仕し種ぐさで振った手に、側近たちが杯さかずきを載のせ、酒をそそぐ。

　寝台がわずかに軋きしむ。雪蘭の足もとに立った星樹が息を吞む気配がした。

「何という、むごいことを……」

「私を、見、ないで……、ください」

　星樹が洋玉に告げた言葉は、自分を救ってくれるための噓。

　けれども、雪蘭が星樹に抱いだく恋こい心ごころは本物だ。名前も知らない男に流しこまれた泡まみれの白濁を脚あしのあいだから垂らしている姿など晒さらしたくなかったけれど、下か肢しにまるで力が入らず動けなかった。

「許せ、雪蘭……」

　屈かがみこんできた星樹の手が、雪蘭の頰ほおをそっと撫なでた。

「そなたを助けたかったのに、間に合わなかった」

「こうして来ていただけただけで、十分です」

　本心だった。けれど、こんな無様な格好を見られてしまった恥はずかしさと、星樹が目の前にいることの安あん堵どが混ざり合って、眦まなじりに溜たまっていた熱を押し流した。

　頰を伝い落ちる熱い雫しずくを、星樹の指がぬぐった。

「何をしておる。私が所しよ望もうしたのは、そのような三文芝しば居いではないぞ、琳」

　洋玉が杯を呷あおり、焦じれた声を放つ。

「人間。琳の男柱をしゃぶって、猛たけらせよ」

　その命令に躊躇ためらう間もなく寝台に乱入してきた側近のひとりが、星樹を洋玉に向かって立たせ、さらに雪蘭の上半身を無理やり引き起こした。

　そして、「咥くわえるのだ」と低く言って、雪蘭の顔を星樹の股こ間かんに押し当てた。

　濃こく密集した青銀の翳かげりの中へ、鼻先が沈しずむ。

　みっしりと茂る陰毛の下に伸びている星樹の男根はまだ昂たかぶっていなかったが、それでも、雪蘭を汚よごした側近のものよりも大きくて長く、まるで太々とした蛇へびのようだった。

　亀き頭とうと幹の段差も恐おそろしく高い上に、鰓えらの張り具合も凄まじい。

　呆ぼう然ぜんとせずにはいられない威い容ようだった。猛れば一体どれほど凶きよう悪あくな形になるのだろう、とたじろいだ雪蘭を、側近が「早くせぬか」と急せき立てる。

　その側近の手を払はらいのけた星樹が、雪蘭の怯おびえをあやすように頭の後ろを撫でた。

「雪蘭、すまぬ」

　詫わびられて、胸が痛んだ。

　洋玉たちの視線には羞しゆう恥ちや嫌けん悪おを覚えるし、星樹の男根の長大さには驚おどろいた。

　だが、それだけではない気持ちも確かにあった。

　洋玉に嚙かまれたせいでおかしくなっているのか、こんな形であっても、恋こいする相手と繫つながれることを──自分の中へ初めて迎むかえ入れる肉の熱が星樹のものであることを、雪蘭は心のどこかでいびつに悦よろこんでいた。

「……いいえ。いいえ、星樹様」

　雪蘭は目を伏ふせて首を振る。自分のあさましさを恥じながら、両手で挟はさんで持ち上げた星樹の男根を、口に入る部分だけ咥えた。

　含ふくんだのはわずかな先せん端たん部分だけなのに、口こう腔こう全体を圧する質量に思わず眉まゆ根ねを寄せつつ、雪蘭はおずおずと舌を閃ひらめかす。

「んっ、ふ……ぅ」

　兄たちにもらった淫書に書いてあったことを思い出しながら、伸ばした舌で裏筋を押しつぶし、亀頭のくびれを擦こすり、鈴すず口ぐちを突ついた。

　書から知識を得ただけの拙つたない行こう為いだ。だが、雪蘭が舌を這はわせるたび、星樹の男根は嵩かさを増してゆき、いくらも経たたないうちに先端すらも咥えていることが難しくなった。

　そして、手で支えている幹も大きく張りつめ、発火でもしているのかと思うほど熱い。

「おお、見ろ。あの花は琳の男柱を美味うまそうに頰張りながら、尻しりの孔あなからそちの白しろ蜜みつを垂らしておるぞ。何と淫みだらで面白き光景か」

　洋玉に笑われ、前まえ屈かがみになって口こう淫いんに耽ふけるうち、無意識に後ろへ突き出してしまっていた腰こしの奥から、先ほどの白はく濁だくが敷物の上に重く糸を引いて漏もれ落ちていることに気づく。

　意識したとたん、悪お寒かんめいたものが背筋を走り、雪蘭はぶるりと腰を震ふるわせた。

「雪蘭、私の声だけを聞け。ほかの声には、耳を貸さずともよい」

　星樹の優やさしい指に耳裏を愛あい撫ぶされ、首筋を撫でられ、雪蘭の肌はだは熱く火ほ照てった。

　恥ずかしい。息苦しい。気持ちがいい。──頭の中で色々な感情が混ざり合い、それが奇き妙みような興奮を生み、雪蘭は懸けん命めいに舌を動かした。

「ふっ、く……っ。んぅ……」

　やがて、舌にぬるつく苦みを感じはじめた頃ころ、洋玉が「もう、そろそろよかろう」と笑えみを含んだ声を響ひびかせた。側近の手によって、星樹から引き離はなされる。

「あっ」

　雪蘭の口からこぼれ出た星樹のものは、はちきれんばかりに膨ぼう張ちようして反り返っていた。

　裏筋に太くくっきりと浮うき出た幾いく本ほんもの筋は音が聞こえそうな激しさで脈動しており、先端から大量に漏れる先走りがその表面を伝ってぼたぼたと滴したたっていた。

「琳、寝台のへりに、こちらを向いて座れ」

　洋玉の言葉に星樹が従う。雪蘭は側近に指示され寝台から下りた。その弾はずみで、いつの間にか再びゆるやかに頭を擡もたげていた陰いん茎けいが、ふらんふらんとしなり揺ゆれた。

　それを恥ずかしいと思うより先に、側近に乱暴に押されて、星樹の前に、やはり洋玉のほうを向く格好で立たされた。

「琳。お主のその猛々しき男柱が花の蕾つぼみを貫つらぬくさまを、しかと見せよ」

　星樹の両手が雪蘭の膝ひざ裏うらに掛かかり、そのまま身体からだを持ち上げられた。

　左右に割られた脚のあいだから、白濁の残ざん滓しの糸が細く垂れ落ちた。咄とつ嗟さに堰せきとめようと下肢を力ませた瞬しゆん間かんだった。

　ぎゅっと窄すぼまろうとする肉にく環わを、熱い怒ど張ちようの切っ先で突き破られた。

　ずちゅうぅと爛らん熟じゆくしきった果実がつぶれる水音が、そこから散った。

「──あぁ！」

　内側の肉が灼やけ爛ただれてしまいそうな熱さに、雪蘭は背を仰のけ反らせる。思わず腰を浮かせたものの、雄おすの侵しん入にゆうから逃のがれることはできなかった。白濁にまみれてぐっしょりとぬかるむ柔やわ襞ひだが、星樹に吸いつくように絡からまって、離れようとしなかったのだ。

「ほう、これは、これは。下の口も、琳の男柱にいじらしくきゅうきゅうと吸いついておる。赤く腫はれたふちを一心不乱に波打たせて、奥へ引きこもうと必死だな」

　勃ぼつ起きした長大な男根を咥えた肉襞の動きを観察して面白がる声に狼狽えた雪蘭の耳もとで、星樹が囁ささやく。

「雪蘭。目を瞑つむって、何も考えるな。私だけを、感じていろ」

　大量の先走りをぬらぬらと纏まとう亀頭が、混ざり合う体液のぬめりを借りてずぽんと埋うまる。

「ひっ……、くぅ……っ」

　太く太く張り出した傘かさに襞をこじ開けられ、雪蘭は足先をきつく丸めてのたうった。

　だが、神経が焦こげつきそうな衝しよう撃げきは、そこからさらに大きくなっていった。

　星樹が抱かかえる雪蘭の身体の位置を下げるせいで、どっしりと漲みなぎった杭くいがずぶずぶと隘あい路ろへねじこまれてゆく。

「あ、あ、あ、あ──！」

「おお。埋まっておる、埋まっておる。まるで、太い蛇が洞うろにもぐりこんでいるようだな」

　投げつけられる嘲ちよう笑しようを気にする余よ裕ゆうなど、雪蘭にはもうなかった。

　張り出した傘のふちでじゅりじゅりと肉を掘ほりこまれるその感覚の凄すさまじさに、意識は集中していた。熱くて、苦しくてたまらなかったけれど、そこにはそれ以上に狂くるおしいほどの快感が存在していた。

　肉と肉が擦すれたところから愉ゆ悦えつが芽め吹ぶいて、粘ねん膜まくの奥へねっとりと浸しん潤じゆんしていくのだ。

「あっ、あっ、あぁっ！」

　結合が深まるつど、歓かん喜きも深まり、雪蘭の陰茎は硬かたく凝こってにゅううぅっと淫らに空へ伸のびていった。

　そして、星樹の長い杭が根元まですべて埋められ、信じられない奥深い場所をずんっと突き上げられたとき、雪蘭はひとたまりもなく果てた。

「ああぁ！」

　ぷしゅっと色の薄うすまった白濁を散らしたとき、洋玉が「動け、琳」と無む慈じ悲ひに言った。

　やめて、と懇こん願がんする間すらなく、雪蘭の身体は激しく上下に揺さぶられた。

「ああっ。……あああぁ！」

　極きわまりに歓喜し、ぞろぞろと痙けい攣れんしながら収しゆう斂れんする隘路の動きを難なく撥はね返して、星樹は猛々しい抽ちゆう挿そうを繰くり返した。

　襞を巻きこむ勢いで撃うちこまれた杭が、粘膜をずろろろっとえぐって来た道を戻もどったかと思うと、すぐさま奥への一いち撃げきが送りこまれる。

　肉にく筒づつを容よう赦しやなく捏こね突き、搔かき回す強きよう靭じんな腰こし遣づかいに寝しん台だいが軋きしんだ。

　荒あら々あらしく揺さぶられ続ける雪蘭の下か肢しでは、芯しんを失った茎くきと陰いん囊のうが右へ左へ、上へ下へとぶるんぶるんと卑ひ猥わいに弾んでいた。

「あ、あ、あっ！　あ、あ、あ……、ああぁん！」

　たまらなかった。もう、羞恥心も、洋玉たちへの憤いきどおりも、初めての行為への躊躇いも、すべてがどこかへ吹ふき飛んでいた。身も心も、ただただ鮮せん烈れつな快感で一いつ杯ぱいだった。

「あ、あ、あ……、星樹、様……」

　腰をくねらせて身み悶もだえる雪蘭の中で、ふいに腰骨に響くほど星樹が大きく脈動し、その形を変えた。みしみしと太って肉筒を圧あつ迫ぱくし、槍やりめいた先端が奥へ奥へと伸びてくる。

「──あっ！　や、ぁ……っ」

　どこまで侵おかされるのかと怯えた腰を強く引き寄せられ、深々と串くし刺ざしにされると同時に、星樹がどっと精液を噴ふいた。

「あああぁん！」

　最さい奥おうを粘ねん液えきの奔ほん流りゆうにしたたかに叩たたかれ、雪蘭は甘美な目め眩まいに襲おそわれた。

　肉筒の中で粘膜に跳はね返って逆巻いた精液が、結合部の隙すき間まからびゅうっと漏れ飛ぶ。

「──あ、は、ぁ……」

　射精を終えても星樹は硬く熱く漲ったままで、猛もう然ぜんとした腰の動きをとめなかった。

　歓喜が渦うず巻まく蜜みつ壺つぼと化したそこをじゅぼじゅぼと捏ね穿うがたれ、全身の神経が溶とかされてゆくようだった。雪蘭は思考を麻ま痺ひさせる快感に溺おぼれ、星樹の律動に合わせて腰を振ふった。

　萎なえたまま根元からくねり躍おどる花か茎けいからは、たらたらと細く喜き悦えつの涙なみだが垂れていた。

「浮いた噂うわさをまるで聞かぬゆえ、もしや不能かと思うておったが、無む垢くだった花をそこまで蹂じゆう躙りんするとは、みごとな淫いん獣じゆうぶりではないか、琳」

　榻ながいすから立ち上がった洋玉が、杯さかずきを手に近づいてくる。

「なかなかどうして、お主も好きものだな」

　雪蘭のしなり躍る陰茎から垂れる蜜を杯に落として飲み干した洋玉が、「面おも白しろき見世物であった」と高く響かせた笑い声を、雪蘭はぼんやりと聞いた。













　ひそやかな水音が聞こえる。ぼんやりそう思いながら目を開けると、雪蘭の顔のすぐ横で、竜りゆう姿しの笙桜がぺたりとうつ伏ぶせた格好ですよすよ寝ね息いきを立てていた。

「目が覚めたかい、雪蘭」

　寝台のそばで椅い子すに座り、縫ぬい物をしていた永福が安あん堵どしたように笑んだ。

　雪蘭はのろのろと起き上がる。そこは、公こう爵しやく邸ていの雪蘭の部屋だった。身体には、着慣れた夜着を纏っていた。

　机の上の玻は璃りの器うつわの中で、夜光石が光っている。窓の外は暗い。洋玉たちに犯おかされそうになり、助けに来てくれた星樹に抱だかれたのは昼だったのに、もう夜のようだ。

「あの、私はどうして、ここに……。それに、笙桜様や、永福様も……」

　星樹と自分との交合を洋玉が「面白い見世物だった」と笑ったところまでは、覚えている。だが、そのあとの記き憶おくがない。

　頭に靄もやがかかったようで、何も思い出せない。

「旦だん那な様の部下が、お前さんを皇城から運んできてくれたんだよ。それで、意識のないお前さんを見て笙桜様はそれはそれは心配されて、こうしておそばについていてくださっているんだよ。竜姿は神聖なものだから、そのお姿で寄り添そっていれば、早くお前さんが目を覚ますんじゃないか、と仰おつしやってね」

　案の定、しばらくしたらご自分がお眠ねむりになってしまわれたがね、と永福は苦く笑しようする。

「そう、でしたか……」

　どうやら、あのあと、自分は気を失ってしまったようだ。

　身体を清めたり、着き替がえさせたりしてくれたのは誰だれだろう。皇城で失神した理由は、どう説明されたのだろう。

　そんなことを雪蘭はもじもじと考え、恥はずかしさに疼うずいた指先で、髭ひげをふよふよとそよがせて眠る笙桜の鼻先を撫なでた。

「私は、お前さんにつき添う笙桜様のつき添いだ。さすがに笙桜様にお前さんをお任せするわけにはいかないし、白のこともあるからね」

　耳に届いたその名前に、雪蘭ははっとする。

「──すみません。実は、白さんのこと、星……、旦那様にまだ伺うかがっていなくて……」

「仕方ないさね。そんな余裕なんか、なかったんだろう？」

　そう言った永福の目には、雪蘭をいたわる色が浮うかんでいる。

　皇城での出来事を知られているらしいことに思わず赤面した雪蘭に、永福は机の上に置いていた一通の文ふみを手に取って差し出した。

「旦那様は、新年祭の警護の禁軍責任者だ。年が明けるまでは皇城に詰つめていなければならない。だから、お前さんと一いつ緒しよに、旦那様からの文が二通届けられてね」

　こっちはお前さん宛あてだよ、と告げられ、雪蘭は文を受け取る。

「それからもう一通は、私と宗馬宛てでね。大体の事情はわかったよ」

　永福は静かに頷うなずく。

「白のことは、お前さんが決めるといい」

「え？　私が……、ですか？」

「そうだよ。旦那様はお前さんを正妻になさるそうだからね」

　──皇城で星樹が洋玉に放ったあの言葉は、自分を助けるための空そら言ごとだと思っていたのに。

　ぽかんと目を見開いた雪蘭を見やり、永福が膝を折る。

「何なりとご命令を、奥様」

「や、やめてください。違ちがうんですっ」

　雪蘭は慌あわてて首を振る。

「これはきっと、何かの間違いですから」

　人間の自分を本当に妻にするなど、あり得ない。

　おそらく、永福たちは星樹からの文の中に綴つづられた言葉を何か誤解したのだろう。

　そうとしか、考えられなかった。

「まあ、お前さんもたった半日じゃ、家僕からいきなり世せ襲しゆう一等公爵の正夫人になる覚かく悟ごはできないだろう。とりあえず、白は今晩、お邸やしきに泊とめるから、ゆっくり休みなさい。積もる話は明日あしたにしよう」

　顔色を失った雪蘭の頭を撫でて、永福は微笑ほほえむ。

「笙桜様はここに置いていくからね。あとのことは頼たのんだよ」

　言って、永福が部屋を出て行く。

　窓の外の運河の水音と笙桜の安らかな寝息だけが聞こえる部屋の中で、雪蘭は文を開いた。

　そこには、雪蘭を守れなかったことへの謝罪がまず書かれていた。

　それから、星樹が雪蘭を前々から愛いとおしく想おもっていたことと、落ち着いたら、雪蘭の気持ちを聞かせてほしいこと。

　雪蘭に異存がなければ、星樹は雪蘭との結けつ婚こんの許可を皇こう帝ていに願い出るという。

　それはきっと、星樹が持つ深い優やさしさゆえの行動だろう。星樹は、雪蘭をあんなふうに抱いたことへの自責の念に駆かられているのだ。

　その誠実さがとても嬉うれしかった。そして同時に、嬉しいと感じる胸がひどく痛んだ。

　星樹は雪蘭を守れなかったと考えているようだが、雪蘭はそうは思っていない。

　ちゃんと守ってもらったし、想像もしていなかった形ではあったけれど、星樹と身体からだを繫つなげられたことを雪蘭の心は悦よろこんでいる。もう媚び薬やくの効果などなくなっているはずの今も、その気持ちは変わらない。それは、洋玉らに行こう為いを観察され、笑われたことへの羞しゆう恥ちや憤りよりもはっきりと大きかった。

　下肢に熾おき火びのように残る鈍にぶい熱の疼きすら、心ここ地ちよく感じてしまっている。

　そんな自分に、星樹の真心を受け取る資格などない。そのことが辛つらいと涙を流す資格すらない。──この身は、星樹を欺あざむいているのだから。

「星樹様……」

　膨ふくらむ罪悪感に押し出されるようにして声を震ふるわせたとき、笙桜が寝返りを打った。

「……あつあつの揚あげ菓が子しにね……、蜂はち蜜みつととろとろの淳じゆん酪らくをたっぷりつけて……っ。くふっ。すごく……、美味おいしいよ、雪蘭……」

　笙桜は、食べ物の夢を見ているようだ。仰あお向むけの格好で、嬉しげにもぐもぐ動かしている口の端はしから、うっすら涎よだれが垂れている。

　紫薇の間かん諜ちようとして、この邸へもぐりこんだ自分に純じゆん粋すいな好意と信しん頼らいを向けてくれるあどけない寝姿を見つめていると、胸が締しめつけられた。

　できることなら、星樹の妻となってまた愛されたい。

　賢かしこくて、食いしん坊ぼうの小さな銀の竜に毎日美味しいものを作って、喜んでもらいたい。

　けれども、それは、決して抱いだいてはならない夢だ。

　雪蘭は指先をわななかせながら、何度も何度も自分にそう言い聞かせた。







「見て！　あそこに父上がいらっしゃるよ！」

　笙桜が指さした先に、左城軍の騎き兵へい隊の姿があった。

　きんと冴さえた青空の下、軍楽船の奏かなでる音楽が鳴り響ひびく運河に面した石いし畳だたみの大通りを、祭事用の煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎兵が隊列を組んで進んでいく中央に、星樹はいた。

　綿の詰められた布張りの腰こし掛かけから勢いよく立ち上がり、笙桜は大きく手を振る。

「父上！　父上！」

「ここからでは、どんなに大きなお声でお呼びになっても聞こえませんよ、笙桜様」

　宗馬が苦笑すると、その隣となりから永福が手を伸のばして笙桜を座らせる。

「それよりも、舟ふねの上ではしゃいではなりませんと申し上げたでしょう？　冷たい運河に落ちたら大変です」

「冷たい水なんて平気だよ。私は強い父上の子だもの」

　心配顔の永福に少しずれた返事を笑ってして、笙桜は雪蘭の袍ほうの袖そでを引っ張った。

「ねえ、雪蘭。父上は、いつもよりもっと、きらきらされているでしょう？」

「ええ、本当に……」

　笙桜の隣に座る舟の中から地上を仰あおぎ、雪蘭は目を細めた。

　約一週間ぶりに顔を見る星樹は、竜の意い匠しようが施ほどこされた深しん紅くと金のひときわ華はなやかな鎧よろいに身を包んでいた。その頭上では、通りに面した楼ろう閣かくから撒まかれる新年を祝う花が、色とりどりの雪のように舞まっている。

　目の奥にやわらかに沁しみこんで、鼓こ動どうを速くさせる美しい光景は、やがて人波の向こうへ吞のまれていった。

「あ～。父上、見えなくなっちゃった……」

　残念そうに言って、笙桜は先ほど舟屋台で買った黒くろ蜜みつつきの胡ご麻ま揚あげ餅もちを頰ほお張ばった。

「頼儀も来ればよかったのにね。新年祭、楽しくて美味しいのに」

　年が明けた今日は、朝から皆みなで祭り見物に繰くり出している。

　人ひと攫さらいの一味は去年のうちに捕ほ縛ばくされたそうだが、用心のため、街路ではなく運河を行くことにした。今日のために雇やとった舟ふな子こが操あやつる、馬の船首飾かざりがついた琳家の優美な舟には、新しく家僕となった白は乗っていない。

　山育ちの白は舟が苦手でひどい舟ふな酔よいをするらしく、留守番役を買って出たのだ。酒しゆ楼ろうの厨ちゆう房ぼうで働いていたことがあり、料理ができる白に、雪蘭は晩ばん餐さんの下ごしらえを任せてきた。

「そうですね。でも、あまりお菓子を召めし上がると、お食事ができなくなりますよ」

　邸にひとり残る白を気き遣づかう笙桜の心優しさに雪蘭は微笑んで、愛らしい薔ば薇ら色いろの唇くちびるの周りについた黒蜜を手しゆ巾きんでぬぐう。

「甘いものはほどほどになさってくださいね。今晩は、ご馳ち走そうをたくさん作りますから」

「ご馳走を、たくさん？」

　雪蘭を見上げる笙桜の顔が、ぱっと明るく輝かがやく。

「ええ。腕うでによりを掛けて作りますよ」

　新たな年の始まりを祝うために。

　そして、今日が公こう爵しやく邸ていで過ごす最後の日になるかもしれないから──。

「私のお腹なかには美味しいものはいくらでも入るから、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　元気よくそう答えた笙桜は、花が舞い、人々が歌い踊おどって新年を祝う地上の賑にぎわいを眺ながめつつ、通りかかった舟屋台を呼びとめては菓子を所しよ望もうしていた。

　やがて、すっかり満腹になり、眠ねむくなったようだ。もたれかかってきた小さな身体を雪蘭は、永福がこんなときのために用意していた毛皮の外がい套とうでくるんで抱だいた。

「私の故郷では、新年は家を飾って祝うだけですが、皇都はとても賑やかに新年を迎むかえるんですね」

　鮮あざやかな色の花々がそこかしこで乱れ飛び、まるで春の盛りを思わせる魅み惑わく的な様相に見入りながら言った雪蘭を、永福が静かな声こわ音ねで呼んだ。

「雪蘭。お前さん、旦だん那な様にまだお返事を差し上げていないそうだね」

「はい、すみません……」

「謝る相手が違うだろう」

　雪蘭はうつむいて、「でも、すみません……」と繰り返す。

「旦那様のほかに、言い交かわした相手でもいるのかい？」

「いえ、いません。そんな相手」

「なら、まさか、うちの旦那様じゃ不服だとでも？」

　碧あおい目でじろりと見み据すえられ、雪蘭は慌てて大きく首を振ふる。

「ち、違います！　違います！　そんなことありません、絶対に！」

「なら、何が不満でお返事をしないんだね？」

　皇城からは毎日、星樹の手紙が届けられたが、雪蘭は一度も返事を書けていない。

　今まで星樹を──皆を騙だましてきたことを告げる決心はついている。だが、笙桜の命を危あやうくしたかもしれない内容だ。それは、手紙ではなく、直接話さねばならないことだと思った。

　それまでは、何をどうごまかしても噓うそになってしまう。星樹を慕したう気持ちに偽いつわりはないからこそ、もう噓をつきたくなく、だから返事を書けなかった。

「不満なんて、あるはずがありません。ただ、何とお返事をすればいいか、自分でもよくわからなくて……」

　自分を「奥様」として扱あつかおうとした永福と宗馬には、星樹が皇城から帰ってくるまでは家僕のひとりでいさせてほしいと頼んだ。

『まあ、白が増えたとは言っても、新年を迎える準備が大おお詰づめの今は、足腰の丈じよう夫ぶな働き手は多いに越こしたことはないからね』

　そんなふうに雪蘭の願いを受け入れてくれたふたりにも、本当のことを話して、詫わびねばならない。

　けれども、今ここでそうするわけにもいかず、雪蘭は言葉を濁にごした。

「まったく。せっかく旦那様がお前さんを望んでくださっているんだよ？　それも、妾めかけじゃなく、正妻に。そんな泣きそうな顔じゃなく、もっと嬉しそうな顔をしたらどうだい」

「兄さん。雪蘭は、灰春香以上に重い贅ぜい沢たく病に罹かかってるんじゃないのか？　旦那様から、山ほどの金銀財宝を贈おくられるまでは、首を縦に振らないつもりかもしれない」

　笙桜と一いつ緒しよに買った肉にく饅まん頭じゆうを食べながら、揶揄からかい口調で軽かろやかに笑った宗馬を、永福が「何て能天気な奴やつだい、お前は。琳公爵家の一大事なんだよ、これは」と窘たしなめる。

「なあ、雪蘭。旦那様は世せ襲しゆう一等公爵だ。この翔の臣下の中じゃ、五本の指に入る大貴族のご当主で、竜りゆう姿しをお持ちの特別なお方だ」

「はい……」

「だけど、半分人間でいらっしゃる」

「はい……」

「旦那様はお生まれになったときから、人間の血を宿しながら竜人の上流貴族社会へ入る苦労を、骨身に染しみて経験しておられる。爵位を継つがれてからは、もっと凄せい惨さんに。だから、ただの酔すい狂きようでお前さんを妻にと望まれているわけじゃない。人間を琳公爵家の正妻に迎えることがどういうことかをすべて承知の上で、何があろうとお前さんを守りきる覚かく悟ごをちゃんとされておられる。旦那様は、そういうお方だよ」

　必ずお前さんを守ってくださる、と繰り返して、永福は雪蘭の肩かたを強く叩たたいた。

「身分違ちがいもいいとこだから不安になるのもわかるが、今夜旦那様が戻もどられたら、きちんと返事をして差し上げなさい。いいね」

「……はい」

「それにしても、いよいよ明日あしたから雪蘭が奥方様か。鶏にわとりの羽を頭につけて驢ろ馬ばに乗っているより、綾あやの衣ころもを纏まとって詩でも詠よんでいるほうが似合うと言えば似合うんだろうが、せっかくいい手下ができたと思っていたのに残念だよ」

　宗馬がいささか大げさなため息をつくと、永福も真顔で「白を、早く躾しつけないといけないね」と頷うなずいた。

「まあ、何にせよ、雪蘭が男でよかったよ。これから、公子わか様や姫ひめ様が毎年ぽこぽこお生まれになっちゃ、墓に片足を突つっこんでいるこの身がもたないからね」

　永福の言葉に、宗馬も「まったくだ」と笑う。

「だけど、兄さん。毎年ぽこぽこは困るが、私は、旦那様と雪蘭のお子を、ちょっと見てみたい気もするけどねえ。珍めずらしい黒竜が生まれたかもしれないよ」

「ああ、黒竜か。それは確かに見てみたいねえ」

　永福と宗馬は頷き合いながら、なぜか星樹と雪蘭のあいだにはどんな子供が生まれるか、妄もう想そうを広げはじめた。

　ふたりがそれぞれ見せてくれる気遣いを嬉うれしく思いながら、雪蘭は眦まなじりがじわじわ熱くなっていくのを感じた。

　今夜、星樹が邸やしきに戻ってくる。

　帰宅した星樹に真実を告げれば、きっと邸から追放されるだろう。

　その足で、紫薇のもとへ向かうことを雪蘭は決めていた。

　もっとも、それは紫薇のもとで働きたいからではなく、けじめをつけるためだ。

　昨日は三回目の報告日だったが、雪蘭は紫薇への文ふみに、何もわからなかった、と書いた。

　雪蘭は星樹を欺あざむいているが、星樹に恋こいをし、笙桜を愛いとおしく想おもったことで紫薇も裏切ってしまった。自分を信しん頼らいして、大きな任を任せてくれた紫薇にも、やはり直接詫びねば気がすまない。それが、筋というものだ。

　役目を何ひとつ果たせなかった自分に、紫薇は愛想を尽つかすだろう。

　悪くすれば、罰ばつを下されるかもしれないが、それでもかまわない。それは、星樹に対しても、笙桜に対しても、紫薇に対しても──自分を信じてくれた者のただひとりに対してすら誠実でいられなかった報むくいなのだから。

　たとえ、怒いかりを買って、人知れず斬きり捨てられたとしても、悔くいはない。この命は紫薇に生かされた命だ。紫薇がいなければ十二年前に失っていたはずのものを紫薇に返すだけだ。

　紫薇に仕えたいという子供の頃ころからの夢は、ほんのわずかだけれど叶かなえられた。

　それに、ただ憧あこがれるだけの幼い恋ではない、肉にく欲よくを伴ともなう愛を知ることができた。そして、世襲一等公爵という夢のような相手に、妻にと望んでもらえたのだから、自分は十分幸せだ。

　今夜、何もかもが終わってしまったとしても、その気持ちは残る。

　決意を鈍にぶらせないよう、自分にそう言い聞かせていたときだった。

　遠くから何やらざわめきの波が伝わってきて、それらは次し第だいにはっきりとした怒ど鳴なり声となって雪蘭たちの耳に届いた。

「暴動だ！」

「人間が暴動を起こしたぞ！」

「左城軍が襲おそわれてるぞ！」

「誰だれか、都軍を呼んでこい！　お飾り人形の左城軍じゃ、人間共にやられちまうぞ！」

　どうやら、この先の露ろ店てん街のあたりで起こった人間と竜人のいざこざが暴動へと発展したようだ。ちょうどその近くに居合わせた左城軍の兵士が鎮ちん圧あつに当たろうとして、逆に襲われているらしい。

　雪蘭は足を運んだことがないが、人間と竜人の商人が入り交じって露店街を形成している、元々あまり治安のよくない区域だという。そこに星樹がいるのかまではわからなかったけれど、雪蘭は心配で居ても立ってもいられなくなる。

「──様子を見てきます」

　駄だ目めだ、と永福が首を振る。

「お前さんを危険な目に遭あわせることはできない。暴徒の中に飛びこんで、もしものことがあったらどうするんだ」

「でも……」

「旦那様はお飾かざり人形じゃない。立派な将軍だ。だから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。我われ々われは、とにかくここを離はなれよう」

　花と一緒に怒号が降りそそぎ、地上の混乱が運河にも広がりはじめている。

　狼狽うろたえ顔の舟ふな子こに、永福が邸へ戻るよう命じる。

　幸いにも問題に巻きこまれることなく、舟ふねは邸へ着いた。街の様子を探さぐりに行く役目は、白が引き受けてくれた。

「舟は苦手ですが、人混みに揉もまれるのは慣れておりますので」

　そう言って胸を叩いた白は、一刻ほどして戻ってきた。

　白によると、騒そう動どうの発ほつ端たんは人間の若い姉妹を竜人の若者らが祭りの喧けん噪そうに乗じて路地へ引きこみ、無体を働いたことらしい。

「その露店街ではつい先日、街の纏め役のもとへ嫁よめ入いりを控ひかえていた娘むすめが竜人の酔客に襲われ、貞てい操そうを守ろうとして命を絶つということがあったらしく、元々、人間と竜人との対立が起こりかけていたそうで、今回の騒動に繫つながったようです。ですが、私が近くまで行ったときには、もう騒動はすっかり収まっていました」

　祭りも、中止にすれば徒いたずらに民たみの不安を煽あおるという理由で、続けられているという。

「それで、左城軍のことは──旦だん那な様のことは何かわかったか？　旦那様はご無事か？」

　焦じれたように尋たずねた永福に、白は「はい、ご安心を。ご無事です」と大きく頷く。

「それに、騒動を鎮しずめられたのは旦那様だそうです。皆みなが噂うわさしておりました」

　どこか誇ほこらしげに告げ、白はやや興奮気味に話を続ける。

　人間の娘を陵りよう辱じよくすることなど何とも思っていなかった竜人の若者たちは、激げき昂こうした姉妹の家族や街の人間たちから思いがけない逆ぎやく襲しゆうを受け、慌あわてふためいて逃にげ回るさなか、星樹の率いる部隊と行き合い、助けを求めたという。

　若者らは当然、左城軍が味方してくれると思ったようだ。暴徒と化していた人間たちも同様で、一いつ触しよく即そく発はつの状態だったそうだ。

　しかし、両者から言い分を聞いた星樹がその場で下した判断は、祭りへの慶けい賀がの念を乱した罪を竜人の若者らに科すものだったという。

「そのお裁きに、この騒さわぎを起こした張本人たちが呆あつ気けにとられたのはもちろん、暴徒たちも拍ひよう子し抜ぬけしたように鎮静化したのだとか」







　昼の騒動のせいだろう。夕方近くになって、星樹から帰りが遅おそくなる報しらせが届いた。

　使いの兵にそう告げられ、雪蘭も永福たちも一いつ瞬しゆん、人間と竜人の諍いさかいで竜人のほうを罰したことが宮きゆう廷ていで問題になっているのではないかと心配した。

　けれども、実際は逆だった。騒動を広げず、迅じん速そくに鎮めたことを皇こう帝ていに称しよう賛さんされ、宴うたげに招かれたのだそうだ。

　辺りに漂ただよう緊きん迫ぱく感をものともせず、満腹の腹を抱かかえて舟の中でぐっすり眠ねむっていたせいで暴動騒ぎのことを知らなかった笙桜は、星樹の帰宅が遅くなることを知ると「お勤めだから、仕方ないよね」としょんぼり顔で頷いた。

　だが、その直後、妙みよう案あんを思いついた表情で言った。晩ばん餐さんを皆で食べよう、と。

「せっかく、雪蘭が新年祝いのご馳ち走そうをたくさん作ってくれるのに、私ひとりだけじゃ、全部食べられないもの。それに、今日はおめでたい日だから、いいでしょう？」

　公こう爵しやく家の嗣し子しと使用人が同じ食しよく卓たくを囲むことを永福はよしとしないだろうと思ったが、意外にもあっさりと「そうですね」と頷いた。

　竜りゆう人じんの貴族社会で冷れい遇ぐうされている星樹が皇帝から称賛を贈おくられたことで、気をよくしたのだろう。

「今日は特別な日ですから、特別にそういたしましょう」

　笙桜が「わぁい」とくるくる回って喜ぶ。

「いいですか。今日だけ、特別ですからね」

　永福が繰くり返した「特別」とは、おそらく「雪蘭が家僕である最後の日」という意味だろう。

　だが、雪蘭にとっては「この邸で過ごす最後の日」だ。

　明日あしたの朝にはきっといなくなっているだろうから、せめてもの謝罪のつもりで、雪蘭は新年祝いの晩餐料理をいつも以上の真心を込めて作った。

　永福と宗馬が夜光石を入れた玻は璃りの器うつわを食堂に並べ、雪蘭と白は笙桜がわくわくした顔で席に座っている食卓に料理皿を並べた。

　それから、皆で青い光に包まれた食卓に着き、料理を食べた。

　笙桜は揚あげ海老えびの甘あま酢ず煮に込こみを特に気に入ってくれ、飛び上がって竜姿になった。

「こんなに美味おいしい海老が食べられて、私は幸せだよ、雪蘭！」

「ありがとうございます、笙桜様。そんなに喜んでいただけて、私も幸せです」

　ふふふ、と髭ひげをそよがせて笑った笙桜は、最初は空に浮うき、尻しつ尾ぽをぴちぴちさせて海老を小さな口にせっせと詰つめこんでいたが、しばらくした頃、ふいにぽとりと床ゆかへ落ちた。

「──笙桜様っ。どうなさったんですか？」

　慌てた雪蘭に、笙桜は「お腹なかが重いの」と答えて、椅い子すの脚あしに摑つかまり立ちをした。

「え……。痛い、のではなく……、重い、のですか……？」

「うん、すごく重いの」

　どうやら、腹が膨ふくれすぎて飛べなくなったらしい笙桜は、いくぶん難なん儀ぎそうに「ふう」と息をついてから、椅子をよじ登った。

「でも、大丈夫だよ。私のお腹には、美味しいものはいくらでも入るから」

　腹はもうぱんぱんだろうに、それでもなお、まだ海老へ前まえ肢あしを伸のばそうとする笙桜を、宗馬が首を振ふりながら抱だきかかえた。

「笙桜様、食べ過ぎでございますよ。今晩はもうそのくらいになさって、お休みください。ささ、お湯浴みに参りましょう。そんなに海老ばかり召めし上がって、海老の匂においをぷんぷんさせていると、竜なのにちんけな海老になってしまいますよ」

　宗馬の脇わきに抱えられた笙桜は「ああ～、私の海老！」と悲ひ愴そうな声を上げながら、食堂を連れ出された。

「……竜はお腹がいっぱいになると、飛べなくなるんですね」

　少し呆ほうけて言った雪蘭に、永福が「お小さいうちは」と苦笑いした。

「さて、私もそろそろ上がろうかね」

　立ち上がった永福が、隣となりの席の白の肩かたを叩たたく。

「白。お前さんも食べ終わったら、今日はもう休みなさい。昼間、街を走り回ってくれて、疲つかれただろう」

「ですが、旦那様のお帰りを待たなくてもよろしいのですか……？」

「ああ。旦那様のことは雪蘭に任せておけばいい」

　白は一瞬、不思議そうな顔をしたものの、素す直なおに「はい」と頷うなずいた。

「じゃあ、雪蘭。あとのことは頼たのんだよ」

　ごちそうさん、と告げて、永福が食堂を出る。

　残された白と他愛ない世間話をしながら、食事をすませた。食堂の片付けを少し手伝ってもらってから、部屋へ戻もどる白を見送った。

　雪蘭は厨ちゆう房ぼうの仕事を手早く終え、自分も一いつ旦たん部屋に戻った。給されたものから自分の袍ほうへ着き替がえ、荷造りをした。

　星樹からもらった毛皮の襟えり巻まきをどうするか散々悩なやんだ末、この恋こいの思い出として持って行くことにした。行こう李りに襟巻きを詰めて蓋ふたをし、ふと思い立って厨房へ引き返した。

　棚たなの篭かごの中から蜜みつ林りん檎ごをひとつ取り出し、外へ出る。雪蘭に気づいた灰春香が小屋の木戸の上に顔を乗せ、「ぶおっ、ぶおっ」と鳴いた。

「お食べ」

　差し出した蜜林檎を、灰春香がしゃくしゃくと食べる。

「今晩でお別れだ、灰春香。元気でな」

　きっと生しよう涯がい、この邸やしきで星樹に甘えることができるだろう灰春香を羨うらやましく思いながら頭を撫なで、そう呟つぶやいたときだった。

「なぜ、今こ宵よいが別れの夜なのだ？」

　ふいに星樹の声がした。驚おどろいて首を巡めぐらせると、軍衣の上に外がい套とうを纏まとう星樹がこちらへ近づいてくるのが見えた。

「星樹様……。どうして、こんなところに……」

「灰春香の声が聞こえたゆえ、賊ぞくでも侵しん入にゆうしたのかと思い、様子を見に来た」

「そ、そう、でしたか……。あの……お帰り、なさいませ」

　ああ、と星樹が静かに頷く。肩を流れた青銀の髪かみが淡あわく輝かがやき、闇やみを照らすようだった。

「お勤め、お疲れ様でございました。……お食事はいかがなさいますか？」

　夜の闇の中でも際きわ立だつ星樹の美び貌ぼうを正視できず、雪蘭は目を伏ふせて問う。

「いらぬ。それより、私はそなたと話がしたい」

　言って、星樹が雪蘭の身体からだを引き寄せた。優やさしい動作だったのに、その腕うでの力は抗あらがえないほど強く、雪蘭は息を詰めた。

「なぜ、今宵が別れの夜なのだ？」

「それは、あの……」

　すべてを告白する決意はちゃんとしていたはずなのに、いざ星樹を目の前にすると心が震ふるえた。真実を知った星樹の怒いかりを買うことよりも、嫌きらわれることが怖こわかった。

「ここを出て、彩中ちゆう丞じようのもとへ行くつもりか？」

　思考が縺もつれて返す言葉が咄とつ嗟さに探せず、雪蘭はただ「はい」と頷いた。

「洋玉殿でん下かからそなたを守れなかった私よりも、彩中丞のほうがよいか？」

　自じ嘲ちよう気味に言った星樹に、雪蘭は首を振る。

「違ちがいます！」

　ふいに大きく響ひびかせた声に、灰春香が「ぶぶっ」と驚いたように鼻を鳴らした。

「私は、星樹様に守っていただいたと思っております」

　自分は今まで星樹を欺あざむいてきたけれど、それだけは信じてほしくて、雪蘭は顔をまっすぐ上げて告げた。

「幼い頃ころ、紫薇様に命を助けていただいたことは、どれほど感謝してもしきれませんし、その気持ちは変わりません。ですが、私が今、お慕したい申し上げているのは星樹様だけです」

　こちらを見返してくる星樹から視線を逸そらさず、雪蘭は息を白く震わせた。

「……ですから、守っていただきました」

「ならばなぜ、返事を一度もくれなかったのだ？」

　責めているのではない、ただ穏おだやかな声が雪蘭の耳じ朶だを撫でた。

　雪蘭は冷たい夜気を吸って、言った。

「私には、星樹様の妻にしていただく資格がありませんので……」

　今まで抱えていた秘密を、雪蘭は一気に打ち明けた。

　そうして、何もかもすべてを話し終えると、一瞬の間を置いて、淡い苦く笑しようを含ふくんだ声が返ってきた。

「薄うす々うす、そんなことではないかと思っておった」

「え……」

「そなたほどの能力を持つ者なら、仕える邸は好きに選べたはず。私が生き血を啜すする竜だという噂うわさのせいで、今は街の人間も私を怖おそれている。なのに、そなたはわざわざ我が家を選んで現れた。永福も宗馬も私も、そなたのことを笙桜の出生を疑う宮廷の者に遣つかわされた間かん諜ちようではないかと疑っていた」

「……では、どうして雇やとってくださったのですか？」

「疑いはしても確信があったわけではなかったし、笙桜がそなたを気に入った。それに、何より、切実な問題として人手が必要だったのだ」

　そこまで告げると星樹は一旦言葉を句切り、雪蘭を見つめて青い双そう眸ぼうを細めた。

「雪蘭。私も大切なことをそなたに隠かくしている」

「……どのようなことですか？」

「笙桜の出生についてのことだ。彩中丞の推測は間違っていない」

　言葉もなく目を瞠みはった雪蘭に、星樹は言った。

「笙桜は、陛下と私の異母姉・麗杏とのあいだに生まれた子だ」

　星樹の父親である前公こう爵しやくには、星樹の母親と正妻のほかに四人の側室がいた。その中の、最も身分の低い側室を母として生まれたのが麗杏だという。

　麗杏の母親は、彼女が十五の頃に病気で亡なくなったそうだ。その母親は琳公爵家とつき合いのあった商家の娘むすめだった。商売に失敗したその両親が、借金の肩代わりと引き換かえに皇都で評判の美少女だった母親を、側室として差し出したらしい。そうした背景によって、麗杏と母親は、名門侯こう爵しやくの令れい嬢じようだった公爵夫人はもちろん、貴族階級出のほかの側室、そしてその子供たちから、星樹に対するのと同様の虐いじめを受けていたそうだ。

「異母姉上には同腹の兄弟がなかった。お母上を亡くされ、邸てい内ないで孤こ立りつした異母姉上を厄やつ介かい払ばらいするため、側室方は葬そう儀ぎのあと、異国へ嫁とつがせようと画策した」

　側室の子とは言え、麗杏は世せ襲しゆう一等公爵家の令嬢だ。本来ならば、後宮に上がることも、大貴族との縁えん談だんも可能であったが、側室たちは『旦だん那な様の血を引いていようと、端女はしための子は端女。端女に相応ふさわしい男を選んであげましょう』と、遠い異国の、祖父ほどの年ねん齢れいの老ろう伯はく爵しやくのもとへ麗杏を送りつける計画を立てたそうだ。

「だが、具体的な話がまとまる前に、異母姉上はその年の文科挙を受けて合格し、邸を出られた。異母姉上は私など足もとにも及およばぬほど聡そう明めいな方だったゆえ、幼い頃よりご自身の生き方を明確にお決めになり、準備されておられたのだ」

　麗杏は、誰だれかから与あたえられる愛に縋すがって生きるしかない人生ほど惨みじめなものはない、と考えていたのだろう。家内を顧かえりみない父親にも、己おのれの不ふ遇ぐうを嘆なげくことしかしない母親にも頼たよらず、自分自身の足で立って生きるために勉学に精せい励れいし、しかしその姿を邸の者にはほとんど見せなかったそうだ。だから、麗杏が前公爵に文科挙の受験を願い出た際、公爵夫人は『合格するはずがない』と高をくくり、邪じや魔まらしい邪魔はしなかったらしい。

　そうして財務を司つかさどる戸こ部ぶに籍せきを置く官かん吏りとなった麗杏は、自身の能力と意思で生きる自由を手に入れられ、幸せだっただろう。だが、皮肉にも、官吏としての才覚を皇こう帝ていに認められたことで、女としての寵ちようをも受けることになったのだそうだ。

「ただ、陛下が異母姉上にそそがれた情愛は激しいものではなく、ごく密ひそかなものだった。異母姉上は妃きさきとなることなど望まれなかったし、陛下も後宮の権力争いの中に姉上を入れることをよしとされなかったゆえな。陛下の側近や、異母姉上と親密だった官吏の中には、何人か知っていた者がいたようだが……」

　紫薇に笙桜のことを命いのち乞ごいのための情報として告げた太守は、おそらく、その中の誰かから漏もれた噂をたまたま摑つかんだのだろう。

　一方で、星樹は、麗杏と皇帝の関係をまったく知らなかったのだそうだ。

「官吏となられた異母姉上は皇城内の宿しゆく坊ぼうで暮らされており、邸の者とは絶ぜつ縁えん状態だった。存命中の父上とは宮きゆう廷ていで話されることもあったやもしれぬが、私は軍務に就ついてからも一度もお目にかからなかったゆえな。異母姉上が六年前に職を辞されていたことも、亡くなられたあとに初めて聞き知ったほどだ」

　長いあいだ会っていなかった麗杏から突とつ然ぜん連れん絡らくが来たのは五年前のことだという。正確には、麗杏が身を寄せていた邸の主あるじが、麗杏の死を報しらせる文ふみを送ってきたそうだ。

「遺体を引き取りにゆき、異母姉上の仕事仲間だったという文の送り主から初めて色々な事情を聞かされたのだ」

　麗杏が自身の懐かい妊にんに気づいたとき、後宮では皇子のひとりが刺し客かくに襲おそわれ、暗殺されかかる事件が起きたばかりだった。

　麗杏が皇帝の子を宿したことが公おおやけになれば、彼女自身が望むと望まざるとにかかわらず、次の玉座を巡る争いの渦うずに巻きこまれ、子供の命も危あやうくなる。それを避さけるため、麗杏は皇帝に「不治の病に罹り患かんした」と虚きよ偽ぎを告げて退官し、友人のもとに身を寄せたという。

「異母姉上は笙桜を産んだあと、どこか地方へ身を潜ひそめ、母子ふたりでひっそりと暮らすおつもりだったようだ」

　けれども、ひどい難産で死を覚かく悟ごした麗杏は、友人に笙桜を星樹に託たくすよう頼たのみながら息を引き取ったという。

「なぜ、星樹様に笙桜様を……？」

「異母姉上は聡明でしたたかな方だった。だから、私が笙桜を大切に育てることを見み抜ぬいておられたのだろう」

　星樹なら、自分を苛さいなんだ者の子に対して、親のおこないの報むくいを受けさせようなどとは考えないはずだ。父親を同じくする姉きよう弟だいゆえにその人ひと柄がらを把は握あくしていたのかもしれないけれど、自分が虐めた異母弟に自分の子を育ててほしいとは普ふ通つうは頼めないだろう。

　麗杏の感覚がよく理解できず、首を傾かしげた雪蘭に、星樹は淡い笑えみを向けて言った。

「私が子供の頃、この邸やしきでどんな育ち方をしたか、永福らから聞いておろう？」

「はい……」

「あの頃のことが原因で、私は女によ人にんが苦手だ。直裁的な暴力をふるうだけだった異母兄上たちよりも、心に杭くいを刺さしてくる公爵夫人や側室方、異母姉上たちのほうがよほど恐おそろしかったゆえな」

　星樹を最も酷ひどくいたぶったのは、自身もほかの側室たちから虐しいたげられていた麗杏の母親だった。だが、麗杏は星樹に何もしなかった。

「言葉を交かわしたことすらほとんどなかったが、私にとっては、何もされない、ということが特別な優やさしさだった。それに、ご自身も私と似たような立場だったにもかかわらず、異母姉上はいつも凜りんとして前を見ておられた。その青竹のようなまっすぐなしなやかさに、私は心から憧あこがれた」

　初はつ恋こいだった、と星樹は静かな声で告げた。

「異母姉上は、私が恋したただひとりの女人。異母姉上の聡さとい目には、私のその気持ちが筒つつ抜ぬけだったのであろうな」

　雪蘭が髪かみを失った日に、星樹は笙桜の母親を「誰も代わりになれない女性ひと」と評した。そして、愛していたのかという問いかけに深く肯こう定ていを返した。

　あの言葉は真実だった。だから、告げる声に本物の愛情を感じ取れたのだ。

　そんなことを考えた胸にざわりと波が立った。

「……失礼を承知でお伺うかがいしますが、笙桜様のお父上が皇帝陛下以外の皇族の方である可能性はないのですか？」

　もしそうならば、皇帝の叔父おじたちには健康な男子が多くいるため、曰いわくつきの生まれである笙桜が皇太子争いに巻きこまれる可能性はぐっと低くなる。

　笙桜の身の安全のためにそれを確かめたいのか、湧わき起こった嫉しつ妬とが舌を突つき動かしたのか自分でもわからないまま、雪蘭は息を白く散らした。

「このことを知ったとき、私もまず、それを考えた。だが、異母姉上が退官する際、陛下は病を癒いやして戻もどってこいと指輪を贈おくられた。陛下が皇太子に立たれたとき、皇太后様が特別に作らせた、紅玉で竜りゆうを象かたどったものだ」

　この世にふたつとないあの指輪を贈ることができるのは陛下のみだ、と星樹は言った。

「笙桜は紛まぎれもなく陛下の御み子こ。異母姉上の遺志とは言え、その存在を陛下にすら秘してもいいのか悩なやみはしたが、常に命の危険に晒さらされる後宮で皇子として暮らすことが笙桜のためになるとは、やはり私にも思えなかった」

「だから、星樹様のお子としてひっそり育てることにされたのですね」

　そうだ、と静かな声が返される。

「そのために、永福たちと一計を案じた。この邸に近づく者がいなくなるようにな」

　驚おどろいたことに、「星樹は生き血を啜すする竜」という噂うわさを考えたのは星樹自身、そして噂を広めたのは永福と宗馬だったらしい。

　以前、雪蘭がした推測は半分は当たっていて、邸で盗ぬすみを働いていた煉れん瓦が職人を星樹が見つけて捕とらえたことをきっかけに、噂を作り出すことを思いついたのだそうだ。

　ただし、その職人が行方ゆくえ知れずになっているのは、刑けいを怖おそれて皇都を逃にげ出したからでも、もちろん星樹に殺されたからでもない。

　職人には秘密の恋人がいた。とある竜人の下級役人の娘だ。ふたりは深く愛し合っていたが、娘には親の決めた許いいな嫁ずけがいた。そして、婚こん礼れいを目前にして、異国へ逃げる決意をしたものの、ふたりの家は貧しく先立つものがなかった。

「だから、出入りしていたこのお邸で盗みを働こうとしたのですね？」

　雪蘭の問いかけに、星樹は「安直な考えではあるがな」と淡あわく苦く笑しようする。

　捕らえられ、すっかり縛しばり首になる気で絶望していた職人に、星樹は異国へ逃げる船と金を用意する代わりに、自分への協力を求めた。

　職人仲間たちにわざと気づかれるように、星樹に襲われている芝しば居いをすることだ。

　計画は上手うまくいき、職人と竜人の娘も無事に異国へ逃げた。ただ、職人には心残りがひとつあった。老ろう齢れいで異国へは連れて行けないために、皇都に残さざるを得なかった母親だ。

　そのため、ふたりの逃とう亡ぼうにも手を貸した竜人の娘の双ふた子ごの姉が、職人の母親の面めん倒どうを時々見て、様子を報せているそうだ。

　そこまで聞いて、雪蘭の脳のう裏りにふと、ある可能性が浮うかんだ。

「職人の駆かけ落ち相手の双子のお姉さんというのは、もしかして……」

「皇城でそなたを案内した衛え士じだ」

　雪蘭が思った通りの答えが返ってくる。

「そなたが洋玉殿でん下かに連れ去られたことを報せてくれたのも、あの者だ」

「そうでしたか……」

　赤毛の麗れい人じんに感謝しつつ、雪蘭は頷うなずく。

　人の縁えんと優しさは、不思議なところで繫つながるものだ。

「皇都の民たみは血ち腥なまぐさい話を好むゆえ、流した噂はあっという間に広がり、我われらの思おも惑わく通り、この邸に近寄る者はいなくなった。ひっそり笙桜を育てるには、永福と宗馬がいれば十分だったはずが、問題が生じた」

　去年の夏、永福の関節痛が突然酷くなった上に、宗馬も転んで捻ねん挫ざをしたことが原因で足を急速に悪くしてしまった。そのせいで、五歳になり、ますます盛さかんに動き回るようになった笙桜の世話をしっかりすることが難しくなったという。

「新しく子守を雇やとおうにも、自分たちがばらまいた噂のせいで誰もここには寄りつかぬ。どうしたものかと皆みなで頭を抱かかえていたところへ、そなたが現れたのだ、雪蘭」

　星樹は微笑ほほえんで、雪蘭の頰ほおを撫なでた。

「万が一のことを考え、笙桜の身体からだは毒に慣れさせている。笙桜に毒は効かぬし、永福らも身体は悪くとも、そなたを油断させて喉のどを搔かき切るくらいはできる。そなたが誰かの放った密みつ偵ていならば、笙桜を害するような動きを見せるまでは役に立ってもらうつもりでいたが、気がつけば笙桜だけでなく、私もそなたに骨ほね抜ぬきにされておった」

　告げる星樹の指が、雪蘭の頰をすべる。

　雪蘭の犯おかした罪を許すかのような、甘やかな優しさで。

「異母姉上がただひとりの例外で、私は元々、女人よりも同じ男に惹ひかれる質たちだ。初めてそなたを見たときから、何と美しい者かと思うておったが、山羊やぎの乳を抱えて灰春香に跨またがり、頭に鶏にわとりの羽を載のせて詩を諳そらんじるそなたの愉ゆ快かいな姿が目に焼きついて、離はなれなくなった」

　星樹の声が紡つむいだ自分の名前に反応したのか、灰春香が「ぶぶっ」と鼻を鳴らした。

「……そんなふうに思っていただいていたとは、わかりませんでした」

「そなたの正体を見み極きわめるまでは、下手へたに口説くわけにもいかなかったゆえな」

　懸けん命めいに伸のび上がって擦すり寄ってきた灰春香の鼻先をそっと押しやり、星樹が苦笑する。

「奇き術じゆつ団の見物に行った日、そなたは笙桜を救った。皇太子の座を巡めぐる争いが激化し、一いつ触しよく即そく発はつの様相を呈ていしている今、そなたが真に笙桜に仇あだなす者の配下ならば、怪あやしまれずに任を果たす絶好の機会を逃のがしたはずがない。だが、そなたは笙桜を賊ぞくに攫さらわせず、守ってくれた」

　美しい髪を失ってまで、と言いながら、星樹は剝むき出しになっている雪蘭のうなじで指先を遊ばせた。

　まるで肌はだを炙あぶるような甘い愛あい撫ぶに、雪蘭は吐と息いきを震ふるわせた。

「あの日に、私の中でそなたへの疑いは消えた。順序を違ちがえてしまったが、私の妻になってくれるか、雪蘭。私にとって異母姉上は生しよう涯がい忘れ得ぬ人なれど、抱いだいた恋心は過ぎ去った昔の思い出だ。妻として添そい遂とげてほしいと思うのは、そなたひとりだけだ」

　熱の籠こもった声こわ音ねが雪蘭の罪悪感を包みこみ、じわじわと溶とかしてゆく。それが喉を詰つまらせて、咄とつ嗟さに言葉が返せなかった。

「彩中ちゆう丞じようには私が話をつける。何があってもそなたを守ると誓ちかう。だから、私の妻となってくれ、雪蘭」

「……でも」

　世せ襲しゆう一等公こう爵しやくという尊い身でありながら、人間を妻に娶めとることは爵位の剝はく奪だつを招きかねない愚ぐ行こうだと洋玉は言っていた。

　爵位が剝奪されれば、官位も財産も失ってしまう。自分に、星樹の持つすべてを捨てさせる価値があるとは思えず、雪蘭は返事を躊躇ためらった。

「案ずるな、雪蘭。私も無策ではない」

　その声音の力強さが少し不思議でまたたくと、星樹は言った。

「この巨きよ大だいな国は優すぐれた官かん吏りたちがあってこそ成り立つゆえに、科挙での不正は決して許されぬ。陛下が臨席される殿でん試しではなおさらだ。しかし、私が殿試を受けた際、監かん視し役だった廷てい臣しんたちが結けつ託たくして、私の論文をすり替かえた」

　星樹とまったく同じ筆ひつ跡せきで、皇帝の治政をでたらめに批難するものに。

　それを目にした皇帝は『期待をしておったが、そなたは父親とは違うようだ』と落らく胆たんし、前例のないことではあったが臣下たちの進言を受け入れ、星樹を不合格にしたという。

「だが、陛下は慈じ悲ひ深ぶかいお方ゆえ、代わりに将軍職を与あたえてくださった。軍務に就ついたことなど一度もない私に、左城将軍の地位を」

　皮肉ではなく、ただ苦笑う口調で星樹は言った。

「着せられた汚お名めいをそそごうにも、論文をすり替えられたとただ訴うつたえるだけでは陛下の心証を悪くするだけだ。だから、私は証しよう拠こを探した」

「見つけられた……のですね？」

「二年前にようやく」

　それは論文のすり替え方法を事細かに指示した文ふみで、不正に加担した者の名がすべて記されていたそうだ。

　それを聞き、雪蘭は首を傾かしげた。雪せつ辱じよくのための証拠は摑つかんだのに、なぜ今も左城将軍の地位に甘んじているのだろう。

「……その文を、陛下にはまだお見せになっていないのですか？」

　そうだ、と星樹は頷く。

「名を記されていた者の大半は、現在、中ちゆう書しよ令れいをはじめ、宮廷の重臣となっている。全員を処しよ罰ばつすれば、政まつりごとは混こん迷めいするだろう。私は世に騒そう乱らんを招きたいわけではないし、証拠探しに協力してくれたのは左城軍の部下たちだ。忠義を尽つくしてくれたその者たちを捨てて、今いま更さら文官に転じたいとも思わぬ。とは言え、ただ黙だまっているのも面おも白しろくないゆえ、中書令らと取引をした」

　不正を暴あばかない代わりに、星樹がそう求めたときに、味方につくことを約束させたそうだ。

「ひとり、ふたりではないゆえ、あの者たちの援えん護ごがあれば、陛下はそなたとの結けつ婚こんを許してくださるはずだ」

「……皇弟殿でん下かに申されていた、陛下からお許しをいただける確信とは、そのことだったのですか？」

「そうだ。それに、陛下からも、今日の暴動を鎮しずめた褒ほう美びとして、私が望むものを何でもくださると仰おつしやっていただけた。私は結婚の許しを申し出るつもりゆえ、そなたさえ承知してくれれば、そなたは今から私の妻だ」

　そう告げた星樹の指先に頤おとがいを捉とらえられる。

　そっと仰あおのかされると、青く澄すんだ目が雪蘭を見下ろしていた。

「返事を聞かせてくれ、雪蘭。私の妻になってくれるか？」

「──はい、星樹様」　>>>♥

　頷いた背後で、灰春香が「ぶおっ、ぶおっ、ぶおっ」と鳴き声を響ひびかせた。

「そなたが私の妻となることを、灰春香も喜んでおるようだ」

　林りん檎ごのおかわりを催さい促そくされている気がしなくもないと思いつつ「ええ」と微笑んだ唇くちびるを、そっと塞ふさがれた。考えてみれば初めてのその口づけは、とても甘やかで温かかった。

「今からそなたを抱いてもよいか、雪蘭……」

　雪蘭の唇を甘あま嚙がみして、星樹が囁ささやく。

「え……」

「そなたを大切に想おもい、愛しているのは彩中丞ではなく私だということを、そなたの身体に刻みつけたいのだ」

　星樹は紫薇に嫉しつ妬としているようだ。そのことへの驚きと嬉うれしさで頰を濃こく上気させながら、雪蘭は頷いた。







　誘さそわれた星樹の部屋の寝しん台だいで、何度も口づけを深く交かわした。

　最初は息の仕方がわからず、苦しくなったが、星樹の舌と唇と指で巧たくみに導かれ、慣れるまでにいくらもかからなかった。

　官能の味わい方を教わった舌を、雪蘭は懸命に絡からませ合った。

　まだ嚙まれてもいないのに、肌が熱く火ほ照てり、頭の芯しんがじんじんと痺しびれた。

「ふっ、う……っ、は……っ」

　口づけの合間に、袍ほうを奪うばわれた。気づけば星樹も一糸纏まとわぬ姿になっており、永福が灯ともしたのだろう燭しよく台だいの明かりが逞たくましい裸ら体たいを照らしていた。

　皇城ではそうする余よ裕ゆうがなかったので、雪蘭は今、星樹にうっとりと見み惚ほれた。

　鋭するどく引き締しまった細身の長身。厚すぎも薄うすすぎもしない、しなやかな筋肉に覆おおわれたその体たい軀くは細身ではあるものの、とても逞しい。そして、なめらかな張りを宿す肌。

　まるで、美の神のような神こう々ごうしい姿をしたこの麗人が自分の伴はん侶りよであることが、何だかとても不思議だった。

「雪蘭……」

　星樹の手にそっと押され、寝台の上で仰向けの格好になる。

「そなたは、その名のごとく、あでやかで、それでいて清せい麗れいな蘭らんのようだ」

　やわらかな声音を紡ぐ星樹の視線は、雪蘭の下か肢しにそそがれていた。

　そこでは、いつの間にかわずかに膨ふくらんでいた陰いん茎けいが、中ちゆう途と半はん端ぱな弧こを描えがいていた。その穂ほ先さきを包む薄皮のあいだから、食べ頃ごろに色づいた果実のような丸みがのぞいている。

「あ……」

　恥はずかしくて咄嗟に隠かくそうとした手を押し戻もどされる。

　そして、指先で丸みをくるりとくすぐられたあと、薄皮を剝かれた。

「あぁっ」

　つきんと腰こし骨ぼねに響いた甘やかな疼うずきを悦よろこぶように雪蘭の花茎は硬かたくなってさらに膨れ、右へ左へとくねりながら蜜みつを滴したたらせた。

　内側から溢あふれた淫いん液えきが糸を引いて垂れてゆくそのかすかな刺し激げきにすら、肌がぞくぞくと震え、雪蘭は爪つま先さきをきつく反らせた。

「は、ぁ……んっ」

「美しいな、雪蘭」

　滴る蜜を纏わせた指で雪蘭の会え陰いんをなぞる星樹の眼まな差ざしに、ふいに切なげな色が宿る。

「口にするだけ無益とわかっていても、そなたの花を散らすのは私でありたかった。どうして、もう少し早くそなたを救えなかったのかと自分を責めずにはいられぬ……」

　快感に酔よっている頭では一いつ瞬しゆん、何を言われているのかわからなかった。美しいのは星樹のほうだと恍こう惚こつと思い、だが、会陰の奥でひくついていた襞ひだをいじられ、言葉の意味を理解した。

「あの……、星樹様はそうしておられます。私を……初めて抱いたのは、星樹様ですから」

　告げると、怪け訝げんそうな声が返ってきた。

「しかし、そなたのここには男の精が撒まかれていた」

　雪蘭は少し口籠もりつつ、そうなった経けい緯いを話した。

「──では」

　上うわ擦ずった声をもらした星樹の双そう眸ぼうの青が、目に見えて濃くなった。

「では、そなたを破は瓜かしたのは、私なのか？」

「……そう、です」

　頷うなずいた雪蘭を見つめ、嬉しげに笑えんだ星樹には牙きばがあった。

　狼狽うろたえる暇ひまもなく、身を屈かがませた星樹に蜜みつ袋ぶくろを嚙まれた。

「あ、あぁ……っ」

　やわらかな皮ひ膚ふをふたつの牙に貫つらぬかれた瞬しゆん間かん、甘美な痺しびれが全身を強く駆かけ抜ぬけた。

　瞬時にして血が沸わいたような錯さつ覚かくに襲おそわれて脳のう髄ずいが痺れ、硬く凝こごって膨ぼう張ちようした陰茎がびくびく跳はね躍おどって白はく濁だくを飛ばした。

「──あああぁ！」

　根元の淡あわい叢くさむらや腹部がびしゃびしゃと粘ねん液えきで濡ぬれるあいだも、星樹は陰いん囊のうに嚙みついたまま皮膚を吸い、尖とがらせた舌でその中に宿る実を転がした。

　極きわまりの最中に与えられるたまらない刺激に、雪蘭は空を蹴けり、腰を振ふって悶もだえた。

「あぁっ、あぁっ……、ああぁん！」

　実際には牙から竜人の体液を注入されているはずなのに、じゅうじゅうと陰囊を吸われるせいでそこから精気を啜すすられているような気分になる。

　雪蘭は敷しき布ふを爪先で引っ搔かいて啼ないた。射精して芯を失った茎くきも、先せん端たんの割れ目から随ずい喜きの涙なみだを細く漏もらして、星樹の髪かみを濡らした。

　しばらくそうして蜜袋を吸われ続け、もう溶とけてしまうのではないかと思いはじめた頃ころ、星樹がようやく牙を抜いて、身を起こした。

　星樹は、雪蘭の下腹をねっとりと汚よごす精液を掬すくい、それを指先で擦り合わせた。

　そそぎこまれた媚び薬やくのせいなのか、ねちねちと粘ねばりつく音に煽あおられたのは、羞しゆう恥ち心ではなく淫みだらな快感だった。

「あ……」

「雪蘭。私に嚙まれるのは、気持ちがよかったか？」

　歓かん喜きの証あかしをぐっしょりと撒いてしまっているのだから否定のしようもなく、雪蘭は「はい……」と声を震ふるわせた。

「私は……星樹様の妻となれて……、幸せです」

　胸の中で跳ねていた思いを舌に載のせると、星樹が艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「私もそなたを妻に娶めとることができて、この上ない幸せを感じておる」

　雪蘭の唇を二度啄ついばんだあと、星樹は雪蘭の秘所へ指を差し入れた。

　窄すぼまりの表面をくすぐるように優やさしく撫なでた指が、その中央にぐっと圧力を掛かける。

　雪蘭の放った白濁にまみれた指が、ぬるりと中へ埋うまる。

「ああぁん」

　硬い指に蕾つぼみを突つかれた瞬間の、えも言われぬ感覚に、雪蘭は背を弓なりにしならせた。

　恋こい慕したう相手に与あたえられる愛あい撫ぶは、たまらなく気持ちがよかった。突き進んでくる指に、ぬぬぬぬっと隘あい路ろを押し開かれ、粘ねん膜まくを擦られ、腰がはしたなく揺ゆれた。

「あっ、あっ、あ……っ。星樹様っ、いい……っ。気持ち、いい……っ」

　星樹に愛されて嬉しいと思う心の喜びは、身体からだの熱を増ぞう幅ふくさせた。

　ずりっ、ずりっと穿うがたれて、粘膜に潤うるみをなすりつけられるつど、肉にく筒づつが淫らに波打って、星樹の指に纏わりついた。

　突かれ、捏こねられてやわらかくほぐれていったそこから、やがてぬちぬちと湿しめった音が響きだした。

「聞こえるか、雪蘭。そなたの愛らしい蜜みつ壺つぼが、歌を奏かなでておるぞ」

　耳に粘りつく水音の源が自分の孔あなだと言葉で告げられ、雪蘭はさすがに赤面する。

　反射的に収縮させた隘路から、指がずるっと引き抜かれる。

「あっ」

　ふいの喪そう失しつ感に、思わず追いすがるように腰を浮うかせた直後だった。

　淫らにわななく陰いん唇しんに、硬い亀き頭とうが押し当てられた。

「力を抜ぬけ、雪蘭。挿いれる」

　獣けものめいた低い声に耳を嬲なぶられた気がして肌はだをざわめかせると同時に、皮膚が爛ただれてしまいそうに熱い熱ねつ塊かいが、雪蘭の肉にく環わをぐううぅっとくぐる。

「──く、ひぃっ」

　一体、いつの間にそれほど猛たけっていたのか、凶きよう器きのように悪あく辣らつに傘かさを張り出す太い亀頭が、ぐちゅうっと肉襞を押しつぶして中へ沈しずんでくる。

「あ、あ、あ……！　ふ、太い……っ！」

　首を振って叫さけんだ瞬間、傘がますます漲みなぎって張りつめ、雪蘭の肉環を引き伸のばした。

「ああぁ！」

　痛いわけでも、嫌いやなわけでもない。けれども、張り出した亀頭のあまりの太さに襞ひだが裂さけてしまいそうな気がして、雪蘭は咄とつ嗟さに腰を引いた。

　じゅぼっと響いた卑ひ猥わいに粘ねばる音とともに、肉襞を内側から強く撥はね上げて亀頭が抜ける。

「ああぁん！」

　腰骨を突つき刺さす鮮せん烈れつな快感に高く喘あえいだ雪蘭の視界に、星樹の怒ど張ちようの全身が映る。

　赤黒い幹に太い血管を幾いく本ほんも絡からみつかせてそそり勃たつそれは、どっしりと太くて長い。

　びくびくと脈動し、天を衝つく切っ先をしとどに濡ぬらすその威い容ようは皇城で見たときよりも、ずっと凄すさまじい。まるで、天に昇のぼろうとする竜りゆうのごとき猛たけ々だけしさだ。

「あ……。違ちが、う……」

「何が違うのだ、雪蘭」

　蕩とろけるような優やさしい声こわ音ねで訊ききながら、星樹は雪蘭の脚を高く抱かかえ直す。

「……前は、そんなに大きくも……長く、も……」

　涙なみだ目めで告げていたさなか、星樹が腰を浅く突き出した。

　再び亀頭で肉環をえぐられる。ぶしゅっと肉のひしゃげる感覚と音が生んだ尖とがった悦えつ楽らくに意識が一いつ瞬しゆん吞のまれ、雪蘭は声もなく足先を突っ張らせ、痙けい攣れんさせた。

「無ぶ粋すいな見物人の前では、そうそう興奮もできぬゆえな」

　淡あわく苦く笑しようして、星樹がゆっくりと挿そう入にゆうを深めてゆく。

「あっ、あっ、あっ！」

　入ってくる。

　雪蘭の脚あしのあいだに刺ささっていた男根が、体内にずぶずぶと沈む。なのに、結合部から伸のびている赤黒い肉にく杭くいは少しも短くならないように思え、雪蘭は目め眩まいを覚えた。

「せ、星樹様……っ。あっ……、そんな……、長いの、は……っ！」

「短くはできぬゆえ、堪こらえてくれ」

　赤黒い肉の杭が、ずるずると雪蘭の中にもぐりこんでくる。目の奥に沁しみこんでくる、巨きよ大だいな蛇へびに後こう蕾らいを犯されているかのような淫いん猥わいな光景に、吐と息いきがとろりと潤うるむ。

「はっ、あ……ぁん」

「雪蘭。私はそなたが愛いとおしくてたまらぬ。その想いが、私をこのように荒あらぶらせているのだ」

　星樹が腰をぐっと大きく前へ動かす。

　ずりりりっと狭せまい肉の路みちを搔かき分けて進んだ熱ねつ塊かいが、一気に根元まで埋うまる。信じられない奥深い場所をえぐりこまれると同時に、臀でん部ぶを星樹の陰いん囊のうでびしゃんっと重く叩たたかれた。

「──ああああぁ！」

　神経が灼やき切れるような強きよう烈れつな愉ゆ悦えつに、雪蘭の陰いん茎けいが膨ふくれて反り返った。

「くっ、ふぅ……」

「雪蘭、痛いか？」

　問う星樹が、腰をさらに密着させてくる。ぬぷっと伸びてきた杭くいの切っ先でより深みを突き掘ほられ、接合部を濃い叢くさむらにざりざりと擦こすられて、雪蘭は爪つま先さきをぎゅっと丸めた。

　圧あつ倒とう的な質量に隘あい路ろをみっしりと埋うめ尽つくされ、苦しくないと言えば噓うそになる。けれども、それ以上に気持ちがよかった。嚙かまれた効果もあるのかもしれないが、愛し、愛されている相手と繫つながっていることが、たまらなく嬉うれしくて、快感だった。

「いいえ……」

　であろうな、と微笑ほほえんだ星樹が覆おおい被かぶさってきて、雪蘭の顔の脇わきに両手を突いた。

「そなたの中はぬるぬるとうねって、私にきつく絡みついておる」

　甘く告げた唇くちびるが近づいてきて、口づけられた。

「ふっ、う……」

「そなたが心より愛おしい、雪蘭……」

「せい、じゅ……、さま……」

　熱い悦よろこびで胸が一いつ杯ぱいになり、雪蘭は星樹の逞たくましい背に腕うでを回した。　>>>♥

「雪蘭。そなたを愛しているのは、この私だ。彩中ちゆう丞じようではない」

　妬と心しんをはらんだ雄おすの声が耳もとで低く響き、鳥とり肌はだが立った。

　勃ぼつ起きの秘唇がひくひくと痙けい攣れんしながら、白い蜜をびゅるっと散らした。

「ああああぁ……っ、星樹、様っ」

　雪蘭の放った嬌きよう声せいを合図にしたかのように、星樹が激しい律動を始めた。

「ひううぅっ」

　絶頂の余よ韻いんにびくびくと蠕ぜん動どうする隘路の中を、長くて太い剛ごう直ちよくが凄すさまじい速さで出入りを繰くり返す。分厚く張り出した硬い肉の鰓えらで粘ねん膜まくをごりごりと擦られ、入り口の襞をずぽっと捲めくり上げて出ていくと見せかけて、次の瞬間には怒ど濤とうのような勢いで最奥を串くし刺ざしにされている。

　収しゆう斂れんしようとする洞うろを無理やりこじ開けられ、ずぶぶぶっと熱い怒張を突きこまれるたび、腰が溶とけてしまいそうな愉悦に襲おそわれる。

「あっ、あっ、ああぁ！　動か、ないで……っ。今、動かないで！」

　爛らん熟じゆくした媚び肉にくをつぶされ、容よう赦しやなくかき混ぜられて生まれる快感の深さが恐ろしく、雪蘭は空を蹴けって叫さけんだ。

　けれども、星樹は「ならぬ」と唸うなっただけで、動きをとめてくれなかった。それどころか、その腰遣づかいはますます荒々しく猛っていった。

　寝台が、壊こわれてしまうのではないかと思うほど軋きしんでいる。

　重く、深く突き穿うがたれる肉のぬかるみが摩ま擦さつ熱で煮にえ、じゅぶじゅぶと蕩けてゆく。

「あぁんっ、あっ、あっ……！　いや、ぁ……っ、また、いく、いく……っ、いき、そう！」

　高く啼ないて、体内を突き進んでくる熱塊を締しめつけた直後、星樹が変へん貌ぼうした。

　きつい収縮を撥ね返して大きく膨ぼう張ちようし、その硬い先端をずぼぼっと奥へ伸ばした。

「──あああぁ！」

　奥の奥へどすりと苛か烈れつで重い一撃を受け、ほとんど色のなくなった粘液を細く散らした雪蘭の中で、星樹も弾はじけた。

　ぶしゅっと音が聞こえそうな勢いで噴ふん出しゆつした精液が、爛ただれた粘膜を叩いて激しく逆巻く。

「あ、あ、あ、ぁ……」

　粘膜を嬲る奔ほん流りゆうの熱さに朦もう朧ろうとしながら、雪蘭は足の指をぴくぴくと痙攣させた。

　上うわ擦ずった声で雪蘭の名を呼び、深く息を落とした星樹が、ゆっくりと腰を引く。

　漲みなぎったままの太い肉棒がずるずると抜け出ていった。硬い鰓がじゅぼっと花襞をめくり上げたあと、その奥から白はく濁だくがぬろぬろと糸を引いて垂れてきた。

「男を狂くるわせる絶景だな、雪蘭」

　白濁にまみれて喘ぐ陰いん唇しんに、星樹が硬く漲る亀頭を宛あてがう。

「──あっ。星樹様……、今こ宵よいは、もう……」

「夫を満足させるは妻の務めぞ」

　双そう眸ぼうをたわめ、星樹がひどく優美に笑う。

　煌こう々こうと輝かがやく青い目は枷かせから放たれた貪どん婪らんな獣けもの──否、淫いん竜りゆうのようだった。

　喰くらわれる。そんな被ひ虐ぎやく的な歓かん喜きを覚えて息を詰つめた雪蘭を、淫竜の猛る男柱が貫つらぬいた。







　逞しい胸の中で目覚めたとき、窓の玻は璃りから淡い朝あさ陽ひが射さしこんでいた。

　もう日の出を過ぎている。すっかり寝ね過すごしてしまったことに慌あわてて起き上がろうとした身体に、星樹の腕が絡からみついた。

「どこへ行く」

「朝あさ餉げの準備を……」

「永福たちに任せておけばよい。そなたはもう私の妻だ。忘れたのか？」

　雪蘭を組み敷しいて覆おおい被かぶさってくる星樹の肌を、朝陽が照らす。

　雄お々おしくてこの上なく美しい裸ら体たいが白く輝かがやくさまは神々しく、けれども同時に何だかひどくなまめかしく思え、雪蘭は視線をうろうろと泳がせた。

「忘れてはおりませんが……」

「ならば、私がよいと言うまで、この閨ねやを出てはならぬ」

「……あの、ですが、もう朝です」

「朝、腕の中の妻を愛することは、夫たる者の特権だ」

　唇の奥から牙きばの尖りを見せて言った星樹は雪蘭の身体をひっくり返し、腰こしを高く上げさせた。

　脚あしのあいだに顔が近づいてくる気配で、雪蘭は陰囊が狙ねらわれていることを悟さとる。

「──そこばかり、嚙かまないでください」

　脚を閉じ、昨夜ゆうべの名な残ごりで赤く充じゆう血けつしている蜜みつ袋ぶくろを腿ももの内側へ挟はさみこんで訴うつたえたものの、そもそも本気でもない抗あらがいはたやすく流されてしまう。

「私はここがよいのだ、雪蘭。この愛らしい果実を嚙むと、私の蘭はすぐに花開いて、蜜を溢あふれさせるゆえ」

　閉じた脚を左右に割られ、空で卑猥に弾んだ陰囊に牙を立てられた。

「あっ」

　嚙まれたそこから甘美な痺しびれがじんと広がり、雪蘭は背を弓なりに反らせた。やわらかな皮膚を牙で穿たれ、毒の蜜を流しこまれた身体に、発火したような熱が瞬時に灯ともる。

「あ、あ、あ……っ」

　昨夜ゆうべ、精を吐ききったと思っていた陰いん茎けいがくねって芯しんを持つ。ぬうぅっと突き出た欲よく望ぼうの塊かたまりが、淫いん液えきを細く飛び散らせた。

「何度見ても、美しい芽め吹ぶきだ」

　伸びてきた指が、屹きつ立りつを後ろへ曲げる。不自然に折れ曲がった形のまま、腫はれた亀頭の頂をねぶられ、ぬめる割れ目をじゅうっと啜られ、目眩がした。

「はっ……、あ、ん」

　いきなり大きくうねった歓喜の波に思考を攫さらわれそうになり、腰を振り立てて耐たえた拍ひよう子しに窄まりがわななき、昨夜の情交の残ざん滓しがとろとろと卑ひ猥わいな糸を引いて垂れ落ちた。

「このような大輪の蜜の花を送りこんでくれた彩中丞に、私は感謝せねばならぬな」

　笑えみを含ふくんだ声こわ音ねで言って、星樹が雪蘭の背後でゆっくりと身を起こす。

　蜜を垂れこぼすそこへ、熱塊が宛あてがわれる。

「──あっ。だ、だめ……、ですっ」

　雪蘭は蕾をぎゅっと閉ざして、首を振る。

「なぜだ？」

　問いながら星樹は、固く収縮する肉環を肉の剣けん先さきで突いた。

「あっ、あ……っ。も……っ、永福さん、が……、起こしに……っ」

　そう告げるあいだにも、窄まりに掛かる圧力が強くなっていった。襞ひだがみちみちと押し広げられてゆく感覚に、雪蘭は敷しき布ふを引っ搔かき、悶もだえた。

「永福が現れるまで、私はそなたを愛めでたい」

　襞がぬぽっとめくられ、亀頭の先が内部へ埋まった。

「あぁっ」

　中に溜たまっていた白はく濁だくごと柔じゆう壁へきを押しつぶされ、腰が高く浮き上がった。その弾はずみで、自ら亀頭の太々とした張り出しを中へ引きこんでしまう。

　凶きよう悪あくな剣先の形に引き伸ばされた襞が内側から灼かれ、雪蘭はじょろじょろとまるで粗そ相そうのような淫液を漏もらしながら指先を痙攣させた。

「あ、あ、あ……。出し、てぇ……っ」

「ならぬ。永福はまだ来ておらぬゆえな」

　脈動する太い幹が、ずるるるっとなかばほどまで埋まったときだった。「うおっほん！」とわざとらしい咳せき払ばらいが扉とびらの外から聞こえた。

「おはようございます、旦だん那な様。永福めはもう参上しております。入ってもよろしゅうございますか？」

「……まだ朝餉の時間ではないだろう。なぜ、今朝はこのように早いのだ」

「私も心苦しゅうございますが、旦那様にお目にかかりたいと訪ねてきた者がありまして」

　扉の外で永福が答えた。

「延えん佳か英えいなる人間でございます」

「知らぬ名だが……、こんな時間に何用だ？」

「詳くわしいことは申しませんでしたが、このあと、港を出る船に乗るそうで、その前にぜひ旦那様のお耳に入れたい話があるとか。必ずや旦那様のお役に立つことだ、とやけに自信ありげな顔をしておりましたが、いかがいたしましょう？」

「わかった。会おう」

　応じた星樹が、雪蘭の中から猛る杭を引き抜ぬく。

「──ぁっ」

　硬く張り出した傘のふちが、ひくつく肉襞をじゅぼっと撥はね上げて抜け出た瞬しゆん間かん、背を駆かけた疼うずきが脳のう髄ずいを震ふるわせ、雪蘭は腰を崩くずし落とした。

　ひくん、ひくんと跳はねる身体を、やわらかな布で覆われる。

「途と中ちゆうになったが、許せ」

　喘あえぐ雪蘭の唇を啄ついばんだ星樹は、夜着を羽織りながら寝しん台だいを下りる。

「永福、入れ」

　開いた扉の向こうから、永福が現れる。

「私は水浴びをしてくるゆえ、雪蘭を頼たのむ。それから、衣ころもの準備も」

「はい、旦那様」

　星樹が部屋を出ると、永福が深くため息をついた。

「やれやれ。何ということだろうねえ」

「……すみません」

　呆あきれられて恥はずかしいのに、熱を帯びたままの状態であることが居たたまれず、雪蘭は掛かけ布ふの下へ頭をもぐらせた。

「お前さんを責めてるんじゃないよ、雪蘭。人間のお前さんは、旦那様に嚙みつかれちゃ、ひとたまりもないだろうからね」

　苦く笑しよう気味に言って、永福は「私が困っているのは、旦那様のほうだよ。いい歳をされて、まったく」とまた息を落とす。

「こんな朝っぱらからお前さんを毒どく牙がにかけるとはねえ。お若い時分にお遊びをなさらなかった反動にしても、とんだ淫竜におなりになったものだ」

　ぶつぶつと嘆なげきつつ衣装棚だなから取り出した袍ほうを衣い桁こうに掛かけ、永福は部屋の窓を開ける。

　雪蘭は掛布の端はしからもぞもぞと顔を出す。流れこんできた冷たい空気が、熱を帯びた肌を心ここ地ちよく冷ましてくれた。

「あの……。そう言えば、旦那様っておいくつなんですか？」

「三十四におなりだよ」

　星樹が何歳だろうと気持ちが変化することなどないけれど、年ねん齢れいを知って雪蘭はほっとした。

　年の差が一回りだけなら、これから長い時間を共に過ごせる。

「雪蘭。私は水を汲くんでくるから、お前さんは休んでいなさい。風に当たってじっとしていれば、身体からだは元に戻もどるからね」

　そう告げて慌ただしく部屋を出ようとした間ま際ぎわ、永福がふいに雪蘭を見て深く頭を下げた。

「お邸やしきのことは我われらに任せて、今朝はどうかごゆっくりなさってください、奥様」

　ふわふわした気持ちに胸をくすぐられながら、雪蘭は「はい」と笑んだ。













　延佳英と名乗った男は、少し前まで洋玉の愛あい妾しようだったらしい。

　元々は皇城の下働きだったが、洋玉に気に入られて召めしかかえられ、しかし早々に飽あきられ、「目め障ざわりだ」という理由で皇城追放の憂うき目に遭あったそうだ。

　今は父親の友人の紹しよう介かいで商家へ養子に入っているという佳英は、洋玉の寵ちよう愛あいを受けているあいだに、ある文ふみを手に入れていた。

『洋玉殿でん下かは賢さかしい者がお嫌きらいなので、字が読めぬ振ふりをしていたところ、殿下に届いた文を暖だん炉ろで燃やす役を任されることになりました』

　皇城で働く者なら誰だれでも、洋玉の漁色ぶりを知っている。そして、手た折おった解語の花がどれほど美しくとも、その寵愛が長続きしたためしはなく、飽きれば取り巻きたちに──時には獣けものに投げ与あたえて嬲なぶり殺しにしてしまうことも。

　佳英は洋玉の寵を失った際、自分の命を守る盾たてとなってくれるだろう文を何通か手元に残していた。その中には、洋玉とその側近が謀む反ほんを企くわだてている証あかしの文もあった。

『幸いにも、私は殿下に飽きられても、皇城から追い出されるだけですみ、この文を使う機会はありませんでした。私はこれより長い航海に出ます。もう私には用のない代しろ物ものゆえ、処分するつもりでおりましたが……。将軍のお役に立つのではないかと考え、持参いたしました』

　なぜ、自分に渡わたすのかと尋たずねた星樹に、佳英は笑って答えたそうだ。

『私は宮きゆう廷ていの権力争いに……遠い雲の上の出来事に興味はございませんので、特にこれという理由もありません。ただ、昨日の人間と竜人との争いを、私は近くの酒しゆ楼ろうから見ておりましたが、将軍の下されたお裁きに腰こしを抜ぬかしていた竜人共の顔があまりに愉ゆ快かいで、最高の酒の肴さかなになりましたゆえ、そのお礼でございます』

　渡された文に記されていた謀反の決行日時は、新年を迎むかえた祝賀気分と大祭を終えた安あん堵どとで衛え士じたちの気が最も緩ゆるむ日の夜──つまり今夜だった。

　文を手にした星樹は、紫薇のもとへ向かったそうだ。

　皇后派の紫薇は、洋玉とは敵対関係にある。洋玉の謀反の証しよう拠こと引き換かえに、星樹は雪蘭をもらい受けたいと要求し、紫薇はその求めに応じたという。

　そうしたことを、すべてが終わった夜、雪蘭は閨ねやの中で星樹の腕うでに抱だかれて聞かされた。

「どうして、お邸を出られる前に教えて下さらなかったのですか？　私は何も知らず、今日一日、笙桜様と暢のん気きに遊んで過ごしてしまいました……」

　知っていたからと言って、何ができたわけでもないけれど、せめて無事の帰宅を祈いのることくらいはしたかった。

　そんな小さな不満をこぼした唇くちびるを、甘あま嚙がみされる。星樹の牙きばが薄うすい皮ひ膚ふを引っ搔く感かん触しよくに、甘美な目め眩まいが起こる。

「話しておこうと思うたが、そなたは眠ねむっていた。そなたの寝ね顔がおがあまりに愛らしく、起こすのは忍しのびなかったのだ」

　言って、星樹は優やさしく微笑ほほえむ。

「笙桜様のこと、彩中ちゆう丞じよう様は信じておられましたか？　星樹様のお子だと……」

「食い下がるふうもなかったゆえ、おそらくな。私が笙桜を皇子として利用しようとしているならば、あのような文を渡すはずがないと納なつ得とくしたのであろう」

「そう、ですか……」

　雪蘭は、自分を引き渡すことを承しよう諾だくした際の紫薇の様子を聞こうとして、けれどもやめた。

　幼子や嬰えい児じの命すら平然と奪うばう残ざん酷こくさを持つ紫薇が、裏切り者である自分を簡単に許したあっさりした反応が不思議で、少し不安でもあった。

　けれども、紫薇にとって雪蘭は「ただの人間」だ。洋玉の謀反の企たくらみを暴あばくことで、皇后の産んだ第一皇子の敵対者が減り、自身の宮廷での地位をより確かなものにできることを考えれば、雪蘭の処しよ遇ぐうなどどうでもよくなったのだろう。

　自分は、紫薇にとって、こだわる価値などない存在だったのだ。

　──それに、と雪蘭は思う。

　未練ではなく、単なる懸け念ねんによるものであったとしても、雪蘭が紫薇のことを気にすれば、星樹の淫竜ぶりに拍はく車しやを掛けてしまうかもしれない。

　そんなことになると、とても困る、気がする。

　だから、雪蘭は胸に立つさざ波には気づかなかったことにして、星樹の胸に顔を埋うずめた。







「母上、あれは沈じん丁ちよう花げ！」

「はい、笙桜様」

「母上、あれは金きん縷る梅ばい！」

「はい、笙桜様」

「母上、あれは花はな海かい棠どうの木！」

　はい、と笑って返事をしようとした雪蘭より先に、笙桜と一いつ緒しよに乗っていた灰春香が機き嫌げんよく首を振りながら「ぶおっ、ぶおっ、ぶおっ」と鳴いた。

「もう。父上と結けつ婚こんするのはお前じゃないでしょ、灰春香。邪じや魔ましないで。私は今、雪蘭を『母上』って呼ぶ練習を──」

　言いかけて、笙桜ははっとしたふうに両手を口へやった。

「あ～。また、雪蘭を雪蘭って言っちゃった」

「かまいませんよ。私は雪蘭ですから」

　雪蘭は少し身を屈かがめ、自分の前に座る笙桜のやわらかな髪かみに頰ほおを当てて笑った。

「でも、子供が母上のことを名前で呼んでは駄だ目めだもの。結婚式までに、いつでも雪蘭を『母上』って呼べるようになっておかないと！」

　声を高くして張りきる笙桜の姿に、雪蘭はこぼれる笑えみがとまらなくなってしまう。

「急ぐ必要はありませんよ。式はたぶん、まだ先ですから」

「先っていつ？　来週？　それとも再来週？」

　わくわくした顔で自分を振り仰あおいだ笙桜に、雪蘭は微笑んで言う。

「いいえ。もっと、ずっと先ですよ。花海棠が咲さく頃ころかもしれません」

　現在、皇こう帝ていは洋玉一派の一いつ掃そうに力をそそいでいるため、星樹が願い出た謁えつ見けんが叶かなうのはこの事変の収束後になるそうだ。

　それは、雪蘭にとっては都合のいいことだった。そのあいだに、琳公こう爵しやく家のことを色々教わったり、厨ちゆう房ぼうの担当になった白に料理を教えたりできるからだ。

　そうすることで、星樹の妻となる心構えができる。

　今のところは、皆みなが働いているのに、自分は笙桜と一緒に書を読んだり、音楽を楽しんだりすることに気き後おくれしてしまい、「公爵夫人らしくない」と永福に叱しかられる日々だ。

　そして、毎日、星樹に身体を味わい尽つくされる。星樹は笙桜の目だけは避さけているけれど、それ以外は時と場所を選ばない。おかげで、陰いん囊のうに吸いつかれて精を漏もらしているみっともない姿を、永福と宗馬に何度も目もく撃げきされたあげく、

『噓うそはつき続けると、現実になるものなんだねえ、兄さん。旦だん那な様は、本当に人間を襲おそう竜りゆうでいらしたよ』

『ああ。よくもまあ、これだけ毎日毎日、雪蘭の精を啜すすれるもんだ』

『雪蘭が干ひからびてしまわないか、心配だよ、兄さん』

『若いから、平気だろう。現に、際限なく精の蜜みつを溢あふれさせている』

『それもそうだね、兄さん。しかし、どうせ啜るなら、こぼさず全部啜ってほしいねえ。あとの掃そう除じが大変だよ』

『いやいや、弟よ。そもそも、雪蘭はまだ正式には妻じゃないんだぞ。そんな相手に毎日毎日、日に幾いく度ども嚙かみつかれるとは、いくら何でも淫いん楽らくが過ぎるというものだ』

『とんだ淫竜だったね、うちの旦那様は』

『まったくだ。うちの旦那様がこんな淫竜将軍だったとは、ああ、情けなや！』

　と、本気か冗じよう談だんかいまいちわからない嘆なげきを聞かされる毎日でもある。

　そんなふうに過ぎてゆく日々は、照れくさかったり、恥はずかしかったりで困こん惑わくすることも多いけれど、とにかく楽しくて幸せだ。

　星樹がいつものように勤めに出、永福と宗馬が知人の葬そう儀ぎに行った、薄うす曇ぐもりのその日もそうだった。笙桜と灰春香に乗って庭を回り、草木の名を教えていると「公子わか様！　奥方様！」と白の声が響ひびいた。

「海老えび饅まん頭じゆうができましたよ！　どうぞ、お召し上がりになってください」

　白に呼ばれて四阿あずまやへ行くと、中の小しよう卓たくにできたての海老饅頭が盛りつけられた皿と、花の浮うかぶ茶が淹いれられた器うつわが置かれていた。ほこほこと立つ白い湯気が食しよく欲よくをそそる。

「うわあ、海老のいい匂におい！」

「笙桜様。おやつですから、食べ過ぎないようにしてくださいね。食べ過ぎると海老になってしまいますよ」

　うん、と返事をしつつ、笙桜は両手にひとつずつ持った饅頭を交こう互ごに頰張る。

　笑顔でもぐもぐと口を動かす笙桜に、雪蘭は苦く笑しようをこぼして茶を飲む。

　浮かべられている花の香かおりが濃こく移った、面白い味の茶だった。

「このお茶、美味おいしいですね、白さん」

「ありがとうございます、奥方様。昨日、市場で新しい異国の店を見つけましたもので、買い求めてまいりました」

「海老も、いつもより甘々で美味しいよ！」

「ありがとうございます、公子様。そちらの海老も、異国の香こう料りようで味つけをしております」

　へえ、と雪蘭も饅頭をひとつ食べてみる。確かに、甘みが強く引き立っていた。

　雪蘭には少し甘すぎるけれど、笙桜の口には合うだろう。

「さ、灰春香。お前さんにも美味しい草があるぞ」

「ぶぉっ」

　灰春香はすっかり白に懐なついた様子で、差し出された草をしゃくしゃくと食はんだ。

　新年を迎えてから、ひと月あまり。肌はだに感じる空気はまだまだ冷たいけれど、庭はだんだんと春めいてきた。そんなことを思っていると、視界の端はしに白いものがちらついた。

「おや、雪ですねえ」

　空を見上げて、白が言う。

「皇都に雪が降るのは如月きさらぎまでと言いますから、最後の雪かもしれませんねえ」

　そうですね、と笑んだ雪蘭の隣となりで、笙桜が「ふわあ」と大きなあくびをした。

「笙桜様、お腹なかがいっぱいになって、眠くなりましたか？」

「うーん。まだお腹はいっぱいじゃないけれど……、すごく眠い……よ、雪蘭……」

　言いながら、笙桜はとろとろ落ちる瞼まぶたをこする。

「お庭をたくさん回って疲つかれたんですね。雪も降りはじめたことですし、このあとはお部屋へ戻もどって、お昼寝をいたしましょう」

　笙桜の小さな身体からだを腕うでに抱だき、立ち上がろうとした瞬しゆん間かんだった。

　ふいに強きよう烈れつな目眩と眠気に襲われた。身体が大きく傾かしぎ、そのまま転てん倒とうした。自由のきかない身体をどうにかひねり、衝しよう撃げきから守った笙桜が、雪蘭の腕の中で寝息を立てている。

「──は、くっ」

　あの甘い味。あれは何かの薬だったのだと気づき、視線を動かすと、まるで別人のような冷ややかな目をした白が雪蘭を見下ろしていた。

「やれやれ。毒に耐たい性せいがあるって言うから、眠り薬はどうかと思っていたが、効いてくれてよかったぜ。でなきゃ、少々手て荒あらな真ま似ねをしなきゃならなかったからな」

「ぶおっ、ぶおっ、ぶおーっ！」

　異変を察した灰春香が、鳴き声を響かせながら跳はね回る。

「うるせえっ。切り刻んで、鍋なべの具にするぞ！　あっちへ行ってろ、役立たずの驢ろ馬ばが！」

　灰春香を蹴けり飛ばした白は、その足で、笙桜に絡からみつかせた雪蘭の腕も蹴り上げる。

　無防備になった笙桜の身体を、白が乱暴に脇わきに抱かかえた。

「何を、する……っ、白っ。やめ、ろ……っ」

「安心しろ。この子供も貴様も、ここでは殺さない」

　吐はき捨てるように告げ、白は雪蘭の腹部をさらに蹴る。

「貴様への罰ばつは、中ちゆう丞じよう様が直々に下されるからな」

　あぁ、と雪蘭は息を震ふるわせ、理解した。

　──紫薇はやはり、自分の裏切りを許してはくれなかったのだ。

「ぶおっ、ぶおっ、ぶおーっ！　ぶおっ、ぶおっ、ぶおーっ！」

　どこかへ遠ざかってゆく灰春香の悲痛な鳴き声を意識の片かた隅すみでぼんやり聞きながら、雪蘭は目を閉じた。







　身体の節々が痛い。そう思って重い瞼を押し上げると、石いし牢ろうの中だった。

　窓のない、薄暗い牢だった。だが、木の扉とびらの上部に設しつらえられた小さな鉄てつ格ごう子しの向こうはうっすら明るい。火の色ではない。どこかの窓からもれる曇どん天てんの光だろう。

　身じろいで、雪蘭は自分が硬かたい石いし床ゆかの上に転がされていたことに気づく。

「……っ」

　鈍にぶく疼うずくこめかみへ手をやり、辺りを見回す。

　寝しん台だいなのか榻ながいすなのかわからない粗そ末まつな木の台の上に、笙桜が横たわっていた。

　その姿を視界に捉とらえた瞬間、頭の中の霧きりが晴れ、状じよう況きようを理解する。

　白に──紫薇が放ったふたり目の間かん諜ちように薬を盛られ、ここへ連れてこられたのだ。まだ外は薄ぼんやりと明るいようなので、それほど時間は経たっていないはずだ。

　邸やしきに白が現れたのは、紫薇に二回目の報告をした数日後。二度続けて実のない報告をしたことで紫薇は雪蘭の能力を見限り、新たな間諜を送りこんだのだろう。

　そして、笙桜が竜姿を持つことを隠かくしていた裏切りを知った。

　白の前では、笙桜の出生に関する話は誰だれもしていない。笙桜が本当は皇子だということまで摑つかんでいるのかは、わからない。だが、こんな手法を採ったということは、紫薇に笙桜をここから生かして返す気はないのだろう。

　雪蘭は身を屈かがめて扉に耳を当て、神経を研とぎ澄すます。扉の外には、見張りがふたりいるようだ。雪蘭はすばやく考えを巡めぐらせてから、笙桜を揺ゆすり起こした。

「笙桜様っ。起きてください、笙桜様っ」

　押し殺した声で呼びかけていると、笙桜が眠ねむたそうに目を開けた。

　続けて開きかけた唇くちびるに、雪蘭は指を押し当てる。

「笙桜様。大きな声を上げてはなりません。いいですね」

　笙桜はぼんやりしつつも頷うなずき、「ここ、どこぉ？」と囁ささやき声で訊きいてくる。

「わかりません。でも、私たちはお父様を……、星樹様を困らせようとする悪者に捕つかまってしまったんです」

　そう言うと、笙桜は上半身を起こした。そして、きょろきょろと視線を泳がせた。

「……悪者って、頼儀？」

　白が牢の中にいないことで、何となく察したらしい笙桜の頰ほおを撫なで、雪蘭は静かに「ええ、残念ながら」と返す。

　悲しそうに眉まゆを下げた笙桜を抱きしめてやりたかったけれど、今はそんな時間はない。

「笙桜様。これから、お腹がうんと痛い振ふりをしてください」

「お腹が痛い振り？」

「そうです。私が合図したら、痛い、痛い、と大きな声を上げて、苦しそうに足をばたばたさせてください」

「うん。わかった」

　笙桜が再び台の上に横たわり、芝しば居いの準備をする。

　雪蘭は扉の前に立ち、笙桜に手を振って合図を送る。

「痛いよう！　痛いよう！　お腹が痛いよう！」

　笙桜が甲かん高だかく響かせた声に、扉の外で「何だ？」と男が驚おどろく気配がした。

「公子様が突とつ然ぜん、苦しみだされて……。医薬師を呼んでください」

　鉄格子の向こうから中をのぞきこんだ男に、雪蘭はおろおろしたふうを装よそおって訴うつたえる。

「あ、ああ……。とりあえず、気がついたら報しらせろってことだったし、ひとっ走り行ってくる。お前はしっかり見張ってろよ」

　告げた男が離はなれたのを確かく認にんして、雪蘭は「痛い、痛い」と唸うなっていた笙桜に目配せする。

「痛いよう！　死んじゃうよう！　助けて！」

　声をさらに高くした笙桜が両りよう脚あしで木の台をどんどんと踏ふみ鳴らし、身をよじる。

「引きつけを起こしかけています。水を……、冷たい水を、すぐにください！」

　雪蘭はひとり残った見張りに向かって叫さけぶ。

「そんなことはできん。医者が来るまで、待て」

「待ってなどいられません！　そんなことをしているあいだに、公子わか様にもしものことがあったら、どうしてくれるのですか！」

「俺が知るかよ。勝手なことをしたら、俺が牢にぶちこまれる」

「このお方は、恐おそれ多くも、皇こう帝てい陛下の御み子こですぞ！」

「な、何を、馬ば鹿かなことを……」

　雪蘭が睨にらんだ通り、事の次し第だいなど何も知らずにただ扉の前に立っているだけらしい見張り役が、一瞬、驚いたように鉄格子の向こうの顔を引き攣つらせた。

　その隙すきを逃のがさず、雪蘭は怒ど鳴なる。

「お命をお助けするすべがありながら、見過ごしたとあらば、責を負うのはあなたです！　牢に入るだけではすみませんぞ！　それが嫌いやなら、早く水を！」

　雪蘭の怒声に気圧けおされたように、喉のどを「ひっ」と鳴らし、走り出そうとした見張りを、雪蘭は呼びとめる。

「待ってください！　もう時間がありません。皇子を水場へ運んでください」

「し、しかし……」

「早く！　皇子は竜りゆうですから、お身体を水に浸ひたせば元気になられます。手て遅おくれになる前に、急いでください！」

「──ああ。わ、わかった」

　真しん偽ぎが入り交じった雪蘭の話を信じたらしい見張りが、鍵かぎを開けて中へ入ってくる。

「笙桜様、目を瞑つむってください！」

　叫ぶと同時に雪蘭は男の足を払はらい、腰こしから抜ぬき取った剣けんをその喉元に突つき立てた。

「まだ、目を開けてはなりませんよ」

「うん、わかった」

　がぁぁ、と断だん末まつ魔まの声を上げる男から剣を引き抜き、雪蘭は片かた腕うでに、ぎゅうっと懸けん命めいに目を閉じている笙桜を抱えて牢の外へ出た。

　鉄格子の嵌はまった小さな窓がひとつある、薄暗く、狭せまい廊ろう下かに、こちらへ近づいてくる複数の足音が響ひびいていた。医師を呼びに行った男が戻ってきたのだろう。

　雪蘭は窓辺へ走る。窓をのぞくと、下には雪の散る水路が流れていた。楼ろうや民家がごちゃごちゃと建ち並ぶ周辺の景色に馴な染じみはなかったが、遠くに皇城の甍いらかが見えた。

　ここがどこかはわからないが、皇都の中心部からさほど離れていない場所であることは確かなようだ。雪蘭は抱えていた笙桜を下ろし、もう片方の手に持っていた剣を置く。

「笙桜様。もう目を開けてもいいですよ」

　言うと同時に、雪蘭は笙桜の両頰を強くぴしゃんと叩たたいた。

　きゃっ、と小さく悲鳴を上げた笙桜が、竜の姿になる。

「痛～い。何するの、雪蘭」

　ふよふよと空に浮うき、ぷうっと頰を膨ふくらませている笙桜を雪蘭は抱き寄せる。

「笙桜様。この窓から外へ出て、助けを呼んできてください」

「……私がひとりで行くの？」

　紅玉色の瞳ひとみが不安そうに揺れる。

「私の身体からだでは、どう頑がん張ばっても、この窓からは出られませんから」

「でも、ひとりだけ逃にげるのは卑ひ怯きようだよ……」

「いいえ。たったおひとりで味方を探して来るのですから、とても勇ゆう敢かんなことです。この近くのどこかに、左城軍か都軍の兵士がいるはずです。私がここにいることを報せてください」

「雪蘭……。母上……」

　迷う眼まな差ざしを見せる笙桜のほっそりした身体を、雪蘭は鉄格子の隙間に強ごう引いんに挿さしこむ。

「笙桜様が助けを呼んで来てくださらないと、私は笙桜様の母になれないかもしれません」

　言って、雪蘭は笙桜を格子の外へ押し出す。

「さあ。急いでください、笙桜様」

　外に出たことで踏ん切りがついたのか、笙桜は髭ひげをきりりとそよがせて「待ってて！　すぐに父上の兵をたくさん連れてくるから！」と飛んでいった。

　ぴるぴると尾おを振って、舞まい散る粉雪の中を泳いでゆく愛らしい姿を目に焼きつけ、雪蘭は剣を拾い上げる。

　響く足音が、近く、大きくなっている。

　もし、笙桜が運よく左城軍の兵を見つけられても、間に合わないだろうけれど、べつにかまわない。笙桜が無事でありさえすれば、それでいい。

　皇族の証あかしである竜姿を大勢の目に晒さらして空を泳げば、襲おそわれることはないはずだ。迷子になっても、きっと誰かが助けてくれる。

　麗杏や星樹が守ってきた秘密を勝手に明かしてしまうことになって申し訳なかったが、ほかに笙桜の命を守る方法を思いつけなかった。

　雪蘭は大きく息を吸って、剣を握にぎった。







「生け捕どりにせよとのご命令だ！　殺すなよ！」

「おい、子供がいないぞ！　子供を探せ！」

　甲かつ冑ちゆうはつけていないものの剣や槍やりで武装する男たちの数は、またたく間に増えていった。

　おそらく紫薇の私兵だろう男たちと、雪蘭は戦った。振りかざされる剣を弾はじき返し、槍の刃はをかわし、行く手を塞ふさぐ者を斬きり捨てた。

　最初の数人を斃たおすのは容易だった。だが、いくら剣の技ぎ倆りようが優すぐれていたところで、どこへ行けば出口に辿たどり着けるのかもわからない薄うす暗ぐらい建物の中で、斬っても斬っても涌わいてくる新手に囲まれる雪蘭に勝ち目などなかった。

　笑ってしまうほど明白なことだったけれど、雪蘭は最後の最後まであがくと決めた。そうして、ほんの数すう瞬しゆんでも長く生きるために斬り合いを続けたが、やがて骨が軋きしみ、指が痺しびれて、剣を持っていることすら辛つらくなった。

　よろめいたところを、槍の柄えで背中を強打され、雪蘭は膝ひざを折った。何度も蹴けりこまれ、力なく倒たおれたあと、手首を鎖くさりで拘こう束そくされて引き摺ずられた。

　朦もう朧ろうとした状態で連れて行かれたのは牢ろうではなく、雪の舞う曇どん天てんを映す大きな窓が連なる部屋だった。運河に面しているのか、水のざわめきが聞こえるその部屋には、紫薇と白、そして簪かんざしから垂らした薄布で顔を覆おおった女がいた。

　女はひどく苛いら立だたしげで、右手に扇おうぎを持ち、なぜか反対の左手を盛さかんに動かしていた。

　何をしているのだろう、と目を凝こらし、雪蘭は息を吞のんだ。

　女の手の中には、竜を象かたどった紅玉の指輪があった。

　初めて見るものだが、直感的にわかった。あれは、皇帝が麗杏に贈おくった指輪だ。邸やしきから白が盗ぬすみ出したのだろう。笙桜に毒が効かないことも知っていたということは、白は新年祭の夜、雪蘭と星樹が灰春香の小屋の前で交かわした会話を盗み聞きしていたのかもしれない。

「子供を逃がしてしまったそうだな、雪蘭」

　隠かくしても意味のないことなので、雪蘭は「はい」と答える。

「面めん倒どうなことをしてくれたものだ、雪蘭。そなたには目を掛かけてやったはず。にもかかわらず、その報むくいがこれとは、飼い犬に手を嚙かまれた気分だ」

「申し訳……、ありません、紫薇様」

「私をこうまで何度もこけにするとは、よほど、琳の男お柱ばしらの虜とりこになっておるようだな」

　投げられた冷たい嘲あざけりが胸に刺ささり、雪蘭は眉まゆ根ねをゆがめた。

「白から、そなたがいつの間にやら琳と通じていたことは聞いていたが、あの男が直接私のもとへ乗りこんできて、真面目くさった顔でそなたを嫁よめにもらい受けたいと言ったときは、正直驚おどろいたぞ、雪蘭。私は男の身体になど興味はないが、一度くらい抱だいてやれば、よかったのか？　そうすれば、そなたは私の従順な犬になったのか？」

「……いいえ。私は人間です、紫薇様。ですから、犬にはなりません」

　雪蘭は紫薇を裏切った。その罪は罪だけれども、間ま違ちがったことをしたとは思っていない。

　毅き然ぜんと告げた雪蘭を見下ろす紫薇の双そう眸ぼうで刃やいばめいた光が閃ひらめいたとき、「えぇい、何をごちゃごちゃと！」と女が金切り声を響かせた。

「薄うす汚ぎたない人間など、どうでもよいっ。それより、逃げた端女はしための子はどうするのじゃっ。そなたが端女の子を屠ほふるというから、わざわざ見に来たのだぞっ」

「どうやら、今すぐにとはいかなくなりましたが、小竜の骸むくろは必ずご覧になっていただきますゆえ、ご容よう赦しやくださいませ、瑞英様」

　──瑞英。もしかして、と思いはしたが、やはり皇后だ。

「今日のところは後宮へお戻もどりください。ここは少々危なくなりましたゆえ」

「わらわのことは、誰だれにも気づかれておるまいな」

「はい、瑞英様」

「その人間は必ず始末せよ」

　もちろんです、と恭うやうやしく応じ、紫薇は白が差し出した剣を受け取った。

「最初から敵ならば、潔いさぎよさに免めんじて情けをかけてやったやもしれぬが、私は裏切られることが何より嫌きらいなのだ、雪蘭」

　雪蘭は息を吞んだ。鞘さやから剣を抜いた紫薇の目の凍いてつきが恐ろしかったからではない。

　その奥の窓の向こうの彼方かなたの空に、竜りゆうが見えたのだ。笙桜ではない。もっとずっと遥はるかに大きい、青銀色の竜の姿が──。

　ぐんぐんとこちらへ近づいてくるのは星樹だ。そう確信したときだった。

　部屋の外が俄にわかに騒がしくなった。扉とびら越ごしに「禁軍だ！」「左城軍だ！」と怒ど声せいが響く。

「どうするのじゃ、紫薇！　禁軍に見つかれば、わらわは身の破は滅めつじゃっ」

「ご安心を、瑞英様。隠し扉がございます」

　狼狽うろたえる皇后を宥なだめ、「なぜこんなにも早い」と低く舌打ちした紫薇が見せた隙すきを逃のがさず、雪蘭は立ち上がった。

　十二年前、紫薇に命を救ってもらったことは感謝している。いくら感謝してもしたりない気持ちは、何も変わらない。だが、この命をただ易やす々やすと紫薇に返すわけにはいかない。今の自分には、生きるために精せい一いつ杯ぱいもがいて、あがきたい理由があるのだ。

　生きて邸に帰りたい。笙桜、永福、宗馬。そして、星樹。皇都でできた愛いとしい家族のもとへ帰りたい。そう、強く願いながら、雪蘭は窓に向かって走った。

　両手を鎖で縛しばられたまま冷たい運河へ落ちれば、命はないだろう。だが、大人しく部屋にいたところで、兵士たちが辿り着く前に紫薇に殺されるだけだ。

　ならば、わずかでも光のある可能性のほうを選びたい。

　雪蘭は肩かたで窓の玻は璃りを突き破り、飛んだ。

　砕くだけた玻璃と雪が舞い散る中、曇天を映して鈍にび色いろにさざめく水みな面もに向かって落ちる雪蘭の視界は、運河の両岸に並び建つ楼ろう閣かくに遮さえぎられた。見える空の下に青銀色の竜の姿はなかったけれど、星樹は近くにいる。はっきりと確信して、雪蘭は声の限り叫さけんだ。

「星樹様！」







「雪蘭！」

　咆ほう哮こうめいた声が辺りに響ひびき、身体の落下がとまったのはその直後のことだった。

　雪蘭の身体は、青銀色の竜の鬣たてがみに包まれていた。

「無事か、雪蘭」

「はい、星樹様」

「では、角でも鬣でも、握りやすいほうをしっかり握っておれ」

　はい、と応じて、雪蘭が鬣に指をきつく絡からませたとき、運河をこちらへ走ってくる左城軍の楼ろう船せんが見えた。

「梁りよう、あとは頼たのんだぞ。先せん陣じんの榛しんの隊はもう着いておるようだ」

　甲冑を纏まとい、船楼に立っていた男が「お任せを、将軍！」と声を響かせる。

「奸かん臣しんに与くみする者どもを一いち網もう打だ尽じんにし、我われら左城軍がお飾かざり人形ではないことを証明して見せますぞ！」

「星樹様。あの館の中には、彩中ちゆう丞じよう様のほかに、皇后様もいらっしゃいました。隠し扉があるようでしたので、もう逃げられたかもしれませんが……」

　わかった、と頷うなずいた星樹はそれを梁に伝え、丁てい重ちように遇ぐうするよう命じる。

「皇城で捷しよう報ほうを待っておる」

「はい、将軍。どうぞ、急ぎご参さん内だいを。笙桜様の件、皇城にも伝わり、大変な騒ぎになっているようですので」

　そうか、と苦笑いをして、軍船と並行して飛んでいた星樹が空高く舞まい上がる。

「星樹様、申し訳ありません。笙桜様を竜姿にしたのは、私です」

「謝ることはない。そうすることが、そなたらが助かる唯ゆい一いつの方法だったのだからな」

「でも、やはり……、別の意味でも、私はお詫わびせねばなりません。正直申しますと、きっと間に合わないと思っていましたから……。笙桜様が逃にげることができれば、それでいいと……。私は、笙桜様がお小さいからと見み縊くびっておりました」

　そうでもない、と星樹が笑った。

「動いた者が笙桜だけなら、そなたを救うことは叶かなわなかったやもしれぬゆえな」

「……え？　ほかにも助けを求めて下さった方がいたのですか？」

　驚いた雪蘭に、星樹が「灰春香だ」と答えた。

「……灰春香が？」

　ますます驚く雪蘭に、星樹は笑いながら話した。

　雪蘭と笙桜が白に連れ去られたあと、灰春香は雪の舞う庭を駆かけ回りながら『ぶおー、ぶおー、ぶおー！　ぶおー、ぶおー、ぶおー！』とけたたましく鳴き続けていたそうだ。

　銅ど鑼らのように辺り一帯に響き渡わたるあまりに異様な鳴き声をおかしいと思った近所の者が、巡じゆん邏ら中の都軍の兵士に報しらせた。そして、様子を見に邸へ入った兵士のひとりが、庭の四阿あずまやの小しよう卓たくに残っていた海老えび饅まん頭じゆうをつまみ食いして昏こん倒とうし、事が発覚したという。

「都軍から報せを受けて、すぐに捜そう索さく隊を皇都中へ出していた。そこへ、笙桜が飛びこんできたのだ」

　別の場所の船上にいた星樹のもとへは、伝令鳥が報せに来、船より速い竜となってあの館へ翔かけてきたらしい。

「ゆえに、こうしてそなたを迅じん速そくに救えたのは、灰春香と笙桜の連係の妙みようのおかげだ」

「そうでしたか」

「永福と宗馬はいつも、灰春香は少し寒くなるとやかましく鳴いて夜光石を要求し、驢ろ馬ばのくせに贅ぜい沢たくだと顔を顰しかめておるが、あの者の贅沢病が今回は役に立った」

　雪が降っているのに、いつもと違ちがって夜光石をもらえないことに不満を訴うつたえていたのか、異変を報せようとしてくれていたのかはわからない。けれども、邸やしきに戻ったら感謝の蜜みつ林りん檎ごをたくさんあげようと思いながら、雪蘭は「ええ」と笑った。

「笙桜様は今、どうされていますか？」

「邸で、そなたの無事の帰りを待っておる」

　永福たちの帰りはまだだが、星樹の部下がついているらしい。

　ほっとした胸に、じわじわと鈍にぶい疼うずきが広がり出す。

「……これから、笙桜様はどうなりますか？」

　笙桜の竜姿は皇都の民たみの多くに目もく撃げきされ、それは皇城へも伝わっているという。

　それに、御ぎよ史し中丞である紫薇ばかりか、皇后まで加わった暗殺未み遂すい劇だ。詳しよう細さいを明らかにしないわけにはいかないので、星樹はもう笙桜を自分の子だと偽いつわることもできなくなる。

「後宮に取られてしまうのですか？」

　わからぬ、と星樹は静かに言った。

「幼いうちに母親を喪うしなった皇子や公主が、母親の実家で育つ例は多いゆえ、笙桜もそうしたいと願い出てはみるが……」







　雪蘭を邸で下ろし、手首の鎖くさりを解ほどいてくれた星樹は礼装し、笙桜の面めん倒どうを見てくれていた部下を伴ともない参内した。入れ違いに慌あわて顔で戻ってきた永福たちとその帰りを待った。

「悪者はやっつけたの？」

「ええ。笙桜様が、左城軍の兵士たちを呼んできてくださったので」

「私、頑がん張ばったでしょう、母上！」

　石いし牢ろうで雪蘭が見張りの男に投げた言葉を聞いてはいても、あの会話の意味を笙桜はわかっていない様子だ。

　誇ほこらしげに見せられる笑え顔がおが、胸に痛い。ほかに方法がなかったとは言え、存在が公になってしまった笙桜の今後を考えると、跳はねる鼓こ動どうは少しも静まらなかった。

　待ちわびた星樹の帰宅は、皆みなが寝ね静しずまった夜よ更ふけだった。

　硬かたい顔の星樹に居室へ誘いざなわれ、最初に聞かされたのは、紫薇の死だった。

　館から逃とう走そうした小こ舟ぶねを左城軍の兵が拿だ捕ほしたとき、紫薇と皇后・瑞英が折り重なって息絶えており、その傍かたわらには血ち糊のりのついた剣けんを持った白が立っていたそうだ。

　抵抗せず縛ばくに就ついた白の話では、このままふたりでの逃走を図ろうとした紫薇を瑞英が「そなたのせいで、わらわは身を滅ほろぼしてしもうた！　どうしてくれる！」と激しく責め立て、口論の末に簪かんざしで紫薇の胸を刺さして殺したという。

　その瑞英を殺したのは白。主を害されたことに我われを忘れて逆上してしまったのだそうだ。

　逃亡せずに、ひとり生きて残っていた理由を、白は「中丞様に、皇后様弑しい逆ぎやくの濡ぬれ衣ぎぬを着せないためです」と告げたらしい。

　それ以外のことについては頑かたくなに口を閉ざしていたため、白は拷ごう問もんに掛けられ、苛か烈れつな責めを受けながらも何も喋しやべらず絶命したそうだ。

「私には愚おろかなことに思えるが……、白は本望だっただろう。あの者の彩中丞への忠誠心は本物で、殉じゆんじることができたのだからな」

「ええ……」

　十二年前、紫薇が自分を助けてくれた理由や、再会したときに本当に自分のことを覚えていてくれたのかを確かめるすべは、これでもうなくなってしまった。

　もしかしたら、自分は紫薇に都合のいい手て駒ごまとして利用されただけなのかもしれない。紫薇は自分との再会を本当の意味では喜んでなどいなかったのかもしれないけれど、それでもかつて命を救われた恩は消えない。雪蘭は静かに紫薇の死を悼いたんだ。

「それで、笙桜様のことはどうなりましたか？」

　問うと、星樹がそれまで硬かった表情を淡あわく綻ほころばせた。

「この邸やしきに住まうことを、陛下はお許しくだされた」

　皇こう帝ていは、召集された廷臣たちの居並ぶ廟びよう議ぎで笙桜を自分の子だと宣した。そして、秘されていたその皇子を皇后と御史中丞が暗殺しようとして失敗し、死んだことも。

　洋玉の謀む反ほんの企くわだて発覚に続いての変事に、宮きゆう廷ていはしばらくのあいだ、今まで以上に混迷を深めるだろう。そんな状況下で、笙桜にとって心から信頼できる者がいない後宮で暮らすことは危険だと皇帝は判断したらしい。

　そして、皇帝は廟議のあと、星樹に言ったそうだ。

『麗杏が余よに偽いつわりを申した理由は痛いほどわかる。なれど、余は皇国のために優れた後継者を選ばねばならぬのだ』

　笙桜は皇太子の座を巡めぐる争いに自身のあずかり知らないところで参戦することになってしまったものの、そのことを本人に告げるのはすぐでなくてもいいという。

「もう何年かして、笙桜が自身の運命を冷静に受け入れられる年ねん齢れいになるまで待つと陛下は仰おつしやってくださった」

「そうですか。よかった、です……」

　いつか、笙桜は皇子として自分の手もとから巣立ってゆく。皇太子に選ばれても、選ばれなくても、それは変わらないだろう。

　そのときのことを思うと今から寂さびしくなるけれど、それまでは食いしん坊ぼうの銀の竜りゆうを精一杯大切に育てよう。星樹が自分の本当の父親ではないと知ったときに、その小さな心が傷ついてしまわないように、しっかり愛そう。

　そう胸に固く誓ちかった雪蘭の腰を星樹が抱だき寄せ、言った。

「それから、そなたを正式な妻とするお許しもいただけた」

　渋しぶい顔をする廷臣はもちろんいたらしい。

　だが、星樹がかつての科挙での不正の件をちらつかせて中書令らに援えん護ごを迫せまるまでもなく、皇子の里が無位無官では都合が悪いであろう、と言った皇帝の言葉に誰も表立って反対はしなかったそうだ。

「陛下からは、願い事が多い、とお叱しかりを受けたがな」

　星樹は笑って、雪蘭を抱きしめる。

「そなたは今から公こう爵しやく夫人だ、雪蘭」

　嬉うれしさと身の引き締しまる思いで、「はい」と頷いた雪蘭の唇くちびるを星樹がそっと啄ついばむ。

「愛している、雪蘭。そなたは、誰だれ憚はばかることのない、私のただひとりの妻だ」

「はい、星樹様……」

　愛いとおしい青銀色の竜の背を抱き、雪蘭はもう一度深く頷うなずいた。







　寝台の上で深い口づけを交わし、纏まとう衣を互いに脱ぬがせ合ったあと、ゆっくりと身体を押された。仰あお向むけになった雪蘭の膝ひざのあたりを星樹が跨またぎ、屈かがみこんでくる。

　星樹の左の掌てのひらに、雪蘭の蜜みつの袋ふくろが載のせられた。反対の手でまだやわらかい陰いん茎けいを握にぎられる。

　包皮のあいだからのぞく薄うす桃もも色の丸みを指先でくるくると撫なでられながら、陰いん囊のうを温かな口こう腔こうの中に咥くわえられた。

　あ、と思ったときには、双そう果かを宿す小さな袋を淫いん竜りゆうの牙きばで穿うがたれていた。

「は……っ、あ……」

　もう何度もそこばかりを嚙かまれ、このあとに与えられる目くるめく悦えつ楽らくを身体がすっかり覚えてしまったせいか、あるいは陰茎の先の鋭えい敏びんな部分を擦こすられているからなのか、ひくつく皮ひ膚ふを牙に食い破られた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな快感が腰こしを刺さした。

「あっ、は……っ。あ、あぁっ、ん！」

　散らした嬌きよう声せいとともにぐっと凝こごって熱を灯ともした陰茎から、星樹が指を離す。

　支えを失った茎くきは、嚙みつかれている蜜袋に竜人の甘い毒をそそぎこまれて張りつめてゆくその皮膚をねりねりと舌で捏こねられるつど、卑ひ猥わいにくねって膨ふくらんだ。

　ほどなく、赤く腫はれた茎がまるで発芽でもするかのようににゅうぅっと長く伸のび、穂ほ先さきの薄皮がつるりと捲めくれ、剝むきたての果実が露あらわになる。

「──くっ、ひぃ……っ！」

　空を切った勃ぼつ起きの勢いが、全身に鋭するどい快感を走らせる。

　その反動で跳はねた腿ももを強い力で押さえこんだ星樹が、じゅっ、じゅっと、水音を響ひびかせて、雪蘭の蜜袋を啜すすった。

「あ、あ、あ……っ、星樹、様……っ」

　強く吸引され、その表面がいびつにゆがむたび、空に突つき出た屹きつ立りつはぶるんぶるんと大きく揺ゆれ回っていたが、やがて穂先の割れ目から悦よろこびの蜜を垂らしはじめた。

　硬かたく滾たぎった屹立のはしたない踊おどりに合わせて四方へ散る蜜が、その根元に埋うずめられていた星樹の美しい顔を濡ぬらした。

「そなたの赤い実で生まれ、麗うるわしい花芽から滴したたってくる蜜はこの世の甘かん露ろだ、雪蘭」

　牙を抜ぬいて顔を上げ、自身の頰ほおを伝い落ちてきた透とう明めいな雫しずくを舐なめとり、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ星樹が雪蘭の亀頭を掌で包む。

「この香りのかぐわしさにも……、酔よってしまいそうだ」

「ひぁっ」

　亀頭の丸みを掌でにゅるにゅると撫で擦られて、思わず腰が浮ういた。

　その結果、星樹の掌に亀頭を自ら押し当て、つぶす羽は目めになり、脳のう裏りで火花が散った。

「ああぁ！」

　星樹の掌に包まれている穂先で弾はじけた喜き悦えつが幹を伝い流れて腰の奥の官能を刺し激げきし、鈴すず口ぐちをさらに熱くぬめらせた。

「ひっ、う、ぅぅ……っ」

　しとどに溢あふれる蜜液をたっぷり絡からませた指を、星樹が脚あしのあいだへ差し入れてきた。

　中央の窪くぼみをつつかれ、雪蘭の後こう蕾らいは何の抵抗もなく星樹の指をにゅるんと吞のみこんだ。

「あっ、は……っ」

　硬い指は雪蘭の内ない壁へきを一気に掘ほりえぐると、奥をずぼずぼ突き捏こね回した。

「あ、あ、あぁ……」

　雪蘭の身体は流しこまれた甘い毒に侵おかされ、熱く火ほ照てっている。

　窄すぼまりの襞ひだをぬりぬりとまさぐられて生じる摩ま擦さつ熱が、肉の洞ほらに悦びの波を広げた。

　気持ちがよくて、腰の揺れがとまらない。

「あ、ぁ……んっ。あっ、あっ！」

　雪蘭は唇をわななかせて喘あえぐ。同時に、卑猥にくっぱりと開口したままの穂先の割れ目もそのふちを波打たせ、淫液をあとからあとから吐はきこぼした。

「わかるか、雪蘭。そなたの小さな秘ひ唇しんが淫みだらに泣き濡れておる」

　濃こい欲情を孕はらむ声で言って、星樹が後こう孔こうの深みを突く。

「んっ、ぁ！」

　繊せん細さいな肉襞をずりっと強く穿たれ、痙けい攣れんした鈴口がにゅぴゅっと愛液を飛ばす。

　歓かん喜きする柔やわ襞ひだが星樹の指に絡みつき、ぐちぐちと湿った音を響かせる。

　淫液をなすりつけられ、愛おしい淫竜と繫つながるための孔あなが潤うるおってゆく。

　その証の水音が興奮を煽あおり、雪蘭は腰を揺すった。

　ちらりと視線をやった星樹の下腹部では、巨大な剛ごう直ちよくが天を衝いてそそり勃ち、太々と尖とがる先端から先走りをしとどに迸ほとばしらせていた。

　そのさまに淫いん靡びな狂きよう喜きが沸わき、肉襞を大きくざわめかせる。

「そのように熱烈に歓かん迎げいされて、愛らしくねだられると、そなたをもっと悦ばせねばという気になるな」

　結合が生む鮮烈な享きよう楽らくを期待してうねる粘ねん膜まくが、星樹の指にいやらしくしゃぶりついているのが自分でもわかる。

　ほんのひと月前ほどまでは何も知らなかった身体とは思えない乱れ方が、恥はずかしかった。けれども、自分をそんなふうに作り替えたのが星樹だと思うと嬉うれしくて、腰の揺れが自然と粘ねばり気を帯びてくる。

「ああぁん……。星樹、様……」

　放った声も、星樹を見つめる眼まな差ざしも、きっと蕩とろけきっていたのだろう。

　星樹が雪蘭の蕾つぼみから指を抜いて、苦く笑しようした。

「そなたは、普ふ段だんは雪が似に合あう凜りんとした白く高潔な蘭らんのようであるのに、私の閨ねやの中ではすっかり妖よう花かとなったな」

「……お嫌いや、ですか？」

　まさか、と笑えんで、星樹は雪蘭の左脚を抱かかえた。

「そなたを私だけの妖あやしの蘭にできて、この上ない悦びを感じておる」

　言って、星樹は雪蘭の左脚を抱えたまま、身体を右側へ倒たおす。

「私も……、私も、星樹様だけに愛されるこの身が、たまらなく幸せです」

「これから、そなたをもっと幸せにすると誓ちかおう、雪蘭」

　敷しき布ふの上に残る雪蘭の右脚を跨またいだ星樹が、反り返る肉茎を握ってその切っ先を下げた。

　花襞に重くて熱い圧力が掛かかる。

「あっ」

　ぐしゅっと熟うれた果実がつぶれる音を響かせて、硬く張り出した亀頭が雪蘭の肉にく環わを貫つらぬく。

　長大な杭くいはぬめる隘あい路ろを力強く押し開いて、奥へ奥へと進んだ。

　自分の身体が愛おしい竜の形に掘りえぐられてゆくたまらない感覚に、雪蘭は足先をきつく丸めて悶もだえた。

「あ、あ、あ、ぁ……っ」

　逞たくましい男お柱ばしらは粘膜を擦りつつ、じゅぶじゅぶとなめらかに雪蘭の中へ沈しずみこんだ。

　ほどなく、それは根元まで埋うまった。抱え上げられている左脚の内腿に、星樹の濃い茂しげりをざりっと感じた。

「ふっ……、くぅ……っ」

　結合部がいつも以上に密着している。

　星樹の愛にみっしりと満たされるその体位を心も身体も悦び、太い幹をずっぽりと咥えて充じゆう血けつする陰唇が啜り泣くように妖しく波打った。

「雪蘭、そなたが吸いついてくる」

　すぐに持って行かれそうだ、とわずかに掠かすれる声で笑って、星樹が抽ちゆう挿そうを開始した。

　最初は奥深い場所の肉の熟れ具合を確かめるようにゆったりと回っていた腰の動きは、いくらもしないうちに激しいものになった。

　長大で巌いわおのごとき硬いものが、ずるるるっ、ずるるるっと速い出入りを繰くり返す。

　濡れた粘膜と熱い皮膚とが擦れ合う淫猥な水音が響き、寝台が淫らに軋きしむ。

　雪蘭を穿つために力強く躍やく動どうする筋肉の動きに合わせて、青銀色に煌きらめめく長い髪かみが空に散る。

「あっ、あっ、あっ。んんっ……、あぁんっ、星樹様っ」

　情熱的な腰遣づかいで突き刺されるつど、星樹に愛されている嬉しさが込み上げてくる。

　蕩けた内壁をえぐられ、ぬかるみがずちゅんっずちゅんっと荒々しく搔かき回されるたびに、鋭い歓喜が膨ふくれ上がる。

「ああぁ……。星樹様、星樹様……っ！」

　快感に打ち震ふるえて収しゆう斂れんする隘路を太くて硬い亀頭で無理やりこじ開けられ、ずぼっと掘りこまれるのも、最奥を串くし刺ざしにされるのも、腿の付け根を星樹の大きな陰囊で打ちよう擲ちやくされて、強こわい叢くさむらでざりざりと擦られるのも、何もかもが気持ちいい。

　狭せまい肉にく筒づつを一突きするごとに硬くなり、粘膜を内側からみちみちと引き伸ばして漲みなぎりを増してゆく怒張の雄お々おしさに目が眩くらむ。

　甘美な熱に浮かされ、雪蘭は背を弓なりに反らせた。

　その瞬間、意図せず突き出した胸の尖りの頂いただきを、指先で引っかかれる。

「ひうぅっ」

　硬く勃ち上がる肉にく粒つぶの先端をかりかりとつま弾びかれ、芯しんを指の腹でくにゅっとつぶされた。さらに乳にゆう暈うんごと揉もみしだかれる。

　蜜みつ壺つぼと化した後蕾を深々とえぐられながら同時に胸を責め立てられ、雪蘭は極まった。

「──あああぁ！」

　陰囊がびりびりと引き攣つり、限界まで膨れ上がっていた屹立が根元から濫みだりがわしくのたうつ。激しくわななく秘唇が、びゅぶっと白い精を散らす。

　快楽の高みへ駆かけ上った反動で肉筒がぎゅううっと狭せばまり、星樹を喰くい締しめた。

「……っ、雪蘭……っ」

　狂ったように蠕ぜん動どうするぬかるみの中で星樹が膨ぼう張ちようし、鮮明に脈打ったのを感じた直後だった。ひときわ苛か烈れつで重い一撃を送り出したあと、星樹の欲望も弾はじけた。

「ひっ、くうぅぅ……っ」

　熱い粘液がぶしゅうっと勢いよく噴ふん出しゆつする。

　大量に撒まかれて逆巻いた白はく濁だくが、潤うるむ媚び肉にくをしたたかに打った。まるで砂さ礫れきの雨にそこを削けずられているかのような錯さつ覚かくに襲おそわれ、雪蘭の細腰はびくびくと前後に跳はねた。

「ああぁ……、はっ、ぁん……」

　凄すさまじい愉ゆ悦えつの波に意識を攫さらわれそうだった。

　雪蘭は喉のどを仰のけ反らせ、喘あえいだ。

「あ、あ、あ……。出て、る……。すごく……、出て……っ」

「私がそなたを愛おしく想う証だ、雪蘭」

　言って、星樹は腰を強く押しつけてくる。

　ぐっ、ぐっと小刻みに揺さぶられ、雪蘭の下か肢しで張りを失った陰囊も一緒にしんなり躍おどった。その震しん動どうが響くせいで、力なく回転する性器の先端の割れ目から喜悦の残ざん滓しがたらりと漏もれる。

　狭い管が疼うずいて淫液の糸を細く垂らすたまらない快感が、雪蘭を酩めい酊ていさせた。

「そなたは私のものだ、雪蘭……」

　かすかに上擦る声で告げ、星樹がねっとりと腰を回す。

「ふっ、くぅ……っ」

　ぐにゅぐにゅと粘膜になすりつけられた星樹の生せい殖しよく液が身体の内側へ沁しみこんでくるような恍こう惚こつ感が湧き起こり、眦まなじりがとろりと潤んだ。

「あ、ぁ、ぁ……。私の、中が……、星樹様のもの、で……、ぬるぬる、しています……」

　悦楽に蕩けた目を向けて「気持ち、いい……」と弾はずむ吐息をこぼしたときだった。

　隘路の収縮を撥ね返し、星樹が再び猛たけった。

「──あっ。うそ……。また……っ」

　熱の膨張に驚き、反射的に逃げかけた腰の奥をずんっとえぐられる。

「ああっ」

「許せ。そなたを愛おしく思う気持ちがとまらぬのだ、雪蘭……っ」

　星樹は、雪蘭を突き続けた。

　夥おびただしい量の精液でぐっしょりと濡れる秘所を容よう赦しやなく掘ほりこまれ、攪かく拌はんされる。その激しい抜き挿しで泡立った白濁が結合部のあわいから、びゅっ、びゅっと飛び散った。

「あああぁ！」

「愛している、雪蘭。そなたは私の生しよう涯がいただひとりの伴はん侶りよ。私だけの蜜の蘭だ」

「あっ、あっ、あっ！」

　甘い愛の囁ささやきに狂喜し、逞しく漲る幹に纏まとわりつく柔襞を、亀頭の鰓えらでじゅぼっと捲り上げられては、中へずるりと巻きこまれ、返す言葉が紡つむげない。

　雪蘭は、強きよう靭じんな腰遣いをいっこうに収めようとしない淫竜に手を伸ばす。

　すぐに絡まった指をきつく握にぎり返し、自分も腰を揺すった。

　星樹とひとつに溶とけ合う感覚にうっとりと陶とう酔すいしながら、雪蘭は随ずい喜きの涙なみだをこぼす。

「ああぁ……。せい、じゅ、さま……」

　雪蘭の胸は、淫竜の妻となった嬉しさでいっぱいだった。

　深い悦びだけを感じる雪蘭の眼前では、青銀色の光が眩まぶしく煌きらめいていた。

　この先、共に歩む人生の中で、星樹と分かち合うだろうたくさんの幸福がきらきらと乱反射しているかのように。










あとがき




　昔々の学生時代、学校で日本史か世界史かの選せん択たくをするとき、私は迷わず世界史を選択しました。なぜなら、日本史に登場する人名はたいてい漢字四文字で、その漢字四文字が私にはすべて同じに見えて覚えられない＆区別がつかなかったのです。

　お隣となりの県の県庁所在地は忘れても、なぜかスリランカの首都名「スリジャヤワルダナプラコッテ」は（未だに）日常生活の中で意味もなくふと思い出しては口ずさむので、漢字よりカタカナのほうがまだマシな気がするの、とアホの極きよく致ちのような理由で世界史を選択し、渡わたされた教科書をペラペラ～とめくって私はひっくり返りました。

　世界史の中に中国史が入っているではありませんか！　私は阿あ呆ほうなので、教科書をめくってそのことに初めて気づき、戦せん慄りつしました。漢字が覚えられないから世界史に逃にげたのに、中国史にはさらに馴な染じみのない漢字がいっぱい……。完ワン顔ヤン阿ア骨ク打ダ、耶や律りつ阿あ保ぼ機き、愛あい新しん覚かく羅ら溥ふ儀ぎとかもはや覚えられない以前に、そもそもまず読めすらしなくて目から鼻水が垂れました。

　どうやって世界史のテストを乗り切ったのか、そして授業で何を習ったのかも、遥はるか昔のことすぎて記き憶おくの彼方かなたなのですが、妙みように鮮せん明めいに覚えていることもあります。

　資料集に、科挙のカンニング下着なるものが載のっていたのですが、超ちようちっちゃい字で至るところに四書五経がびっしり。耳なし芳ほう一いちもびっくりです。で、下着なんかに四書五経を写してどうやってカンニングするのか不思議に思ったのですが、科挙は筆記用具、お布団、鍋なべ釜かま食料持参で、独どく房ぼうに三日間くらい監かん禁きんされて受けるそうで、「お布団持参で監禁試験！」「お鍋持参で監禁試験！」に私もびっくりしました。科挙の受験者にはいいとこのボンボンもいたでしょうが、普ふ段だんは召めし使つかいたちにちやほや傅かしずかれているお坊ぼつちゃんが独房の中でひとりちんまり鍋で炒いため物をしている姿を想像して萌もえー！　となりました。

　科挙のカンニング下着から広げたそんな妄もう想そうが、世界史の授業の中で最も記憶に残る思い出なのです──と、前置きが長くなりましたが、作中に出てくる科挙は実際の科挙とは色々異なっております。実際の科挙から用語をそのままもらってきたり、私が作った言葉や読み方が混ざったりしています。そして、作中で使っている詩は、王おう安あん石せきの「梅ばい花か」です。

　あとがきで作中のことをあれこれ説明するのもどうか……と思ったりもしたのですが、校正さんからも突つっ込こみが入り、これは読んだ方に私は相当アホだと思われるのでは……と私のチキンハートがぶるぶるしたので、書かずにいられませんでした。精進します……。




　もうため息をついて無言で悶もん絶ぜつするしかない美しい絵を描かいてくださった葛か西さいリカコ先生、とてもとてもお世話になった担当様はじめ今作に関わってくださったすべての皆みな様さま、そして何よりこの本をお手にとってくださった皆様、本当にありがとうございました！

　どうか、またどこかでお会いできますように。
















『淫竜婚姻譚　～蜜蘭は乱れ咲く～』

電子版特別ショートストーリー







　周囲に異変を知らせ、結果的に雪蘭を救った功績により、灰春香には新しい驢馬小屋が贈られることになった。

　贈り主は星樹でも雪蘭でもなく、皇帝だ。

　決して自ら望んだことではないけれど、「今のところ、ただひとりの健康な皇子の叔父」という立場になった星樹の周辺には態度を一変させた宮廷人たちが群がりだし、その中の誰かから灰春香の噂を聞いたらしい皇帝から職人が派遣されてきたのは春。

　それから二月ほどが経ち、夏の吉日に執りおこなわれる婚礼の日が近づいていたある日、灰春香のその新しい「家」が完成した。

「ぶおっ、ぶおっ、ぶおぉー！」

　夏の日射しを弾いて眩しく煌めく瑠る璃り瓦がわらや、緻密な細工の施された黒檀の扉。

　もはや「驢馬小屋」というより「驢馬御殿」の様相を呈している新しい家の前で、灰春香がどこか誇らしげに跳ね回った。

「屋根も扉もぴかぴか光って綺麗だね、灰春香。嬉しい？」

「ぶおー！」

　笙桜の問いかけに、嬉しげな声を返した灰春香を見やり、永福と宗馬が首を振りながら同時にため息をついた。

「やれ、やれ。驢馬に御殿なんて、皇国の誇る世界一の職人技の無駄遣いもいいとことだ。きっと、これで、ますます灰春香の贅沢病がひどくなるね、兄さん」

「まったくだ、弟よ。それに、あの灰春香の顔ときたら。毎日、職人たちに『お驢馬様』とちやほやされていたせいで、いつの間にか贅沢な御殿住まいが似合う顔になってしまっている」

「そのうち、旦那様の第二夫人になりたい、なんて言い出すかもしれないよ」

　真顔で言った宗馬に、永福も真顔で「あり得るな」と頷いた。

「そうなったら、どうなさいますか、奥方様」

「どうって……。まさか、そんなこと」

　思わず笑った雪蘭に、永福が妙に真剣な目を向けてくる。

「まさか、と思っていることに限って起きてしまうのが世の常というものでございますよ、奥方様」

　永福がそう言うと、今度は宗馬が「そう、そう。私らからしてみれば、お前さんが奥方様になることだって、まさにその『まさか』だったからねぇ」と言う。

　今は周囲に誰もいない。だから、宗馬の口調はごく砕けたものだ。

「旦那様は昔からどうにも高潔が過ぎるというか、何事にも淡然とされておられたから、てっきり、そちらの方面は枯れていらっしゃるものだと思っていたのに、いやはや、まさか、まだ子供に毛が生えたような歳のお前さんに手を出すなんて、破廉恥なことをなさるとはねえ」

「しかも、あんな嚙みつき癖の悪い淫竜におなりとは、破廉恥にもほどがある。まったくもって、まさかの連続だよ。旦那様があれほど破廉恥な淫竜だったとは」

　破廉恥だ、ああ、破廉恥だ、と嘆く永福と宗馬の口調はいささか大げさすぎ、そのせいで本気なのか冗談なのか、雪蘭には判断がつきかねた。

　だから、「でも、灰春香は驢馬なので、喋りませんから」と真面目に返していいものか、悩んだ雪蘭の袖を、笙桜が引っ張った。

「母上。はれんちないんりゅーって何？」

　不思議そうに問われ、雪蘭は答えに詰まる。

「えぇと、ですね……」

　困る雪蘭の代わりに、宗馬が「笙桜様には、まだおわかりにならないことです」と鹿しか爪つめ顔がおで応じた。

「どうして？」

「笙桜様がお小さいからでございますよ」

「そんなことないよ！　私は小さくても賢い子だから、わかるよ！」

　笙桜が、不満げに声を高くした。

「先生たちだって、みんな、私のことをとっても賢いって褒めてくれるもの！」

「おや。そう言えば、そろそろ書のお稽古の時間ですよ、笙桜様。ささ、お部屋へ戻りましょう。遅れると、また匡きよう先生に叱られてしまいますからね」

　宗馬がすべらかな白い頰を膨らませたままの笙桜を脇に抱え、厨房の扉から邸の中へ入ったのと入れ替わりに、女官の里り晶しようが「奥方様、永福様。こちらでしたか」と顔を出した。

「朱しゆ慶けい殿が、帳簿のことで何やら永福様に見ていただきたいことがあるそうで、探しておられましたよ」

「やれやれ、またですか。私は引退した身だというのに、朱慶殿は何とも人使いが荒い」

　嬉しそうに文句を言いながら永福が中へ入ると、里晶が微笑んで言葉を続けた。

「奥方様。皇城から旦那様のお使いの方がお見えです」

　笙桜が自身の出生の秘密を知るのは、まだ先だ。

　けれども、笙桜がいつか暮らすことになる皇城の中の深しん殿でんはもうすでに用意されている。そして、笙桜に仕える女官や文もん者じや、雑ぞう任にんなどの吏り人じんたちも幾人かは決められており、その者たちは春からこの公爵邸の新しい住人となった。こちらも、皇帝の計らいだ。

　そんな変化に伴い、今までは募っても集まらなかった家僕も一気に増えた。そうして邸の中がすっかり賑やかになったことで、永福は『私はこれから雪蘭の奥方教育でもしながら、のんびり余生を過ごすことにするよ』と引退を宣言した。けれど、邸のすべてを知り尽くす永福は毎日始終、皆に頼りにされ、いつしか事実上の家令となっていた。

　一方、星樹が「ただひとりの妻」として扱っている雪蘭は、事実上の公爵夫人だ。

「ありがとう──」

　ございます、とつけかけた言葉を、雪蘭は寸前でどうにか吞みこむ。

　雪蘭は、今はまだ正式な立場を何も持たないただの人間だ。しかし、笙桜の忠実な臣となるべく皇帝が直々に派遣してきた吏人たちは、笙桜が「母上」と呼ぶ雪蘭を蔑ろにはしない。新しい使用人たちも同様で、皆、雪蘭をもう「奥方様」と呼んで敬っている。

『だからこそ、堂々と、世襲一等公爵の正夫人の顔をなさっていないといけませんよ、奥方様。自分は人間だから、と変に控え目になったりしては、却って皆を戸惑わせてしまいますから』

　永福の教えを思い出しつつ里晶に笑みを返して、雪蘭は使いの者が待っているという玄関へ向かった。

　使いは、いつも星樹の連絡係を務めている左城軍の兵士だった。すっかり顔馴染みとなった兵士から文を渡された。

　文には、皇帝から結婚祝いとして、先の皇太后が夏の離宮として使っていた湖の中に建てられた水すい楼ろうを賜ったこと、そしてこれからすぐそこへ来るようにということが書かれていた。

「今すぐに、ですか？」

「はい。その文をお渡ししたら、すぐにお連れするよう、将軍からご命令がありました」

　皇帝から水楼を賜ることはとても名誉なことではあるものの、星樹は何をそれほど急いでいるのだろう。不思議に思いつつ、雪蘭は永福に外出を告げ、星樹の部下に案内されて舟で水楼へ赴いた。







　皇帝から賜ったという水楼は、海に一番近い湖の東側に佇んでいた。舟を漕ぐ兵士の話では、その湖と周辺一帯は皇家の領地らしい。湖の東西南北に一つずつ水楼が建てられているが、ほかの水楼はすべて皇帝の所有で、今はほとんど使われていないそうだ。

　だからだろう。皇都の中心部からそれほど離れていないのに、とても静かだ。聞こえてくるのは、水鳥の美しい声と櫂が立てる密やかな音のみだ。

　到着すると、その水楼の家令だという男に恭しく出迎えられ、露台へ案内された。

　そこに星樹がいるらしい。

「来たか、雪蘭」

　星樹は軍衣ではなく、涼しげな白びやく緑ろく色の袍を纏い、欄干に片肘を立てて腰掛けていた。

　下ろしている長い青銀色の髪が、湖面の煌めきを弾いてまぶしく輝いている。

「はい、星樹様……」

　何度近しく交わり、ひとつに溶け合っても、見慣れることができない、夢のような美貌に目もとを赤らめ、雪蘭は浅く頤おとがいを引く。

「……美しい水楼でございますね」

「ここは、そなたのものだ」

「──え？」

「陛下が灰春香にだけ家を贈るのは不公平だろうと申されて、そなたにはこの水楼をくださったのだ」

　途方もない贈り物に、雪蘭はぽかんとまたたく。

「……このような立派な玉楼を私に、でございますか？」

「そうだ」

　淡く笑んだ星樹に腰を抱かれ、その胸もとへ引き寄せられた。

「この湖に建てられた四つの水楼の中で、この露台から眺めが一番よいそうで、陛下は静かなここでそなたと酒を酌み交わしたいと仰って、少し前までそこでお待ちであった」

　星樹はやわらかな視線で、そばに置かれている円卓の椅子を指した。

「だが、皇城より急な使者があり、そなたとの酒宴はまたの機会にということになった」

「そうでしたか……」

　だから、急かされたのか、と雪蘭は納得しつつ、苦笑を漏らす。

「でも、でしたら、そう書いてくださればよかったのに。何の心構えもなく、いきなり陛下の前に立たされたら、緊張して、何かみっともない失態をしでかしたかもしれません」

「伝えれば、そなたは何を着て行けばいいかと永福に相談し、永福はそなたを極楽鳥のように飾り立てたであろうからな。私は、私の心を捉えたありのままのそなたを陛下に見ていただきたかったのだ」

　星樹の気持ちを嬉しく思いながら、雪蘭は逞しい胸もとに身体を預けた。

　この水楼には、ここへ案内してくれた家令のほかにも従僕がいるのだろうけれど、その気配はこの露台には届かない。

　ここはとても静かで、美しい水上世界で星樹とふたりきりになったような気がする。それはそれで嬉しいものの、笙桜のはしゃぎ声や永福たちのぼやき、灰春香の楽しげないななきが聞こえてこないと、やはり寂しい。

「陛下はお帰りになられたことですし、私たちも戻りますか？」

「いや。今日はここに泊まる」

「え？」

「ここならば、結婚前からそなたを閨ねやに引きこむのは破廉恥だと渋い顔をしたり、主あるじの私を淫竜だの何だのと平然と貶けなす家令もおらぬゆえ、ゆっくりそなたを抱ける」

　笑って告げた直後、星樹が竜に姿を変えた。

　水面みなもの煌めきを映して青銀色に輝く竜の、神々しいまでの美しさに、雪蘭は吐息を震わせる。

「それに、笙桜と灰春香の無邪気な邪魔も入らぬ」

　竜の赤い舌が、雪蘭の首筋をくすぐるように舐めた。

　それだけで雪蘭の肌は熱く火照り、秘所が疼きはじめた。

「あ……」

　星樹は雪蘭を背に乗せ、欄干を飛び越えて湖に入った。

　飛び散った水しぶきが火照る肌に心地よかったけれど、星樹は遮るもののないこの湖で交わるつもりなのだろうか、と雪蘭は慌てた。

「せ、星樹様。このようなところで……」

「誰も見ておらぬ」

「でも、楼には仕つかえ人びとたちが……」

「安心せよ、雪蘭。あの者たちは、我らが見てほしくないと思うものは決して見ぬ」

　水面でとぐろを巻いた竜に、雪蘭は抱かれる。

　絡みつく尾で、下肢に濡れて張りつく薄い布地を突き破られる。

「あっ。星樹様……」

　破れた布地の下から、性器と陰囊がこぼれ出る。

　星樹が少し身体を沈め、水中で揺らいだ性器をその根元の蜜の袋ごと尾の先でずりずりと揉み擦こすられた。敏感な部分を鱗で愛撫される初めての感触に、官能を強く煽られる。

　雪蘭の花茎はひんやりとした水の中で熱を帯び、硬い芯を持った。

　勃起の衝撃で包皮がぬりっと剝け、先端の丸みが揺らめく水に包みこまれる。

「あ、は……っ、ぁっ」

「それに、そなたも竜と化した私の男柱がどのようなものか、早く確かめたいであろう？」

　春、関かん黎れいの実家から婚約祝いの品が届けられた。

　その中に、兄たちが入れたのだろう淫いん書しよの『竜りゆう悦えつ伝でん』が入っていた。『竜悦伝』には、竜には二本の男根があると書かれていた。

　それは本当ですか、と雪蘭は尋ね、星樹は答えてくれようとした。だが、そこに、雪蘭を救った功により邸の中への出入りが許された灰春香が背に笙桜を乗せ、『ぶおっ、ぶおっ、ぶおっ！』と鳴き声を響かせて現れた。

『父上、母上。今、灰春香に邸の中を案内しております。父上たちのお部屋を灰春香に見せてもよろしゅうございますか？』

『……入れ』

　そんなことがあってから、婚礼の準備などもあり、慌ただしく過ぎてゆく日々の中で、竜姿の星樹と交わることができないでいた。

　だから、確かに淫靡な欲求を燻らせてはいたけれど──。

「……でも、こんな場所でとは……、考えてもおりませんでした」

「私は、水の中でそなたを抱きたいと思うておった。それに、あの露台は、私には少し狭いゆえな」

　告げた星樹が、水面の下へ頭を落とす。

「あっ」

　水中でゆらゆらと揺らめいていた陰囊が、竜の口に咥えられた。

「あっ、あっ……」

　やわらかな皮膚に、牙が食いこんでゆく。人姿のときよりも大きいぶん、そこを嚙まれる感触が生々しい。

　けれど、痛くはない。穿たれた牙に甘い毒をそそぎこまれながら、人のそれとは形状の違う舌で陰囊の表面をくすぐられ、雪蘭は軽い酩酊感を覚えた。

　嚙まれた陰囊が竜の口内でやわらかくつぶされると、その圧力に押し出されるように屹立の先の孔から淫液がにゅううぅっと噴き出た。

　腰が溶けてしまうような、たまらない快感に、雪蘭は足先をきつく丸めて悶えた。

「くっ、ふ……っ。あ、あ、あ……」

　誰の目があるわけでもないけれど、竜に嚙まれてよがり、水中ににょろにょろと細く淫液を撒き散らしていることが、恥ずかしかった。

　けれども、それ以上にどうしようもなく気持ちがよかった。

「んっ、あ、あ……っ。星樹、様……っ」

　いつしか雪蘭は舌の愛撫をさらにねだるように腰を前へ突き出し、星樹の鼻先に自身の肉茎を擦りつけていた。

「雪蘭……。何とあでやかな私の蘭よ……」

　星樹が頭を上げ、雪蘭の頰を鼻先で撫でた。

「星樹様……」

　体内を駆け巡る激しい疼きを持て余し、星樹の太く逞しい胴を跨ぐ腰を小刻みに振ったときだった。

　星樹がゆっくりと身体を反転させ、白くなめらかな腹部が水上であらわになる。

　そこにうっすらと縦に走る割れ目があるのに気づくと同時に、そこがぐっと盛り上がって、奥から弾けるような勢いで長くて太いものが続けざまに飛び出してきた。

　──竜の男柱だ。

　しなり揺れながらびくびくと脈打つその数は二本。つるりとした円錐形で亀頭冠はなく、人姿のときのそれよりも若干太く、そしてずっと長い。

　肉の刀そのものの濫りがわしい形状に、雪蘭の背筋はぞくぞくと震えた。

「私はそなたの望んだ様をしておるか、雪蘭」

　尋ねる竜の肉の刀の先端が割れ、先走りがどっと噴き出る。

　あとからあとから溢れてくる淫液を纏い、ぬらぬらと光る刀身の長大さに、肌の下で血潮が一気に煮立った。

　あの猛々しい雄に、奥の奥まで──この身のすべてを征服されたい。

　そんな欲求が突き上がってきたが、頭の中にまだわずかに居座る理性のせいで、はしたない欲望を口にはできなかった。

　その代わりに、雪蘭は自ら腰を浮かせ、秘所の窪みに肉の刀の切っ先を宛がった。

　雄ゆう刀とうの頂いただきはしとどに濡れていたし、雪蘭の後蕾は今朝も愛でられたせいでほころびを淡く残していた。

　だから、少し腰を落とすと、丸々とした竜の男柱は、なめらかに雪蘭の中に埋うずまった。

「ふっ……、くぅ……っ」

　肉と肉とが擦れ、ぐちゅうと卑猥にひしゃげる粘着音が響く。

　隘路の粘膜が力強く搔き分けられ、ずりりりりっと掘られる肉筒は、星樹の吐く毒の蜜液を塗りこまれ、またたく間にぬかるんでゆく。

「あっ、あっ、あっ……。は、ぁ……っ」

　星樹と繫がって、ひとつに溶け合いたい。

　そんな願望が胸を狂おしく満たしていたけれど、うねうねと泳ぐような動きで奥へ奥へと際限なく入りはんでくるものの長さがもたらす圧迫感が息苦しくもあった。

　雪蘭は、咄嗟に腰をはね上げる。竜の屹立が、ぬるうっとわずかに抜けたが、すぐさまずぼっとえぐり返される。

「は……っ、あぁ……んっ。星樹、様……っ、そんな……、長……いっ」

「文句を言うでない、雪蘭。そなたが自分で望んだことであろう？」

　笑った星樹が、爪の先で、雪蘭の陰囊を引っ搔いた。

　膨張しきって、痙攣していた鋭敏な皮膚を強く押され、腰骨が痺れた。その反動で下肢が崩れ落ち、自重で長い雄刀をすべて吞みこんでしまう。

「──ひうぅっ」

　脳髄が震えるような鋭い快感の波に襲われ、雪蘭は極まった。

　びゅうっと精を漏らしながらくねる身体を、竜が穿ちはじめる。

　強く収縮しようとする隘路を無理やりこじ開けられ、ずぼすぼと奥を掘られ、搔き回されて、眼前で火花が散った。

「ああぁっ。星樹様……っ、動か、ないで……っ！」

「それは聞けぬ相談ぞ、雪蘭」

　意地悪く告げた竜が、抽挿を速める。

　荒々しくえぐり突かれるたび、頭の中がどろどろに溶かされてゆくようだった。

「あっ、あっ……。ひっ、くぅ……っ」

　上半身を起こしていることも辛くなり、雪蘭は前に倒れこんだ。

　竜の胴にしがみつくと、下腹部に硬いものが当たった。

「は、ぁ……っ」

　ずるりと熱くぬめったそれが、もう一本の星樹の雄刀だと気づくより先に、腰に尾を巻きつけられ、身動きが取れなくなる。

「雪蘭……。愛おしい妻よ……」

　荒々しく突き上げられる身体が揺れると、芯を失った雪蘭の陰茎は硬く漲る雄刀に擦れ、いびつにゆがんだ。

「せい、じゅ……、さまっ。あ、あ……、あぁん……」

　ふたりの男に前と後ろから犯されているようで、たまらなかった。

　二本の雄刀の動きがとまらないせいで、絶頂の余韻が引かない肉筒を穿たれ続け、どうにかなってしまいそうだった。

　体内でうねる雄に早く果ててほしくて、雪蘭は腰を揺すり、襞を力の限り引き絞った。

「──っ、雪蘭っ」

　かすかに上擦った声で雪蘭の名を呼んだ竜が、怒張の抜き挿しを速くした。

「あああぁ……」

　星樹の忙しない動きに合わせて、水しぶきが散る。

　飛び散る雫に肌を濡らされる感触にすら、雪蘭は身悶えた。

　鱗に爪を立て、懸命に振り立てた腰の奥で、雄刀が粘膜を内側からぐうぅっと圧して膨れ上がり、そして爆ぜた。

「あああ！」

　どっと噴き出た奔流が、搔き回されて、蕩けた媚肉を叩いて逆巻く。

　大量の精液を撒き散らしながら、長い雄刀がゆっくりと抜け出てゆく。

「あ、あ、あ、あ……」

　ずるんっと雄が引き抜かれた孔の奥から、愛された証の粘液が大量にしたたり落ちてくる。

「雪蘭」

　愛おしげな声音に耳朶を舐められ、雪蘭は吐息を震わせた。

「星樹様……」

　荒ぶる竜がようやく鎮まったことに安堵したのも束の間、白濁を垂らして襞をひくつかせていた肉環を、もう一本の雄刀で突き刺された。

「──ああぁんっ」

　白濁にまみれた孔に、星樹が再びずるずるともぐりこんでくる。

「雪蘭。これが、竜の妻になるということだ」

　言って、星樹がぬかるみの奥をずぼっと突き上げた。

「ああぁっ」

　眼前が一瞬、白く霞み、半萎えの花茎が根元からくねってぷしゅうっと細く透明な蜜を飛ばした。

「あ、あ、ぁ……」

　身も心も甘美な愉悦の波に吞みこまれ、四肢の感覚がはっきりしない。雪蘭は陶然と目の前で青銀色に輝く鱗に頰ずりをして、啜り泣いた。

「雪蘭。そなたのこの甘露は、生涯、私だけのものだ」

　星樹が、涙をこぼす雪蘭の鈴口に舌先をにゅるりと挿しこむ。

「──はっ、あ、ぁ……」

　精路を舌で、後蕾を太くて長い雄刀で同時に突き擦られ、雪蘭は悶絶して、星樹の胴に脚をきつく絡ませた。その爪先を、ひんやりと水に撫でられ、あられもない嬌声がもれた。

「ああぁん……！」

　気持ちがよくて、よくて、たまらなかった。

「せいじゅ、さま……っ。も……っ、死にそう……っ」

「今更文句を口にしても、私はとまらぬぞ、雪蘭」

　精路から抜かれた舌が、雪蘭の亀頭のくびれをちろちろとくすぐる。

「あっ、あ！」

　鱗に頰を擦りつけたまま、雪蘭は首を振る。

「そうじゃ、なくて……。幸せ、過ぎて……、死に、そう、なんです……」

　告げた直後、雪蘭の体内で雄刀がその容積を増し、切っ先をぐうぅっと伸ばしてきた。

「あっ」

「幸せで、どうにかなりそうなのは、私のほうだ、雪蘭。何度そなたを愛しても、そなたを愛おしく想う気持ちが鎮まらぬ」

「星樹様……」

「愛している、雪蘭」

　私もです、と返したかったのに、声が喉に詰まって何も言えなかった。

　雪蘭は星樹にしっかりと抱きつき、深い快感と大きな幸福感に身を震わせた。
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